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「ねえ、〝良いこと〟を思いついたわ」

　色あせた赤髪の女性は、年老いてもなお、キラキラと美しいエメラルドグリーンの瞳を煌めかせてそう言った。

　彼女に長年仕えていた侍女は、顔を引き攣らせながら主人に問いかける。

「ベアト様、いったい何を思いつかれたのですか？」

「この前、ニーラ竜王国から相談の手紙が来ていたのよ」

　年若き隣国の王の相談を、この主人はとてもよく聞いていた。

「さようでございますか……」

「どこの国も似たようなことで揉めるのよね」

「そうですね……」

「戦争なんてない方がいいに決まっているのに、本当にみんな、どうして争いの火種をわざわざ作るのかしら……」

　ため息を零す主あるじに、侍女はなんとも言えない気持ちになってしまう。

　実際に戦争を経験し、多くの命を救った英雄でもあるはずの彼女は、そんなことをおくびにも出さず、今は静かに隠居生活を送っている。

　そんな彼女のもっぱらの心配事は、孫娘であるベアトリクスのことだった。

　彼女の象徴というべき赤い髪を幸いにも引き継がなかった孫娘は、残念なことに別のものを彼女から引き継いでしまった。

「私が生きているうちに間に合えばなんとかしてあげられるけど、最近、ちょっと息が苦しくなることがあるのよね……」

「そんなことを仰らないでください。あと五年もすれば、ベアトリクス様もご結婚なされます。孫娘の晴れ姿、是非とも見てあげてくださいませ」

　侍女が強くそう言うと、彼女はやんわりと苦笑いを浮かべた。

　思えばすでにこのとき、彼女は自分の残りの時間に気づいていたのかも知れない。

「だから〝良いこと〟を遺してあげようと思うの」

　エメラルドグリーンの瞳は何歳になっても輝きを失わず、強い意志を持って彼女はそう言った。

「〝良いこと〟ですか？」

「ええ、私の孫たちや、その子たちの大切な人が憂うことのないように……〝良いこと〟を」

　侍女から見れば、もう主人は十分に〝良いこと〟をなし得てきた人だ。

　それでも彼女は貪欲に、最後の最後まで自分のしたいことをし続けていくのだろう。

　侍女は少しだけ呆れながら、けれどどこか胸を膨らませもしつつ、主人に言う。

「いくらでもなさいませ、ベアトリーチェ様。喜んでお付き合いいたします」

「ありがとう、マリア。あなたは私の誰よりも大切な人ね」






　トゼーフ侯爵家の別邸で、それから数ヶ月後、一人の老女が静かに息を引き取る。

　ベアトリーチェ・トゼーフ。

　トゼーフ侯爵家を盛りたて、国に数々の偉業を遺したはずの彼女の晩年は、なぜかとても静かにひっそりとしたものであった。戦後、彼女自身が表舞台に立つことはほとんどなく、彼女という存在は静かに忘れさられていく。

　彼女がなし得た最後の〝良いこと〟がなんだったのか、それがわかるのは彼女の死から五年後、彼女の孫娘であるベアトリクス・トゼーフの結婚式から始まる一連の出来事だ――
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「今日は今年一番のお祭りだよ！」

「国きっての美男子・シモン第二王子殿下と、妖精姫と謳うたわれるトゼーフ侯爵令嬢ベアトリクス様の結婚式だ！」

　その日、クゼオンダ国は吉事に湧き上がっていた。

　何より今回は美男美姫と名高い二人の結婚式で、二人の仲睦まじい似顔絵が飛ぶように売れているのだと言う。

　誰もが祝福にわき、他者の幸福に酔いしれる日の、当の主役の一人でもあるベアトリクス・トゼーフは、相も変わらず侍女を悩ませる言葉を口にしていた。

「マーガレット、私、〝良いこと〟を思いついたの」

「もうこんなときまで、今度は何ですか！」

　マーガレットは小声で自分の主人に言った。

　というのも彼女の主人は真っ白なドレスに身を包んで、今まさに聖堂へと向かっているところだからだ。

　淡いピンク色のふわふわとした髪は、今日ばかりはベールの邪魔をしないようにきっちりと固められている。だが好奇心旺盛なエメラルドグリーンの瞳は、今日という日もまたキラキラと美しく輝いている。

「ベアトリクス様、もうご結婚されるのですから、悪役令嬢などと仰らぬようお気をつけください」

　後ろには護衛騎士も一緒に来ているし、侍女はマーガレットだけではない。幸い、一番近くには彼女のブーケを持つマーガレットがいるが、いつ、ドレスの裾を持つ侍女たちに聞かれてしまうかわからない距離なので、迂闊なことは決して言わないでくれと主人に祈る。

　しかし、マーガレットのそんな心を知ってか知らずか、ベアトリクスは物騒なことを言う。

「こういう結婚式だと、まさに誓いのキスのときに何か起こる話があるじゃない？　後ろを歩いている護衛騎士さんに頼んで、式の最中にばーんって聖堂の扉から登場してもらうってどうかしら？」

「それは騎士様の命を失う行為だと思いますが……」

　ベアトリクスを溺愛して溺愛して、それこそ折りにふれ〝鳥かごに閉じ込めたい〟と公言するほど執着している彼女の配偶者が、一生に一度の晴れ舞台を妨害されて許すはずがない。

　想像するだに恐ろしくて、マーガレットは青ざめたし、後ろの護衛騎士も聞こえていないにもかかわらず、得体の知れない悪寒にブルリと身体を震わせた。

「そもそもそんなことをされてしまっては、せっかくのお式がとんでもないことになってしまいます」

「それが面白いと思うのだけど？　きっと一生忘れられない結婚式になるわ！」

　確かに忘れられない式にはなるだろうが、そんな忘れられない式など絶対主人に挙げてもらいたくないマーガレットは、つとめて笑顔を崩さずに、

「さあさあ、ベアトリクス様。侯爵様がお待ちです」

　と、ベアトリクスが来るのを今かと聖堂の入り口で待ち構えているトゼーフ侯爵のもとへと連れていく。

「べ、ベアトリクス……！」

　トゼーフ侯爵はまだ式も始まっていないというのに涙ぐんでいた。いよいよ結婚式に臨む娘を間近に見て、感動もひとしおなのだろう。

「なんて美しいんだ……今日のお前はマーメイドさえも素足で逃げ出す美しさだ」

「まあ、お父さま。人魚にあるのは足ではなくヒレですよ」

　式直前の親子の会話としてそれはどうなんだと思いながらも、マーガレットはベアトリクスにブーケを渡して下がる。

　この日を一番待ちわびていたのは、聖堂の中にいるシモンだろう。

　本日、この日をもって第二王子である彼は降臣し、公爵家を興す。王族ではなく家臣の一人となるのだ。

　ベアトリクスの準備が整うと、聖堂の扉が開き、清らかな賛美歌が聞こえ始める。

　次いでパイプオルガンの重厚な音とともに、ベアトリクスが入場していく様さまを、聖堂の外からマーガレットは感無量の想いで見つめていた。

　自分も公爵家に一緒に行くことは決まっているが、これがトゼーフ侯爵令嬢としては最後の姿かと思うと、様々な想いがマーガレットの胸に去来する。

「ベアトリクス様、どうか、どうかお幸せに……！」

　聖堂のステンドグラスを背に、金の髪をしっかりと固めてオールバックにした麗しい王子は、まさに絵本の中から出てきたかと思えるほど美しかった。

　シモンはこの佳き日がきたことを誰よりも嬉しく思っているはずだ。

　ビスケットにも似た甘い薄茶色の瞳が、ベアトリクスの入場する姿を見つめて、とろりと溶けている。

　マーガレットはこの麗しい日を一生忘れないだろうと、ベアトリクスの姿を扉が完全に閉じられるまでずっと見つめていた。

　見つめていたので、それからあとのことは、否応なしにしっかりと覚えている。

　突如、聖堂の扉の前にズカズカと誰かが駆け寄ってくる。

　どう見ても結婚式に参加するにはふさわしくない鎧姿の初老の老人が、突然現れた。

　え、この人誰？　とマーガレットが思う間もなく、老人は声高に叫ぶ。

「私はリテルシア辺境伯だ！　今日、この結婚を止めにきた！」

　そんなに声を張り上げては中に丸聞こえだ。

「はあ？」

　思わずマーガレットは声を上げてしまったが無理はない。

　リテルシア辺境伯といえば、忠臣だとか名高い常識人だとか聞いていた。

　それが何をどうしたら結婚式に、しかも王族の結婚式に殴り込みに来るのか。

「扉を開けよ！」

　辺境伯の声に、閉じられたはずの扉が開かれてしまう。

「何事だ！」

　シモンがベアトリクスを庇うように抱きしめ、こちらに向かって睨みつける姿が見えた。「シモン殿下、この結婚、お待ちください！」

「正気か、リテルシア辺境伯！」

　シモンが珍しくはっきりと怒りを露わにしてそう叫んだ。

「正気でございます！　この結婚に異議を申し立てます！」

　突然現れた辺境伯の言葉に、聖堂内が混乱してざわつき始める。

「リテルシア辺境伯、これが王族の結婚式とわかった上での行いか」

「だからこそでございます、シモン殿下。今ならまだ間に合います。稀代の悪女・ベアトリクス・トゼーフの企みに陥落せんとする殿下を、私はお救いに参りました！」

「誰ですか、稀代の悪女って……！」

　マーガレットが思わず小声で突っ込んでしまう。それくらいベアトリクスから遠い言葉を聞いて、マーガレットは絶句する。

　にもかかわらず、辺境伯は聖堂中に響き渡る声で叫んだ。

「ベアトリクス・トゼーフには、我が娘、フレール・リテルシアに対する陰湿ないじめ、並びに殺人未遂の容疑がかけられております！」

「え、誰？」

　リテルシア辺境伯には娘などいなかったはずだ。周囲がざわつく中、すっと美しい少女が辺境伯の背後から現れる。

　そしてとても丁寧な礼儀作法で挨拶をする。

「フレール・リテルシアでございます」

　白い髪に珊瑚色の瞳の、とても儚げな印象の少女だ。年の頃はベアトリクスより少しばかり下に見えた。

　そんな少女が、ポロリと涙を一つ零し、とんでもないことを口にする。

「私、王立貴族学院でトゼーフ侯爵令嬢に日々陰湿ないじめを受けておりました。そして令嬢が卒業を控えたある日、シモン様との結婚式を邪魔するなと学院の階段から突き落とされて殺されそうになったのです……！」

　聖堂内がどよっと大きくざわめいた。

　シモンとベアトリクスがすでにおしどり夫婦のように仲睦まじいことは周知の事実のはずである。にもかかわらず、フレールのあまりにも儚げで美しい涙に、人々は動揺したのだ。

　動揺しなかったのは、シモンと、そして――ベアトリクスだった。

「ああ、ベアトリクス様、なんてお顔をされているのですか……」

　マーガレットは空を仰ぐ。

　彼女の可愛らしい主人は、その瞬間、エメラルドグリーンの海のように美しい瞳を、めいっぱい大きく見開いて、好奇心が隠せない顔で、自分でベールをあげていたのだ。彼女のキラキラとした表情が丸見えだ。

『マーガレット、すごい面白いことが起きているわ！』

　聞こえるはずもないのに、ベアトリクスのそんな心の声を聞いてしまったマーガレットは、ふらりと立ちくらみを起こして、一緒に待機していた護衛騎士の腕に倒れ込んでしまった。
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「ベアト、すまない。君をこんなところに閉じ込めてしまって」

　今、ベアトリクスとマーガレットは王城の奥にある塔にいた。塔といってもそれほど高い塔ではない。過去に王太后が余生を過ごすのに建てたと言われている塔だ。

　そこに今、ウエディングドレスを脱いだベアトリクスは国王預かりの客人として滞在している。客人といえば聞こえは良いが、結局はベアトリクスに突如かけられた謂いわれのない罪状を確認するための『幽閉』だ。

　フレール・リテルシアと名乗った少女は、王族の結婚式場に殴り込んできた辺境伯とは対照的に、涙を零しながらベアトリクスを糾弾し、その証拠まで細かく用意していた。

　国王は突然現れた妨害者を退けようとしたが、そうするには相手がまずすぎた。

　リテルシア辺境伯が、告発文の証言者としてある人物の名前を挙げたのだ。

　ゴラム・ニーラ。ニーラ竜王国の第三王子。

　彼は王立貴族学院に、国家間留学生として昨年度末から留学してきた王子だ。

　現在十五歳で、今年から高等学院に入学しているはずだ。ちょうど卒業してしまったベアトリクスたちと入れ違いに学院に入ったことになる。

　しかし、これまでほとんど学校に来ていなかったので、彼の容姿を知る者は皆無だという。

　にもかかわらず、その王子が証言者として名前を書いていた。

　何もかも茶番であることは確かだったが、他国が関われば話は別だ。

　この事態にいかに対処すべきかと、今、城内は荒れまくっている。

「ベアト、ゴラム殿下とは面識がないんだよね？」

「はい、まったくないです」

　ベアトリクスはちょこんと小さな丸テーブルを囲んだ椅子の一つに座って、クッキーをはぐはぐと食べている。

　聖堂にいた人々限定で配るはずだった引き出物のクッキーだ。

「シモン様、このうさぎちゃんの形のクッキー、とても美味しいです！」

　目をキラキラさせてクッキーの味に感動するベアトリクスは、当事者が自分であるという意識がまったくない。

「父上も何故なにゆえあのような戯言を真に受けられたのか……」

「こっちはしまうまですね！」

　シモンはせっかく後ろに流していた髪をぐしゃりと崩すと、にこにこと微笑んでいるベアトリクスを見て、目を細める。

「必ず僕が君をこの無粋な鳥かごからふさわしい鳥かごに移し替えてあげるから、ここで僕の帰りを待っていてくれるかい、僕のスイートバード」

　シモンは切なそうにベアトリクスを見つめると、その頬にキスをして立ち上がる。

「本当なら今日はその可愛らしい唇に口づけをしたかったのに……」

　ブツブツと低く呟かれる言葉が物騒ではあるが、ベアトリクスはニコニコとしたまま、

「はい、いってらっしゃい」

　とシモンを見送った。

「必ず迎えにくるからね！」

　何度も名残惜しそうにベアトリクスを見ながらシモンは去っていった。それをしっかりと見届けてから、今までおとなしくしていた侍女のマーガレットがポツリと呟く。

「結局、鳥かごなのは変わらないんですね……」

「あら、マーガレット。シモン様の用意してくださる鳥かごならとても立派だと思うわ」

　クッキーをあらかた食べ終えたベアトリクスは、可愛らしい頬をほんのりとピンクに染めて、マーガレットに言った。

「ですが、いったい、どうしてあんな……あり得ないですよ！　王族の結婚式ですよ！　いくらシモン様が皇太子でないといっても、あんな無礼許されますか!?」

「まあ、マーガレット。あまり怒りすぎるのはよくないわ」

「ベアトリクス様ご自身のことなのに、どうしてそんなに他人事なんですか！」

　マーガレットが珍しく食ってかかるが、ベアトリクスとしては特に困ったことになったと思っていないので怒る気にもなれない。

　むしろ公爵夫人になったら、しなくてはいけないことも多いだろうと思ったので、それが延期になったことはありがたい。

（本当なら、結婚式は来年だったはずだもの）

　卒業して一ヶ月で結婚なんてあり得ないはずだった。

　しかしシモンは「すでに婚約期間は十分にとってある。ベアトは何もしなくて良いからね。僕が全部準備するから」と宣言し、ベアトリクスの在学中から全て準備し終えてしまったのだ。

　だから自分で準備したものがほとんどないベアトリクスにとって、自分の結婚式でありながらも、どこか他人事感は否めなかった。

　ただ、あれほど楽しみにしているシモンには、さすがに空気を読んでそんな素振りも見せなかったのだが。

「マーガレット、いいじゃない。確かに死刑とか言われたら困ったけど……って、待って！　マーガレット、私、〝良いこと〟を思いついたわ！」

「何も思いつかないでください。ベアトリクス様はここで静かにシモン様を待つべきです」

　たとえ相手が監禁しそうなヤンデレ王子であっても、ベアトリクスが単独で動くよりはまだマシだと算段した上でのマーガレットの言葉だが、忠実な侍女の諫言をベアトリクスはまったく歯牙にもかけず言い放つ。

「私、国外追放されるわ！」

「なんて？」

　思わず無礼だとわかっていて聞き返してしまったが、それも仕方ないことだろう。

　ベアトリクスの口から紡がれた言葉は、まったくマーガレットの予想したものではなかった。

「隣の国では、悪さの限りを尽くした令嬢が、国外に追放されたと聞くわ」

「ああ、ありましたね、そういう話……」

「卒業パーティの時、私もそういうイベントが来るのかと思ったけどまったくなかったからちょっとガッカリしていたのよね。でも、結婚式というすごく大きなイベントの時に断罪されるなんてすごいわよね！」

　興奮冷めやらぬ主に、ははははと小さく乾いた笑いをマーガレットは返した。

「断罪された悪役令嬢には、国外追放が似合うわ！」

　ぐっと拳を握りしめてベアトリクスが叫ぶ。

「ベアトリクス様、まだ悪役令嬢になるの諦めていなかったんですか!?」

「これからなるつもり！」

「なりません！」

　マーガレットが悲鳴のように声を上げた。

「ベアトリクス様、幽閉の意味、わかってらっしゃいますか？　どうやって塔から出られるおつもりですか？　塔の入り口には警備兵がいますよ？」

「それは大丈夫。私に良い考えがあるもの！」

　ベアトリクスはそう言うと、おもむろに部屋の奥にあるクローゼットへと向かう。

「ベアトリクス様……？」

　マーガレットは次に主が何をするのか見当もつかずにただ見守ると、ベアトリクスはクローゼットの中にしまわれていた交換用のシーツを何枚も取り出して、それをひねっては縛り、ひねっては縛りを繰り返した。

「昔、お祖母さまにおそわったのだけど、こうして二つの布を縛ると、ちょっとやそっとでは外れなくなるのよ」

「……さようでございますか」

　今は鬼籍に入ってしまったが、ベアトリクスの祖母の話を聞き、ほんの少しだけマーガレットは懐かしさを覚える。

　ベアトリクスの祖母が亡くなったのは、ほんの五年前の出来事なので、存命だったならば、この結婚をとても喜んでいただろう――と現実逃避をしたいぐらいには、ベアトリクスの行動は奇抜だった。

　そもそもベアトリクスの祖母は、何をベアトリクスに教えていたのか。

　言いたいことはたくさんあったが、マーガレットはニッコリと微笑んで全部を諦める。

　こうなっては主人を止められる者などいないことを、彼女は十分知っていたからだ。

「ほら、できた。ロープ！」

「わぁ、すごい……」

　ベアトリクスはシーツで簡易のロープをつくると、それを窓際に器用にくくりつける。そして新婚旅行用にと用意していた膝下丈のワンピースドレスに着替えると、マーガレットに向かってにっこりと微笑む。

「それでは行ってくるわね」

　どちらへ？　とは聞かなかった。

　きっとシモンがなんとかしてくれるだろうと、丸投げする気しか、マーガレットにはなかったからだ。

「お気をつけて行ってらっしゃいませ」

　幸いなのか運が悪いのか、この窓は塔の入り口とは反対側についている。

　警備兵たちが見張りをしているのは、塔の扉の方で、窓の方はまったくしていない。

　まさか侯爵令嬢――今日からは公爵夫人になろうとしていた女性が、下着が見える可能性も気にせず窓から外に降りるとは全く思っていないようだった。

「あ、マーガレット」

「はい」

「お土産は何が良い？」

　ちょっと外出してくるわと言わんばかりの問いかけに、マーガレットは心を無にしながら、

「ベアトリクス様の無事のお戻りを切に希望します」

　と言った。

　そもそも国外追放になってしまったら、お土産も何もあったものではないのだが、主の思い描く国外追放はどうなっているのだろうか。

「わかったわ、カフェドルーリエのチョコオレンジムースにするわね！」

　ベアトリクスは勝手にお土産を決めると、「いってくるわーーーー」と言いながら、するするするするとあり得ないほどの見事さでシーツを伝って下に降りていく。

　貴族の令嬢としてはあるまじき行為ではあるが、トゼーフ侯爵家ではベアトリクスが幼少の頃はよく見慣れた光景だった。

「ああ、国王陛下、どうしてこんな低い塔に幽閉されたのですか……」

　そうマーガレットは呟いたが、もしかすると国王もわかっていてそうしたかもしれないと考えついてしまって、その可能性に更に口を閉ざしたのだった。
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　ベアトリクスは心の底からワクワクしていた。

（こんな素敵な国外追放があるなんて！）

　王城の中は勝手知ったる自分の庭のようなものだ。

　興味があることに対しては、無駄に能力を発揮するベアトリクスは、城の地図をほぼ完璧に暗記していたし、なんなら何時に警備兵たちが見回りをするのか、どこを見回るのかさえほとんど覚えていた。

　シモンから教わったわけではないのだが、長年、登城する機会も多かったので、警備の癖を覚えたのだ。

　そうすればあとは、どこに警備兵が置かれるかはなんとなくわかってしまう。

　塔の裏から斜め右の方へと駆けていこうとしたときだった。

「ベアト様！」

　切羽詰まった声で自分を呼ぶ者がいた。

　振り返ると、真っ青な顔をしたセシリアが立っていた。

　水色の髪に、聡明そうな顔つきの彼女は、ベアトリクスの最愛の親友でもあった。

　カラベルト男爵家の養女ではあったが、男爵家が問題を起こして領地は国王預かりになってしまった。カラベルトという家名は、残りはしたが、今は別の家の者が家名を継いで領地を治めている状態だ。

　だからセシリアは、トゼーフ侯爵家の使用人を輩出し続けている準貴族のヘイリー家の養子となって、セシリア・ヘイリーと名乗っていた。

　この前卒業したばかりだが、学院の成績は極めて優秀で、学院長をして創設以来の才女と言わしめるほどである。

　てっきり王宮女官を志願するとばかりベアトリクスは思っていたのだが、セシリアはそうしなかった。気がつけば彼女は、ベアトリクスの専属秘書官になっていた。

　そもそも公爵付秘書官ならあり得たのだが、夫人付秘書官という侍女ではない役職に、シモンの周囲はざわついたが、シモンが黙認したのでセシリアはベアトリクスの秘書という扱いになるはずだったのだ。

　今日の結婚式が終わっていたら。

「セシリア！」

　ベアトリクスは親友の登場に嬉しくなって抱きつく。

「ベアト様、いったいどうやって塔から……」

「窓から降りてきたのよ」

「は？」

　セシリアが塔の窓を見上げると、ちょうど窓から垂れたシーツを回収するマーガレットと目が合った。

　マーガレットは無言で深く肯く。

　セシリアも何が起こったのかを察し、コクリと肯いた。

　二人の心は、何も言葉を交わさずとも一つになった。

「秘書官として私もベアト様に同行いたします」

「あら、まだ結婚していないのだからセシリアは私の秘書ではないわよ？」

「大丈夫です。たとえ結婚せずともベアト様の専属になることはトゼーフ侯爵からも、シモン殿下からも了承をいただいております」

「まあ、そうなのね。じゃあ、セシリアと新婚旅行ね！　国外追放されようと思うから、一緒に行きましょう？」

　ポンっと手を叩いてベアトリクスは喜んだ。

「私と新婚旅行……素晴らしいと思います。というか、シモン様と結婚しなくていいと思います！　私とどこまでも旅をしましょう！」

「まあ、セシリアったら面白いこと言うんだから」

　この一年でセシリアとはずいぶん仲良くなれた気がする。

　しかし、ふとベアトリクスが疑問に思うことがある。

（たまにシモン様と似たようなことを言うようになってきたのよね）

　シモンとセシリアも仲良しだが、二人は必ず間にベアトリクスを挟む。

　ベアトリクスがいて初めて二人は会話が成立するのだが、そのことにベアトリクスは残念ながら気づいていなかった。

「そうですね、国外追放されてもいいかもしれませんね。安心してください。この大陸の言語は大体履修済みです」

「さすが、セシリアね。心強いわ！　じゃあ、早速最初の目的地に行きましょう！」

　喜々としてベアトリクスが言った。

「どちらへ？」

「王立貴族学院よ！」

　ついひと月前、卒業したばかりの学院の名前を、ベアトリクスは満面の笑みのまま挙げた。

「なぜ……？　あ、シモン様のお部屋ですか？」

　シモンは学院に名誉客員として籍を置いている。ベアトリクスが卒業してもそれは変わらず、公務の合間を見ては教鞭を執っていた。そのため、学院にはシモンの部屋があるのだ。

「実はね、シモン様の部屋に、軍資金がたくさん置いてあるの」

「そうなのですか？」

「ええ。現状は絶対にさせないけれど、万が一皇太子に暗殺されそうになったら、そこのお金を使って国外に高飛びするって仰っていたわ」

「そうですか……あの王子……本当に腹黒い……」

　小声でセシリアがぶつぶつと言うが、貴族学院へと意識が向いているベアトリクスには聞こえなかった。

　そのまま二人でてくてくと王城内を歩いていく。幸い兵士に会うこともなく馬繋場までたどり着いた。王城には入城してきた貴族の馬車と馬を一時的に預かる場所がある。

　また定刻で城と貴族街を行き来する馬車もあった。

「ああ、ベアトリクス様。このたびは災難でしたね」

　馬車管理人はベアトリクスを見るなりそう言った。どうやらすでにベアトリクスとシモンの結婚が中止になったことは城中に広まっているらしい。

「災難ではないから大丈夫よ。それより貴族学院に行きたいのだけど、馬車を一台借りられるかしら？」

「シモン殿下からすでにご指示はいただいておりますので、家紋のついていない馬車をご用意しております」

「ベアト様が脱走することも貴族学院に行くことも予想しきっているのですね……」

　後ろでセシリアがうんざりとした顔をしていたが、ベアトリクスはそれも気にすることなく二人でシモンが用意してくれたという馬車に乗り込む。

　すると中に色鮮やかなバラの花束が置かれていた。

「あら、シモン様からだわ」

　カードが入っていて、それにはシモンからのメッセージが添えられていた。

『きっと君は我慢できずに鳥かごから逃げ出してしまうだろうけど、必ず迎えにいくからね　君の最愛の伴侶より』

　セシリアにも見えるようにカードを広げて見ていたので、「うわあ」というセシリアの引いた声がベアトリクスの耳にも届く。

「『必ず』のところだけわざわざ別色のインクで書いているのが、またいっそう狂気ですね」

「ふふふ、シモン様らしい」

「それで笑って流せるベアト様がすごいですよ」

　ベアトリクスは花束をぎゅっと抱きしめると、ニコニコしながら御者に出発を促した。

　シモンが用意したらしい御者が、ゆっくりと馬車を走らせ始める。

　本来なら城から出る際は馬車ごとに誰の馬車であるか記帳をしなければならないが、そのあたりもシモンはすべて話を通していたらしく、御者が二言三言、衛兵と会話を交わしただけで城からすんなりと出られた。

「本当に、シモン様はなんでもわかってらっしゃるんですね……」

　一応、セシリアも念のために偽造した退城届を用意していてくれたらしい。そういえば結婚式だというのに彼女の手にはそこそこ大きな鞄がある。

「セシリア、その鞄の中には何が入っているの？」

「ベアト様のお着替えです」

「着替え？」

「はい。ベアト様が、結婚が嫌になったときに、いつでも逃げ出せるようにご用意しておりました！」

　にっこりと優雅にセシリアが微笑む。仮にも主人の晴れの式だというのにやけに物騒な鞄の中身ではあったが、ベアトリクスはひどく感激する。

「まあ、さすがセシリアだわ！　国外追放されてもバッチリね！」

「お任せください、ベアト様。たとえシモン殿下がお側におられなくとも、私がベアト様をお守りいたしますので」

「本当に心強いわ。ありがとう、セシリア！」

　ベアトは向かいに座ったセシリアの手をしっかりと握って、にこにこと嬉しそうな表情を見せた。

　そうして、ここに、次期公爵夫人と、その秘書の奇妙な道中は始まったのだった。
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　シモンは応接間で深くため息を吐いた。

　先程、ベアトリクスにつけていた護衛から、ベアトリクスが塔から抜け出したこと、そのまま貴族学院へと向かったことを聞いたからだ。

（ああ、何事もうまくいかない）

　まさか大切な結婚式を妨害されるとは夢にも思わなかった。

　否、それらしき気配は確かにあったのだ。

　近々国王が皇太子に玉位を継承させる準備をしているという話が城内に流れていた。

　シモンには願ってもないことだったので、自分の降臣を機にとっとと世代交代を進めてもらいたかった。

　だが、まだしつこくシモンに王冠を被せたい輩がいたのだろう。

　彼らは、焦った。

　そしてよりにもよって、シモンが降臣しようとしたときに、こんなクーデター紛いの出来事を起こした。しかもシモンではなくベアトリクスに瑕疵かしがあるとする形で。

　聖堂内の貴族たちには箝口令を敷き、国民に対しては結婚式は急遽延期となったという形にしている。しかし、それもいつまでも維持できるわけではない。

　迅速にベアトリクスのえん罪を晴らさなければならない。

「ああ、本当に忌々しい」

　シモンはベアトリクスに王妃のティアラを被せる気は毛頭ない。

　この国のために礎として自分が生きていくことはよしとしたが、そこに一緒にベアトリクスを縛ることは決してしたくないのだ。

　だからどんなに己の優秀さを自覚しようが、王位を狙うなどということは一度足りとも考えなかったのに。

（きっと、最初がまずかったのだろうな……）

　一番はじめ、何も知らない子どもの時――何も知らないが故に、シモンはミスを犯してしまった。わかることを全てわかると答えてしまったのだ。

　一を聞いて十を知る。

　それがどれほど難しくなしがたいかなんて、シモンは知らなかった。

　自分の優れた部分をそのまま見せてしまった。

　そのせいで愚かな夢を見る者は、どんなに消しても出てきてしまう。

　王は優秀であった方がいい。その方が国は栄えると、訳のわからぬ理想をシモンに押しつけてくるのだ。

（僕はもう二度と間違えないんだ）

　大切なものは宝箱の中に、厳重に鍵を閉めて隠す。

　一度、人に知られれば、彼らは甘い果実ほど容赦なく貪り尽くすのだから。

　遠い昔、まだシモンとベアトリクスが婚約者になりたてだった頃、赤い髪の聡明な貴婦人と約束したことを思い出す。

『ベアトリクスをお願いね』

『大丈夫です。僕が必ず彼女を守ります』

　あのとき交わした約束を、シモンは決して違たがえるつもりはない。

　トントン、と扉をノックする音がした。

「リテルシア辺境伯とフレール令嬢が参りました」

「入ってくれ」

　シモンが促せば、侍従が扉を開けて、二人の人間が中に入ってくる。

　辺境をずっと守ってきた屈強な身体を持つ初老の男性と、彼の娘にしてはかなり若い少女だ。

　白い髪の少女はシモンを見ると、ニコリと微笑んだ。

　学院に通っていたとは言うが、ベアトリクスの学年しか見ていなかったシモンには、まったく覚えもない少女だった。

「リテルシア辺境伯、今日はとんでもないことをしでかしてくれたな」

「はははは。私たちはあのままシモン殿下が悪女に騙されて結婚してしまっては大変だと思ったまでです」

　ぐっと拳を握りしめないと殴りそうになる。

　それを堪えながら、二人に自分の対面の席に着くよう勧めた。

　紅茶の用意をさせた後、シモンは重い口を開いた。

「いつでも機会があっただろうに、何故、この式を選んだ？」

　苛立ちを隠さずにそう問えば、辺境伯は「ははは」とまた軽く笑ってから言う。

「全国民に周知されるべきだと思ったからです」

「何を？」

「ベアトリクス・トゼーフという令嬢は、シモン殿下の配偶者としてはふさわしくないということを――」

「戯たわけたことを」

「いいえ、戯けではございません。我々はこの国の繁栄のためには、皇太子ではなくシモン殿下こそ国王に相応しいと思うのです。そして殿下を国王に押し上げるためにはトゼーフ侯爵家では弱すぎますし、ましてあの奇異姫では――」

「口を慎め」

　シモンは堪えきれずに辺境伯の言葉を遮っていた。

　鳥かごの中で美しく育ったベアトリクスを貶す者を、シモンは許さない。今も射殺さんといわんばかりにシモンは睨みつけていたが、老獪極まるその人物は、まったくその視線を相手にしなかった。

「我が辺境伯領は国境の重要な場所を治めております。そして我が家の宝であるフレールはニーラ竜王国王家にも縁があります」

「ニーラ竜王国……」

　その名の通り、竜が始祖だと言われている国だ。このクゼオンダ国とは隣あう国の一つであり、お互いの国同士で諍いもない。友好な関係を築けてはいるので、姻戚になるにはもってこいの相手だとは言えた。

　そして、ニーラ竜王国の人々は、クゼオンダ国とは異なる髪色と瞳を持っているとよく言われていた。

「こうして面と向かってお話しするのは初めてですね。初めまして、フレール・リテルシアと申します」

　フレールはすくりと優雅に立ち上がる。ひらりとドレスの裾をもちあげて美しい淑女の礼をした彼女は、ピンク色の瞳の虹彩が蛇のように縦に細長い金色だった。そのミステリアスな瞳は、確かに一度見た者は忘れないだろうが、シモンにとってはどうでもよい有象無象の一人でしかない。

「私、シモン殿下をお慕いしています」

「……」

（嘘くさい戯言を……）

　ちっとも熱の籠もらない――籠もっていたところで不快にしか感じなかったであろう、フレールの冷めた瞳と視線がかち合い、シモンは忌々しげに目を逸らした。

「君は何歳だ」

　シモンが問いかけると、フレールは答える。

「十六になりました」

　この国では十六歳からの婚姻も、親の了解があれば認められる。しかし、それでも十六の娘が結婚することは、ほぼない。

　シモンは前髪をかき上げて、苛立ちを隠そうともせずにリテルシア辺境伯を睨んだ。

「リテルシア辺境伯、この少女は誰の娘だ」

　彼の後継は子爵位を持つ二十代後半の息子だったはずだ。その息子の娘としては大きすぎるが、リテルシア辺境伯の娘にするには年が離れすぎている。少女の血筋を問うと、辺境伯は答えた。

「私の甥の娘です。そしてニーラ竜王国皇妃の妹君が甥の妻ですので、血筋は確かです」

　何度も強調されるニーラ竜王国という名前にうんざりする。

　確かに、辺境伯という由緒正しき高位貴族の後ろ盾に、互いの国の繋がりを持てる相手なら、縁組みを望む者もいるだろう。

　しかし、シモンの場合、それは愚行でしかないのだ。過ぎたる力を彼は望んでいない。

（なんで今なんだ）

　結婚式に気をとられていたとはいえ、国王は果たして本当にこんなクーデター紛いのことに気づいていなかったのか。

　頭の中でめざましく様々な理由が思い浮かぶが、そのどれもが正解にはたどり着いていないように思えた。

　フレールは目を細めると、ニコリと笑って言う。

「どうか、ベアトリクス様ではなく、私を花嫁としてお迎えくださいませ」

　自分が断られるとはまったく思っていない口調でそう言うフレールに、シモンは大きくて面倒な思惑に己が巻き込まれたのだと気づいた。
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「一ヶ月前に卒業したから、まだあまり懐かしくはないわね」

　馬車を降りて貴族学院の前に立つと、ベアトリクスは少し残念そうにそう言った。

「それよりも私はベアト様が顔パスなことに驚きました」

　貴族学院は貴族のための学院なので、学生以外の入校には厳しい申請が必要だ。

　だが門の守衛に、ベアトリクスがニコリと微笑むと、守衛もニコリと微笑んで中に二人を入れてくれた。

「たぶん、シモン様の影響ね。王立ではあるけれど、シモン様のご意向が学院は強く出ているから」

「そう言われればそうですね」

　今になればこの学院自体が大きな鳥かごだったのだとしみじみ思ってしまう。

　シモンに懸想したトレイナ男爵令嬢に逆恨みされて、あやうく殺されそうになりもしたが、それでもベアトリクスはこの学院の中で、ほぼ穏やかな日々を送れたと思う。

　それはシモンがこの学院の統制に全力を注いだところも大きいだろう。学院をここまできちんとした学び場にしてくれたのは、シモンだった。

　名誉客員ではあったが、教授一人一人の人材を吟味し、入学してきた貴族たちにも貴族としての在り方をきちんと問うていた。

　特にベアトリクスの祖父母の代に起きた戦争の歴史については熱心に教育を推進した。戦勝国ではあったが、戦争というだけあって死者の数は膨大だった。そんな戦死者の衣類や、戦地の絵画、そして戦地へ赴いた人が家族に送った手紙など、膨大な資料が貴族学院には保管されている。それらを直接見ることは、体験せずとも戦争の無情さを理解しやすかったことをベアトリクスは覚えている。

　だから、戦争というものを知らないベアトリクスの世代であっても、おおよその流れやどういうことが起きたかはきちんと理解はしていた。

（まあ、私はあまり興味を持てなかったから、テストの点数はギリギリだったのだけれど……）

「ベアト様、食堂に寄って甘い飲み物でも飲みましょうか？」

「大丈夫よ、ありがとうね、セシリア」

　少し物思いに耽ってしまったベアトリクスをセシリアが心配してくれる。ベアトリクスはそんなセシリアに対して礼を言うと、そのままシモンの教員室へと向かう。王族であった彼には職員室でなく、当然自分用の個室があった。

「お待ちしておりました」

　ベアトリクスたちが扉の前に立つと、ノックをする前に扉が開いて、シモンの侍従の一人が出迎えてくれた。

「私は扉の外におりますので、ご用がお済みになりましたらお呼びください」

　侍従はそう言うと、ベアトリクスとセシリアを残して部屋から出て行く。

　その様子をセシリアはなんとも言えない顔で見ていた。

「どうしたの、セシリア？」

「いや、ここまで全部手筈が整えられていると、ちょっと気持ち悪いと申しますか……」

　シモンが先手を打っているからだろう。

　ベアトリクスはくすくすと笑う。

「だってシモン様ですもの。学院内のことは全部お任せして大丈夫だって仰っていたのだから、当然よ」

「ベアト様、すみません、無礼を承知で申し上げてもよろしいですか？」

　セシリアが表情を強ばらせてベアトリクスを見つめる。

「なあに？」

「本当はこんなことを言うつもりはなかったのですが……シモン様がたまに仰る『鳥かご』というお言葉は、そのままベアト様の自由を奪っているように私には思えてならないのですが、ベアト様はそれで大丈夫ですか？」

「そう？」

「今だって、ベアト様にあらぬ罪がかけられてしまったのでこうして逃げる算段をつけましたが、ここまで全部シモン様の思惑通りじゃないですか。確かにシモン様は優れた能力をお持ちの方です。ですが、常にシモン様に敷かれたレールの上しか歩けない人生をベアト様は本当にお望みですか？」

　ベアトリクスはきょとんとしてセシリアを見た。

「公爵夫人になってしまえば、ますますシモン様はベアト様を鳥かごの中に閉じ込めてしまうのではないかと私は不安なのです」

　セシリアはベアトリクスに近づくと、その両手をとってぎゅっと握りしめた。

「私、公爵夫人のような贅沢はさせてあげられませんが、ベアト様がこのまま逃げたいと仰るのであれば、どこへだってお連れします。そのためにこの一年は、死に物狂いで頑張ってきたんです」

　強く握り込んだセシリアの手は、淑女にしては少し硬い。それは平民だった頃の名残もあるだろうが、この半年強という短い時間の中で、彼女が護身術の授業も受けていたからだ。

　女性で、しかも最終学年からということで、一時期は無謀だと言われていたが、結局セシリアは半年である程度のレベルまで到達してしまった。

　それはセシリアの才能もあっただろうが、彼女がたゆまぬ努力を続けたからこそなしえたことなのは、近くで見てきたベアトリクスが一番良く知っている。

　そしてセシリアがそこまで頑張ってくれたのも、全部ベアトリクスのためだということも。

　ベアトリクスはきゅっとセシリアの両手を握り返すと、彼女の手にコツンと自分の額を当てて顔を上げる。

「ありがとう、セシリア。心配してくれて」

　にっこりと嬉しそうにベアトリクスは微笑む。ピンクの薔薇が咲き誇るような愛らしい笑顔に、セシリアも一瞬ハッとしてしまう。

　本当なら今日、ベアトリクスは誰よりも美しく、誰よりも幸せな花嫁になるはずだったことを、今更ながら、セシリアは再認識したのだろう。

　それがわけのわからぬ輩のせいで、ベアトリクスの名誉に著しい傷が付いてしまった。

　汚名を雪すすがぬかぎり、心ない人々は結婚式が中止になったことを、あれこれ邪推するはずだ。

「けれど、大丈夫よ。シモン様はきちんとわかってらっしゃるから」

　セシリアが少しだけ不安そうな顔になると、ベアトリクスは、にまぁと今度はいたずらっ子のように顔を緩ませた。

「だって結婚式でこんなことが起こるってシモン様も予想できなかったから、こんなに慌てて学院までの道を用意してくださったけど、その先はきっとまだ想像できてないはずだもの！」

「ん？」

　セシリアが首をかしげた。

「私がどこへ行くかまではきっとまだ判断できていないわ。だから、侍従にドアの外にいるように言ったのよ」

　きっと侍従はベアトリクスたちがこの後、どこへ行くかきちんと確認するよう指示されているはずだ。そしてベアトリクスたちがどのような姿でここを出て行くかも知らせるだろう。

　ベアトリクスたちがここから普通に出ていけば。

（きっとシモン様は、今、緊急事態だから、城でも大忙しのはずだわ！）

　ベアトリクスのことを最優先にはしたいだろうが、ベアトリクスのえん罪をなんとかしたいと思っているだろうし、結婚式の延期日をいつにするかまできっと考えているはずだ。

　だから、こうしてベアトリクスたちにわかりやすいように、馬車や部屋までの道筋を作らざるを得なかった。

　いつもなら、ベアトリクスにわからないくらい、ベアトリクスが鳥かごにいるとさえ気づかないくらい緩く広いかごを用意してくれているはずなのに、それさえできないくらいシモンがいっぱいいっぱいなのが、手に取るようにベアトリクスにはわかった。

「セシリア、私、ちょっと〝悪いこと〟を思いついてしまったの」

「な、何をですか？」

　いつもと違うベアトリクスの物言いに、セシリアがドキドキとしながら尋ねる。

　ベアトリクスは唇に指を一本当てると、にこっと笑って言う。

「シモン様には結婚後の予行練習も兼ねて、追いかけてきてもらいましょう」

「え、それって……」

「鳥かごの外に出てみるの」

「鳥かごの外……あ、国外ってことですか！」

　まだ鳥かごの意味を正しく理解できていないセシリアが、困惑しながらそうベアトリクスに尋ねたが、彼女は笑ったまま首を横に振る。その顔はいつもの無邪気で天真爛漫なベアトリクスの笑顔とはほど遠い、ひどく大人びた笑顔だった。

　無邪気な妖精姫が、そのように笑う姿を、おそらくセシリアも初めて見たはずだ。

「外は外。学院の外よ」

　きっぱりとベアトリクスはそう断言した。









　シモンの侍従はいつまでも出てこないベアトリクスたちを不安に思った。

　扉の外で待つようにしたのは、セシリアという秘書官が側にいたからだ。彼女は優秀な成績でこの学院を卒業したと聞くし、主であるシモンと性格も似ている気がしたので、まさかベアトリクスの言う通りに何でもするとは思っていなかったのだ。

　静かすぎる室内を不安に思った侍従は、扉をノックする。

「ベアトリクス様、失礼します」

　何度もノックをしても出てこないことに嫌な予感を覚えた侍従が扉を開けた瞬間、バサバサバサと机の上の書類が翻って落ちた。

　風が吹いているからだ。

　その風の入り口を見て、侍従は唖然とする。窓が全開で開いており、ご丁寧にカーテンで作られたロープで外への道ができていたのだ。

　まさか高位貴族の令嬢がそんな風にして部屋から出ていくとは思わず、侍従はぽっかりと口を開けてしまった。







＊＊＊








　王都では今日、本来なら王族の結婚式のパレードが行われるはずだった。

　祝いの祭典があちこちで行われているが、なぜかパレードが中止になってしまった。

　市井の人々は、首をかしげつつもよからぬ噂を口にし始める。

「どうやらベアトリクス様が学院在学中に、シモン様に言い寄った女性を殺そうとしたらしい」

「まあ、なんて恐ろしい！」

「妖精姫じゃなくて、妖怪姫だったってわけか！」

　ゲラゲラと笑う串焼き屋台の店主に対して、丸いキャップからチラチラと茶色の巻き毛が見える小坊主が、ちょんっと銀貨を差し出す。

「お、なんだ、小僧」

「おじさん、二個頂戴！」

「二本、な？」

　数え方の単位もよくわからない子どもなのだろうと、串焼き屋の店主は串焼きを二本、小坊主に渡す。小坊主はそれを持ってトタトタと中央噴水の方へと向かう。

　そこに美しい令息が待っている。水色の髪をしっかりと後ろで結わえた綺麗な立ち姿の少年だ。もしかすると貴族かも知れないと串焼き屋の店主が思っているとも知らずに、令息は串焼きを持ってきた小坊主に小声で言う。

「どうしてベアト様が――」

「ベアだよ！　お坊ちゃま！」

　ベアトリクス――もとい小坊主に変装したベアはにこっと笑ってそう言った。

　シモンの部屋からたんまり軍資金を手に入れたベアトリクスは、そのお金を使って二人の変装服を買った。

　セシリアは貴族令息に。

　ベアトリクスはその小姓に。

　二人とも男装だし、役割がほぼ逆転している。

「どうせならベアが私の役を……」

「そうしたらすぐシモン様に見つかってしまうからね！　一番シモン様があり得ないと思う姿でないと。それに女の子は市井では目立ちすぎる」

　少年のような話し方のベアトリクスが新鮮で、セシリアは目をパチパチと瞬いてしまう。

「私は市井にいましたからわかりますが、ベアはどうして――」

　あまりにも小坊主然とした姿に、どこでそんな経験ができたのかと不思議に思ってセシリアが尋ねると、ベアトリクスは笑いながら答える。

「こういうのは本で読んだんだ！　冒険小説で！」

「いや、小説で読んだからって……」

「あと、ここに来るまでに何人かすれ違ったから、それをよく観察したんだ！」

　キラキラとエメラルドグリーンの瞳が好奇心で満ちあふれている。今は枯れ草色の鬘で隠れてしまったやわらかいフェアリーピンクの髪を、たった数時間しか経っていないのにセシリアは懐かしく感じてしまう。

「そうですね……ベアは好きなことには全力でしたっけ……」

　思い込んだら一直線のベアトリクスだ。たとえ市井に降りた経験がほとんどなくとも、今、この場所に来るまでの間に全部覚えてしまって――

「いやいやいや、さすがにそれは無理では!?」

　全力でその可能性を否定すると、ベアトリクスがくすくすとおかしそうに笑った。

「言葉遣いは侯爵家の馬番から教えてもらったんだよ。いつか役に立つといいなあと思って！」

「ちょっとかごの外に出たらこれって……シモン様が鳥かご鳥かご言う理由が少しだけわかってしまった……」

　頭に手を当ててセシリアがため息をつくが、ベアトリクスは全部のことが楽しくてたまらない。

　市井で生活する人々の言葉遣いや息づかい。そして動く姿、どれをとっても刺激的だと思った。

（これだから、鳥かごの外を夢見てしまうのよね）

　シモンには少しだけ申し訳ないと思ったが、すぐに美味しそうな別の屋台を見つけて、ベアトリクスはそちらへと視線を向けてしまう。

　すると、ドシンと誰かがぶつかってきて、小さなベアトリクスは簡単にコロンと転がってしまった。

「ベア！」

　セシリアが駆け寄ってベアトリクスに手を貸す。

「やあ、お嬢さんたち、すまないね」

　そう男の声がして、すぐにセシリアはベアトリクスの前に立ち塞がった。

　男装であることを簡単に男が見破ったからだ。

　ククククと男が愉快そうに笑ったので、ベアトリクスはセシリアの背後で尻を払いながら立ち上がり、ひょこっと顔だけ出してぶつかってきた相手を確かめる。

（わあ）

　夜のとばりがおり始めた東の空のような美しい紫色の髪が目に飛び込んでくる。

　ぶつかってきたのは、ベアトリクスたちより少し年下であろう少年だ。

　体つきは貴族のようで、それほど筋骨隆々とはしておらず、ほっそりとしている。

　だが、紫色の髪の鮮やかさに引けをとらない金色の瞳が、彼の意思の強さを如実に表していた。

「すまないな、男装しているのはわかったんだが、あまりにも目立っていたからつい声をかけてしまった」

（まあ、セシリアは美少年すぎるもの、ちょっと無理があったわよね）

　ベアトリクスも薄々そう感じていたので男の言葉をさもありなんと思ったが、セシリアは違ったらしい。

「私たちに何の用ですか？」

　露骨に警戒を強めて男を睨みつけた。

「いや、そんな変装までしてどこに行くのかと思ってね」

「それがまだ何も決まってないんだよね」

　セシリアの背後からベアトリクスがそう言うと、「ベア！」とセシリアがベアトリクスに注意を促した。

　得体の知れない男を最大限、警戒しているのだろう。

「大丈夫だよ、セシー様」

　しかし、ベアトリクスはまったく男を警戒していなかった。むしろその男がまるで誰か知っているかのようだった。いや、実際、知っていたのだろう。会ったことはなくとも――

「紫髪に金色の瞳は、この国の人じゃない。ついでにいうなら、とある国の王族の特徴だよ」

「あ」

　セシリアはそれだけですぐにベアトリクスの言いたいことを把握したようだった。子どもの頃からシモンの婚約者として教育を受けていたベアトリクスと違って、セシリアは知らないことも多いだろうに、すぐに気がつくところが彼女の才女たる所以だろう。

「ニーラ竜王国……」

　セシリアがそう言うと、男はニヤリと笑って尖った犬歯を見せた。

　人間味がやけに欠けて見えるのは、竜王国の王族には、竜の血が流れていると言われているからだろう。

　彼の国の王族の特徴は、紫の髪に金の瞳だ。

　そして今、この国にいる竜王国の王族といえば、ベアトリクスの結婚式に異議を申し立てた令嬢の証言に署名した張本人だ。

「はじめまして。ベアトリクス侯爵令嬢に、セシリア令嬢。俺は竜王国、第三王子ゴラム・ニーラだ」

　あっさりと正体を明かしたゴラムに、セシリアはよりいっそう警戒を強めたようだ。ベアトリクスをさらに背後に隠すように後退すると、ゴラムはククククとまた笑った。

「まあ、そう警戒するな」

「ベアトリクス様がやってもいないいじめの証言者として署名をした人を、警戒しないわけないじゃないですか」

「あれは仕方なかったんだ。リテルシア辺境伯と利害が一致してしまってな。シモン殿下をそこのポンコツ娘から解放してやらねばならぬと思ったからな」

「ふえ？」

　ギロリとこちらを睨みつけたゴラムは、白けた顔になる。

「まったくシモン殿下の趣味は理解できんな。いくら血筋が良かろうとも、こんなちんくしゃと結婚までしたいと思う気持ちがさっぱり理解できん」

「先ほどから何なのですか！　ベアをこれ以上馬鹿にするのは許しませんよ」

　セシリアはゴラムが王子とわかっているだろうに、主人を弄する言葉の数々に我慢がならなかったらしい。今にもゴラムに飛びかからんばかりの勢いで、ふうふうと荒い息を吐く。

　ベアトリクスはそんなセシリアの裾を引っぱりながら、

「セシー様、落ち着いて」

　と言った。

「ベア、行きましょう。こんな無礼な男に関わる必要はありません」

　セシリアが踵を返して去ろうとした瞬間だった。

　パシッとゴラムがセシリアの腕を掴んだ。

「何ですか」

「いや、なかなか可愛いなと思って」

「は？」

　セシリアが眉間に皺を寄せる。ゴラムはそんなセシリアを上から下まで舐めまわすように見てから言う。

「あんた、そんなちんくしゃの世話じゃなくて、俺の愛人にならないか？」

「はっ？」

「気が強いのは嫌いじゃない。それに学校での生活も見てはいたが、この前の卒業生の中では断トツの成績だったよな。あんたの卒業論文、俺も読んだがあれは良かった」

「僕のは読まれましたか？」

　ニコニコしながらベアトリクスが聞くと、ゴラムは鼻で笑った。

「お前のは全然大したことなかったな」

「ありゃ、残念です」

「いい加減にしてくれ」

　セシリアは掴まれていた手を勢いよく振り解くと、ぐっとベアトリクスの肩を抱き寄せて言う。

「ベアを馬鹿にするやつと私は関わる気は毛頭ない。消えろ、滅びろ、消滅しろ」

（あら、本当に怒っているのね）

　セシリアがそこまで人を悪く言う様を見たのは初めてだった。今は令息の装いをしているので、多少言葉遣いが悪くてもかまわないと思ったのだろう。

　普段見たことのないセシリアの様子に、ベアトリクスはぽおっと頬をほんのりピンク色に染める。

「乱暴なセシー様も素敵」

「ベアが望むなら、もっと乱暴になれますよ？」

　ニコリと美少年に微笑まれて、ベアトリクスはドキドキしてしまう。セシリアとわかってはいるが、シモンとはまた違った美しさがある。しかも今は男装しているので、それがまた倒錯的でなんとも良かった。

「さ、ベア、行きますよ」

「なあ、どこにも行く当てがないなら俺の国に来るか」

「はい？」

「どうせ、シモン殿下はもうしばらくリテルシア辺境伯に手間取るはずだ。その間、お前たちの面倒をみてやろうか？」

「はあ、ふざけな――」

「うわあ、いいんですか」

　セシリアが断る前に、ベアトリクスがはしゃいだ。

「べ、ベア」

「ちょうどいいじゃない。一緒に行ってもらいましょう？」

「で、ですが」

　ベアトリクスを嵌めた相手だということで最大限にセシリアは警戒するが、ゴラムは腕組みしたまま指をトントンさせて、ニヤリと笑う。

「護衛もつけずに旅をするより、俺の里帰りについてくる方がよほど良いはずだ。我が国に招待してやろう」

「わ～、ありがとうございます！」

　ベアトリクスはぽんっと両手を合わせてはしゃぐ。

「本当にベアト様は休ませてくれませんね……」

　その背後でセシリアが苦笑していたが、彼女のそんな気苦労をわかる者は、きっと塔でのんびり幽閉されているマーガレットくらいなものだろう。
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　シモンは長々とため息を吐いた。

（どうしてそうなった……）

　本当にそう思わずには居られない。

　確かに鳥かごから少しは出てもいいような雰囲気は見せてあげたが、全力で出ていくとはどういった了見なのかと、自分の最愛の妻になる人に言いたくて仕方ない。

　侍従はシモンの部屋から二人の足跡を見失ってしまったが、裏からひっそりと護衛に付かせていた影は、ベアトリクスとセシリアをきちんと見守っていた。

　そして告げられた報告は、

　――ニーラ竜王国のゴラム王子殿下と合流。

「本当にベアトはしっかり見ていないと何をしでかすかわかったものじゃないな……」

　ハァとため息を吐く。

　先ほどまでリテルシア辺境伯とその令嬢フレールと会談の場を設けたのだが、極めて頭が痛い内容しか出てこなかった。

　恐ろしいほどにフレールの言い分に対する証拠はしっかりと揃えられていた。

　ベアトリクスがいくら否定しようとも、その時間帯に誰がいて、どうしてそうなったのかという証言者が必ずいる。

（しかもあの時のことがまさか……）

　思い返すのはベアトリクスたちが卒業するパーティの日だ。

　その日、たまたまベアトリクスは歓談時に、参加者の一人のドレスを汚してしまったのだ。

　いや、今思えば、汚すように仕向けられたのかも知れない。

「ご、ごめんなさい！」

「いいえ、大丈夫です」

「けれど、ドレスが汚れてしまったわ。そうだわ、シモン様！　シモン様のお部屋に私が汚したとき用の着替えのドレスがありますよね！　その中にパーティ用のドレスもありませんか？」

　ベアトリクスのためだけに作らせたドレスを他の誰かに着せるなんて、シモンとしては絶対に許容できなかったが、彼女のおねだりには弱いシモンは、渋々ながら承諾した。

「本当に、なんで着替えのドレスがあるんですかねぇ」

　セシリアには思うところがあったようだが、恋人の服ぐらいいくらだって揃えて何が悪いと思っているので、シモンに彼女の眼力は通じない。

「ご迷惑をおかけしてしまって、本当に申し訳ありません」

　そう言って頭を下げた令嬢――彼女がフレールだったのだ。

　そしてシモンとベアトリクスが早々に卒業パーティを辞したあと、彼女はベアトリクスに与えたドレスというにもかかわらず、そこにいる他の貴族に静かな声で言ったのだという。

「このドレスはシモン殿下が作ってくださったドレスなのです」

　言っていることは何一つ間違っていない。

　だが、それを着せる相手は、決してフレールなどという知りもしない辺境伯令嬢ではなかったのだ。

　シモンは結婚式の準備に忙しく気づかなかったが、そのせいで在校生の中にひそかに『シモン殿下はベアトリクス令嬢ではなくフレール令嬢に心を移されている』という噂が広まっていたなんて――。

　いったい、いつから自分たちを嵌めようと思っていたのか。

　慎重に周囲を気にしていたシモンは、まさかこんな風に足元をすくわれるなんて思いもしなかった。

「何が目的なんだ……」

　相手の本意が見えないことが一番厄介だ。

　いくらシモンを王位に就かせたいとしても、フレールとの結婚程度で兄である現皇太子の地位が揺らぐわけがない。そしてフレールにしてもシモンのことを好いてその隣に座ろうとしているわけでもない。

　確かに兄は王としての才覚は凡庸ではあったが、それでも実直であり素直なところは美徳でもある。偉大な王にはなれないが、この国を末永く保つことはできる王ではあるはずだ。

　にもかかわらず、わざわざこんな波紋を投げかけ、シモンを王位に就かせてまでなしえたいこととは何なのか。

　脳裏にベアトリクスが過よぎる。どこにいても、どこへ行っても可愛らしくはしゃぐシモンのリトルバードは、きっと市井にいても変わらずはしゃいでいることだろう。そして、それは隣国へ行くことになっても――

「いっそ僕もニーラ竜王国へ行ってみるか……？」

　ポツリと呟いたその案こそが妙案だと、シモンは心を決めた。
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「とっても残念だわ～！」

「ベアトリクス様、何が残念なのですか？」

　ベアトリクスとセシリアは、ゴラムの用意した馬車に乗っていた。

　セシリアは、ニーラ竜王国行きを渋ったが、結局ベアトリクスの好奇心と行動力には敵わなかったのだ。

「だって、また元のベアトリクスとセシリアに戻ってしまったじゃない？」

　今、二人はあの男装はやめて、貴族令嬢としてゴラムと同行している。

　なぜ、シモンの婚約者が同行するのかとか、ベアトリクスは城に幽閉されているのではないかとか、ゴラムの臣下たちは多々思うこともあっただろうに、

「彼女たちは俺の賓客だ。丁重に扱え」

　と、ゴラムの一声で従順に従っていた。

「第三王子なのに、ずいぶん権限が強いですよね……」

　セシリアがポツリと不思議そうにベアトリクスに問いかけた。

「そうねぇ。もしかすると皇太子候補なのかも」

「え？　第三王子なんですよね？」

「ニーラ竜王国は完全な実力主義なのよ。だから長兄が必ず皇太子とは限らないわ。第三王子であっても実力があれば皇太子に選ばれているはずよ」

「そうですか……すみません、不勉強で」

　セシリアがニーラ竜王国の後継問題について知らなかったことを恥じたので、ベアトリクスは慌ててセシリアに顔を近づけた。

「セシリア、知らなくて当然なのよ！　あそこの国は他国に対して徹底した秘密主義なの。だから後継者の選別の仕方や、誰が皇太子になるのかも、すべて決まったあとに他国に伝達するから、本当に限られた人しか知らないの！」

「それではどうしてベアトリクス様はご存じなのですか？」

　鋭いセシリアはすぐにその矛盾を突いてきた。

　確かにベアトリクスは公爵夫人になる予定なので、他国に詳しくてもおかしくはない。だが果たして、他国の王族に関してまで公爵夫人が詳しくなる必要があるのかと言えば、それは否だろう。

「あ、それはね、お祖母さまが詳しかったからなの」

「おばあさま、ですか？」

「そう、ベアトリーチェ・トゼーフ。知ってる？」

「トゼーフ……ということは、侯爵家の方ですよね」

　セシリアが不思議そうに首を傾げた。どうやらその名前にあまり聞き覚えがないらしい。

「私のお祖母さまなのよ」

「そうなのですね！」

「ただ、爵位をお父さまに譲られてからは社交界から離れて静かにされていたから、セシリアが知らないのも無理はないわ」

「そうですか。ですがその方がどうして国外情勢に詳しいのですか？　昔なら今より女性は淑女教育中心だった気がします」

　セシリアの疑問はもっともだ。ベアトリクスの国で女性の社会進出が増えてきたのはここ最近である。それでもまだ、男性中心の社会だということは否めないし、貴族の間ではより一層それは顕著だ。

「でもね、私のお祖母さまの時代に、男女の性差なんて言ってられない時期があったのよ」

「え？」

「戦争で亡くなった兄の代わりに婿を取って戦争の最前線にお祖母さまも立っていたそうよ。もちろん、実際に武器を持って戦ったわけではなくて、作戦などを練る参謀だったらしいの」

　その実績が認められて、トゼーフ侯爵家は、国王の覚えもめでたい筆頭貴族の一員となったとベアトリクスは聞いていた。

「そんなことがあったなんて、初めて聞きました……！　歴史書にも載っていなかったと思います」

「そうなのよねぇ。そんな女性がいたらとても有名になったと思うのだけど……お祖母さまはとても綺麗な赤髪で、当時は赤髪の戦女神なんて呼ばれていたってお祖父さまも自慢されていたのに、そういった話が記された歴史書はまったくないのよね……」

　そればかりはベアトリクスも不思議で仕方がないのだが、女性ということもあって、もしかすると敢えて歴史書に記されなかったのかも知れない。

「まあ、私にとっては赤髪の戦女神なんてそんな仰々しい方ではなくて、赤髪のとても優しいお祖母さまだったわ」

「あ……」

　過去形で言ったので、セシリアも気づいたのだろう。

　やんわりとベアトリクスは苦笑いを浮かべる。

「五年前に鬼籍に入られたの……」

（もう少し長生きしてくれたなら、私の結婚式も見せられたのに……）

　そればかりは残念で仕方ない。

「お祖母さまはとても博識でいらして、だから私、本当に様々なことを教えていただいたわ」

　きらきらと祖母自慢をするベアトリクスだったが、一瞬、セシリアが怪訝な顔になる。

「んんん？」

「どうしたの、セシリア」

「たしか、カーテンのロープを教わったのは……」

「お祖母さまからよ！」

　ベアトリクスは満面の笑みで答えた。

「もしかして、ベアト様のお祖母さまは好奇心が旺盛でしたか？」

　恐る恐るセシリアが尋ねると、唇に指を当ててからベアトリクスはコテンと可愛らしく小首を傾げた。

「うーん、よくわからないけれど、『〝良いこと〟を思いついたの』ってお祖母さまの口癖なのよ」

「血が濃い……！」

　思わずそう呟いてセシリアは額に手を当てた。

「どう見ても、どう考えても、ベアトリクス様のその突拍子のなさはベアトリーチェ様から引き継がれたものですよね……それ」

「そうね！　わが家では私がお祖母さまに一番似ているって言われたわ」

「トゼーフ侯爵家の皆様が、ベアトリクス様の突飛さに寛容な理由がよくわかりました……」

「ふふふ。おかげでのびのび暮らせたから良かったわ」

　おっとりとした口調でベアトリクスが答えると、セシリアは何か言いかけたが止やめたらしく、

「まあ、それがベアト様の良さですものね……」

　と肯いた。

　するとそのタイミングをまるでみはからったかのように、ベアトリクスがハッと何かを思いつく。

「セシリア、私、とっても〝悪いこと〟を思いついたわ！」

「大丈夫です、もう二度目ですから耐性はつきました」

　何度もやらかされるマーガレットと違い、ベアトリクス至上のセシリアは二度目にしてしっかりと耐性ができていた。
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　ゴラムたちが泊まる宿は、当然ながら町でも最高級の宿だった。

　侯爵令嬢であるベアトリクスもセシリアと同室で部屋をとってもらった。同室である理由は、女性である自分たちの身を守るためでもある。ニーラ竜王国としてはまかり間違って何かを起こすことなどないだろうが、それでも女性たちが二人一緒だったという事実は、ベアトリクスたちの身の潔白の証明としても必要だったのだ。

「けど、そんな宿から脱走していたら、元も子もありませんけどね！」

「大丈夫だよ、セシー！　今度は二人とも同じ雰囲気で町の子だろう？」

　スルスルスルと窓からの脱走もいいかげん三回目となれば慣れたものだ。

　しかもベアトリクスもセシリアも、今は少年の格好をしているので、ロープを降りていくのも簡単だった。

「ですが、酒場なんて行ってどうするんですか」

「セシー、言葉遣い！　そんな丁寧な町の子供なんていないよー？」

　ニシシシと歯をむき出しにして、笑い方まで少年らしく装ってベアトリクスが注意した。

　このベアトリクスの完璧な変装には、二度目であってもセシリアは驚きを隠せないようだった。

「わ、わかったよ。これでいい？」

　敬語の交わらない会話が新鮮で、ベアトリクスはうんうんと強く肯いた。

「まったく……本当に気をつけるんだよ？」

　いくら少年に姿を変えたとしても、酒場にはごろつきも多い。決して身の安全は保障できないので、セシリアは警戒心をいっぱいにして、周囲に気を配る。

　一方、ベアトリクスはそんなセシリアの様子などおかまいなく、ズンズンと街の酒場へと向かう。今日初めて来た場所だというのに、ベアトリクスは全く迷いがない。

（美味しいご飯、美味しいご飯）

　ベアトリクスの頭の中は、美食で埋め尽くされていた。

「ベア、どうして酒場までの道を知っているの」

「ここに来るまでに馬車で見ていたから」

「え、酒場なんて大通りにはなかったよね」

「なかったけど、周囲を歩く人とか、町並みでわかるかなぁ」

　キョトンとしながら、ベアトリクスが言った。

「え、わかる？」

「うん。こう、頭の中で、空から見下ろして街を作っていくんだよ」

　ベアトリクスが何てことないように言うが、セシリアにはその考えが少しわかりづらい。

「空から……？」

　鳥にならないと難しいのではないかと思ったし、上から見るとどうして場所がわかるのかもセシリアにはわからなかった。

「そう。それで、びゅーんと飛んで、こう！」

「びゅーん……」

　きっとこの場にシモンがいたら、

「ははは、ベアトは本当に可愛らしいなあ。そうだね、僕の小鳥は空から街を見渡せるんだね」

　……くらい軽く言えそうだが、空を飛んだことのないセシリアには、あいにく『俯瞰する』ということが想像できなかった。

「ごめん、わからない……」

　しょんぼりと顔を伏せると、ベアトリクスはセシリアの手をぎゅっと握って、首を横に振る。

「気にしないで。僕の説明が下手っぴだからだよ。セシーは僕よりずっと頭が良くて、優秀で、僕の自慢の友達なんだから、そんなしょんぼりしないで！」

「ベア……！」

「そして、酒場で美味しいソーセージを食べよう！」

「絶対、それが目的だよね!?」

　一瞬、絆ほだされそうになったが、すぐにベアトリクスのキラキラした目に突っ込んでしまう。確かにこれは悪いことだろう。宿の用意した高級料理よりも、酒場のソーセージの方が食べたい高位貴族だなんて、聞いたことがない。

　酒場にたどり着くと、ベアトリクスは銀貨を三枚取り出して、

「ソーセージと炭酸水をください！」

　とカウンターの店主に言った。

「おいおい、坊主。ここは子どもが来るところじゃねえぞ」

　すぐにごろつきたちがセシリアとベアトリクスを囲み始める。

　からかい半分、様子見半分といったところだ。

　ベアトリクスをセシリアが庇おうとすると、ベアトリクスはニコニコと毒気の抜けるような緊張感のない笑みを浮かべて言う。

「おじさん、僕、ここのソーセージがすっごい美味しいって聞いたんだ！　他にもオススメの料理があったら知りたいな！　だっておじさんたち、ここの酒場の美味しいもの、いっぱい知ってそうだよね？　僕らね、今あの高い宿に泊まっているニーナ竜王国の人たちの馬番なんだよー」

　一瞬、男たちの顔が強ばる。

　セシリアも驚いてベアトリクスを見てしまった。まさかここでニーラ竜王国の名前をベアトリクスがだすとは思わなかったのだ。

「な、なんだよ、あの国の坊主か」

「ちっ、さっさと食って帰りやがれ」

　何故か皆が強ばった顔で離れようとする。しかしベアトリクスは一番近くに立っていた男のシャツの裾を掴むと、

「待って待って。ごはんー、おーしーえーてー！」

　と、ねだった。

「ベア……！」

　さすがにセシリアが止めようとしたが、あまりにも物怖じしないベアトリクスの様子に、男はかなり呆れたらしく、ため息をつくとドカリとベアトリクスの横に座り、マスターに対して鳥のグリルを頼んだ。

「マロ鳥のグリルはここの一番人気だ」

「そうなんだ！　おじさん、ありがとう！」

　とても嬉しそうに笑うベアトリクスに、男は毒気を抜かれたのか苦笑いしながら「ああ」と答えた。

「じゃあさ、他のおじさんたちも僕にオススメ教えて！」

　気がつくと、ベアトリクスの周りにごろつきどもが集まり始める。

　だがそれは決してベアトリクスに危害を加えるような様子ではなく、知り合いの子どもを可愛がるような様子で、みんな、気がつけばニコニコ顔でベアトリクスにいろいろと話しかけていた。

　その隣に座っていたセシリアも最初は強ばった表情をしていたが、ベアトリクスがマロ鳥のグリルで口を汚したまま無邪気に食べる様を見て、ハンカチでその口元を拭ってやる。

「ベアは本当にどこでもなじんでしまいますね」

「そうかなあ？　きっと、ここのおじさんたちがみんないい人だからだよ！」

　この日一番の愛くるしい笑顔に、周囲のごろつきたちはデレリと蕩けた笑顔になっていた。ベアトリクスの愛らしさは男装しようが通じたらしい。結局、ベアトリクスは何をしても可愛いのだ。

「ごちそうさまでした！」

　たくさん食べきったベアトリクスはごろつきたちにも再度礼を言う。

（みんないい人で良かった！）

　顔は恐いかも知れないが、話してみるととても良い人たちだった。

「帰り大丈夫か？　宿まで送ってやるか？」

　ごろつきの一人がベアトリクスたちを心配してそう言った。

「いくら男の子だといっても、それだけ小綺麗だと攫われるかも知れない」

「え、このあたりってそんなに物騒なの？」

　目を丸くすると、隣でセシリアがベアトリクスの腕を少しだけきゅっと掴んだ。ベアトリクスを心配そうに見ている。

「ああ、お前らの……そのニーラ竜王国でちょっと騒動が起きているんだろう？　そっちから変な奴らも来ているらしい」

「ニーラ竜王国から……」

　今からそこへ向かうというのに、騒動が起きているという話は初耳だった。

　セシリアにしてもそうで、二人して顔を見合わせてゴクリと生唾を飲み込む。

　そして、先ほどごろつきたちが警戒した理由もわかった。

　このあたりでは見かけない二人のことを得体の知れない相手だと警戒したのだろう。

（あ、でもそんな国から来たと言っても、こうして心配してくれるのね）

　見た目はごろつきだが、存外優しい人たちに、ベアトリクスの胸がほんのり温かくなる。

「だから送っていってやるぞ」

「あー、じゃあ、お願い――」

　ベアトリクスがごろつきにお願いしようとした時だった。

「いや、迎えにきたので大丈夫です」

　カランカランと扉を開けて、一人の黒髪の美青年が中に入ってくる。髪色は違っていたが、瞳の色は相変わらず優しい木漏れ日を受けた楓の木のような薄茶色に、ベアトリクスは大きく目を見開いた。

（シモン様！）

　城でリテルシア辺境伯の相手をしているはずのシモンがなぜかそこにいた。セシリアは一瞬誰だかわからなかったようだが、ベアトリクスの驚いた顔の後の笑顔を見て誰だか気づいたらしく、「チッ」と小さく舌打ちしている。

「えらい別嬪な兄ちゃんだなあ……」

　ごろつきたちが呆然とするほどシモンは綺麗なのだろう。姿絵などもあるのだから第二王子だとわかりそうなものなのだが、髪色が黒いと意外にわからないようだった。

「ベア、セシー、帰るよ。皆さん、今日はうちの馬番たちがお世話になりました」

「なんだ、あんたもニーラ竜王国の人間なのか」

　シモンを警戒するごろつきたちに、シモンは小さく首を横に振った。

「私はリテルシア辺境伯家の者です。今回、同行することになりまして」

　今度こそ、酒場の中が大きくざわついた。

「リテルシア……」

「あのくそジジイか」

（あららら……？）

　ニーラ竜王国と言ったときよりも警戒するごろつきたちの顔に、ベアトリクスは小首を傾げた。

「隣の領地ですよね。仲が悪いんですか？」

　不思議に思い問いかけると、年嵩の男たちは口々に言う。

「前回の戦争で、この辺の領地の男たちもみんな徴兵されていったが、ほとんど帰ってこなかった……あのクソジジイはまだ辺境伯じゃなかったが、俺の母親はそのせいでえらく苦労したんだ」

「うちもだ！　どんだけうちの母親が泣いたと思ってるんだ！」

　戦時中は子供だったであろう彼らは、幼くとも親の苦労を覚えていたのだろう。

（そんなことがあったのね……）

　くすぶる彼らを見ていると、もう一度、シモンがベアトリクスを呼ぶ。

「ベア」

　シモンはツカツカとベアトリクスのもとに歩いてくると、ぽんっとベアトリクスの枯れ草色の鬘を叩く。そしてそのまま、ベアトリクスをゆっくりと見下ろした。

「いくら鳥かごから出ても良いと言われたからって、国外に行こうとするなんて本当にどうしてくれようかな？」

（あ、これは怒っているかも……）

　ベアトリクスはチラリとセシリアの方を見て助けを求めたが、セシリアもやや青ざめてふるふると小さく首を振るだけだった。

「さあ、帰ろうか」

「……はい」

　ベアトリクスは渋々肯くしかなかった。

「お勘定はこちらでお願いします。あと、皆様にエールを一杯ずつ」

「お、兄ちゃん、気が利くな！」

「いえ、この二人の面倒を見てくださり、本当にありがとうございます」

　シモンは深々と頭を下げる。一国の第二王子としては信じられない光景だったのでセシリアは息を呑んだが、ベアトリクスはそんなシモンを見て嬉しくなった。

（ああ、やっぱりシモン様はすごいわ）

　人の上に立つ者でありながら、他者に頭を下げることも厭わない姿は、シモンらしいと思えた。たとえ姿を偽っているからと言っても、なかなかできることではないと思う。

「えへへ、お迎えありがとうございます！」

　ベアトリクスがその腕に抱きつくと、ようやくシモンは表情を和らげた。

　しかし次の瞬間、

「けど、お説教は確実だからね」

　とニッコリ微笑まれて、ベアトリクスはぺっしょりとしながら「はい」と返事をした。
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「これはこれは、シモン殿下」

　宿に戻ると、出迎えてくれたのは意外にもゴラムだった。

　彼はベアトリクスたちと一緒に宿に入ってきたシモンに驚くこともない。

「なるほど……」

　ぼそりとシモンが呟いて見たのは、ゴラムの背後の少女だ。

「あ、あの方……」

　セシリアは気づいたようだが、ベアトリクスが小首を傾げたので、こそりと耳打ちしてくれる。

「フレール・リテルシア辺境伯令嬢です」

「ああ、彼女ね！」

　結婚式で乱入してきたときにチラリと見ていたはずなのに、すっかり顔を忘れていた。ぽんっとベアトリクスが手を打つと、フレールはシモンだけを見つめて歩み寄る。

「婚約者を置いていかれるなんてつれないお方ですね」

（婚約者……？）

「いつ、君が僕の婚約者になったんだ」

「あら？　だって私をいじめ抜いたそちらのベアトリクス様との結婚は、中止になったではありませんか」

　チラリと視線を寄越され、ベアトリクスはぎゅっとシモンの腕にしがみつく。

　フレールはたいそう綺麗な顔立ちではあったが、その表情はベアトリクスに対する敵意を露わにしていた。

「そのふざけた内容の確認のためにも、私が直々にゴラム殿下と話すべきだと思いまして、こちらに来ました。公式ではない場では初めましてですね、ゴラム第三王子殿下」

「こちらこそ、初めまして。少し我々の間では誤解が生じているようですので、どうですか、この後、応接室を借りておりますのでそこでお話でも」

　ゴラムがシモンたちを誘うと、シモンははっきりと言う。

「ベアトリクスとセシリアも一緒でいいのであれば」

「もちろん、いいですよ」

　ゴラムは何が楽しいのか、愉快そうに快諾した。

　三人は、さすがに変装した状態ではまずいということで、一度各部屋で着替えてから、ゴラムの指定した宿の応接室へ行った。

「さあ、どうぞ、お座りください」

　向かいに座るのはゴラムとフレール。

　こちら側ではシモンとベアトリクスが座り、セシリアは、

「私は秘書官ですので、一歩下がらせていただきます」

　と、ベアトリクスの背後に立った。

「セシリアも一緒に座らないの？」

　ベアトリクスがそう尋ねると、セシリアは小さく首を横に振る。

「私が座ると言ったら、きっとシモン殿下はベアト様を膝に乗せられると思いますが」

「え！」

「そうだね、ベアトは僕の膝においで」

　ポンポンと自分の膝を叩くシモンに、ベアトリクスは頬をぷくっと膨らませて首を横に振る。

「シモン様、そういうのは私たち三人のときはいいですけど、さすがに他国の王族の方がいらしているところでは駄目だって私もわかります！」

「ははは、別に誰がいようが、僕が溺愛するのはベアト、ただ一人なんだから。たとえ他国の王子だろうが無視してもかまわないよ。特に礼儀もなっていないのはあちらだからね。僕は無礼者に礼儀をもって接するほど心が広くはない」

（はわわわ……）

　どうやらシモンはずっと怒っているらしかった。

　ベアトリクスたちが勝手に出かけたことも怒ってはいたようだが、ゴラムとフレールに対しての方がもっとずっと怒っているのだと、その張り付いた笑顔でわかってしまう。

　当然と言えば当然なのかもしれない。

　結婚式を一番楽しみにしていたのはシモンだ。

『ああ、明日、君をお嫁さんにできるなんて、本当に嬉しくて仕方ないよ』

　前日、来なくても良いのにわざわざトゼーフ侯爵家に来てそう伝えてくれたのを、ベアトリクスは思い出す。

　常ならば、その怒りをもっとうまく隠せるはずなのに、隠しきれていない彼の様子に、ベアトリクスはその手をきゅっと握る。

　シモンがハッとして振り向いた。

　そんな彼を見上げながら、ベアトリクスはにっこりと微笑んだ。彼が好きだというベアトリクスのいつもの笑顔で。

　シモンはそっと優しくベアトリクスの手を握り返すと、ふっと小さく息を吐いた。そして息を整えてから、再びゴラムたちと向き合った。今度は先程よりずっと冷静になっていた。

「さて、この茶番はいったい、どういうおつもりですか？」

「茶番とは？」

　ゴラムがニヤニヤしながらシモンに聞き返す。

「クゼオンダ国とニーラ竜王国は友好国だったはずです。にもかかわらず、私の結婚を式当日に妨害した上、ベアトリクスたちを誘拐してニーラ竜王国へ連れて行こうとするなんてどういうつもりですか？」

「え、誘拐!?」

　ベアトリクスが驚きを声に出す。自分としては誘拐されたつもりはないので、慌ててセシリアを見れば、彼女は顎に手を当てながら、

「ああ、そうともとれますね」

　と、納得している。

「し、シモン様、私、そんなつもりはなくて！」

「大丈夫。それはわかっているよ。ただ、この男がベアトたちを利用しただけだ」

「利用だなんて心外な」

　ゴラムが鼻で笑った。

「ただ、元婚約者がいては、シモン殿下がフレールと結婚しづらいだろうと思いまして」

「ニーラ竜王国は、私の結婚に干渉して何をしたいんだ？」

「そうだなあ……俺は親切でクゼオンダ国にフレールを差し出しているだけだが？」

「親切？」

　余計なお世話だ、とシモンが口に出さずとも態度で表す。

　しかし、次の瞬間、想像もしていなかったゴラムの言葉に、ベアトリクスたちは衝撃を受ける。

「チジル国内が今、荒れているのは知っているか？　あの国がクゼオンダ国を狙っている」

「ええっ！」

　ベアトリクスが声を上げてしまう。チジル国といえばクゼオンダ国の南東の国だ。そしてベアトリクスがよく話題に出す国でもあった。悪役令嬢が婚約破棄されたり追放されたりしている例の国だ。ちなみにニーラ竜王国はクゼオンダ国の北東に接している。

　ニーラ竜王国とチジル国、そしてクゼオンダ国は、ちょうど各々の国の端が互いの国と接する三立の国だ。元は一つの国だったと遙か昔の言い伝えでは言われているが、あまりにも昔すぎて、また、各々の国の特徴が違いすぎて、今では眉唾扱いされるほどだ。そのせいで五十年前には戦争も起きてはいたが、今は各国とも兄弟国のような関係に落ち着いている。

　だから、そのうちの一国が戦争を仕掛けようとしているだなんて、信じられなくもあった。

「そんな話は我が国にはあがってきていないが？」

　シモンが表情を険しくしてゴラムに尋ねる。

「そりゃ秘密裏に動いているからな。だが、近々戦争を起こそうとしている気配はある」

「戦争……」

　ベアトリクスは戦争を知らない。祖母が、父たちが、この国を戦火に巻き込まぬよう、綺麗に整えてくれたからだ。

（なんだか恐い話になってる……）

　思わず身体が強ばってしまったのがわかったのだろう。今度はシモンがきゅっとベアトリクスの手を握ってくれた。ベアトリクスがシモンの方を見ると、さきほど彼女がしたように微笑んでくれる。

　――大丈夫。

　シモンの目がそう語っているように思えて、実際、きっとそうなのであろうシモンの優しい瞳を見て、ベアトリクスはほおっと息を吐いて気持ちを落ち着かせた。

（大丈夫、私の国にはシモン様がいてくれる）

　そして、そんなベアトリクスをいたわるように、次いでセシリアもそっと肩に手を置いてくれた。二人に守られ、案じられて、ベアトリクスは安心する。

「くすっ」

　しかし、そんな安らぎを壊すかのような笑い声が聞こえた。

「何か？」

　シモンが険を含んだ瞳を向けたのは、今まで静かにゴラムの横で座っていたフレールだ。

　彼女は優雅に口角をあげて微笑むと、ベアトリクスを見て言う。

「いえ、ベアトリクス様は相変わらず可愛らしい方だと思いまして」

「そうだろうね、僕のベアトはずっと可愛いから。王族もその婚約者も敬わない、どこかの不躾な令嬢とは違う」

「でも、何も知らないことが本当に良いことかしら？」

　ドキリ、とした。

　フレールはさらに静かな声で言葉を続ける。

「何も知らないまま、ただ守られるだけの女性に、果たして公爵夫人なんて務まるのでしょうか？　これから万が一にでも戦争が起こるとしたら、困るのは公爵夫人だけではないのです。真っ先に戦火に巻き込まれるのは養父が治める辺境伯領です」

　ハッとした。どうしてリテルシア辺境伯が今回、ニーラ竜王国の王子まで巻き込んで声を上げたのか。その理由に気づいたからだ。

　リテルシア辺境伯の領土はニーラ竜王国とチジル国、両方と接している国境の土地だ。両国と接している土地は重要視され、その領土を治める領主は辺境伯という公爵に次ぐ地位を与えられている。国防の要ともいえる土地だ。

　それはつまり、攻めこまれたとき、初めに戦場になる場所とも言える。

「王族は国民のために存在するものだと私は思います。クゼオンダという国のことを思うのであれば、自分の恋だの愛だのに溺れるのではなく、国のために生きるべきでは？」

　ぎゅっとシモンがベアトリクスの手を握りしめる手に力を込めた。

　ベアトリクスを言葉の鏃やじりから守りたいのだと、その手が語っている。

　しかしその鏃は、迷うことなくベアトリクスだけを狙って刺さってくる。

「私は領地を守るためなら、どんな結婚だろうと望みます。それで私の領民が救われるなら。そのためにはシモン殿下との結婚は必須条件となります。ベアトリクス様、あなたにそのお覚悟はございますか？」

　覚悟を決めた表情はとても美しい。こちらを見つめるフレールに、ベアトリクスはなんと答えれば良いのかわからなかった。

















４












「何なんですか、あの女！」

　宿の部屋に戻るなりセシリアがそう叫んだ。

「ベアト様、気にしてはいけませんよ！」

　ぎゅっとベアトリクスの手を握って、セシリアが力強い目でこちらを見てくる。

「私はベアト様がどれだけ素晴らしい方か知っています。思いやりがあって優しくて、いざというときに弱い人の側に立ってくれる。そんな人にこの国の公爵夫人になってもらいたいと思います！」

「セシリア……」

（でも、私、もっと役に立てることがある……？）

　シモンの側で、ただ可愛らしく小鳥のように囀るだけで良いのだろうか。

　ベアトリクスの心に小さなモヤモヤが沸き起こってきたときだった。

　トントン、と部屋のドアがノックされた。

「どなたですか？」

　セシリアが問いかけると、

「僕だよ、シモンだ」

　シモンが柔らかい声で名乗る。セシリアがすぐに扉を開けると、シモンがやんわりとはにかんだ笑みを浮かべて立っていた。

「僕の小鳥が塞いでいないか心配だったんだ。僕の奧さん、一緒に夜の散歩に行きませんか？」

　結婚式は駄目になったというのに、それでも自分を奧さんと呼んでくれるシモンに、ベアトリクスはくしゃりと一瞬顔を歪めたが、すぐにコクリと肯いて、

「喜んで」

　と答えた。






　高級宿の裏には、遊歩道があった。観光客向けに整備された道の横を川が流れ、夜だというのに銀光灯という蓄光石を利用した灯りが設置されているせいか、真っ暗でもなかった。

　ベアトリクスはその道をシモンとゆっくり歩く。少し離れたところを護衛たちが歩いているが、それはいつものことだ。

「ベアト、なんで僕に黙ってニーラ竜王国へ行こうとしたのかな？」

　開口一番、待っていたのは甘い言葉ではなくお説教だった。

「ご、ごめんなさい」

「別に君がどこへ行っても僕は連れ戻すけど、いくらなんでも君を貶めようとする相手と一緒に行動するのはどうかと思うよ？」

「う、はい……ごめんなさい」

　確かに少し軽率だったことなので、素直に謝る。

「どうしてついていったの？」

（どうして……）

　そう聞かれるとベアトリクスは自分の気持ちをどう表現して良いのかわからなくなる。

　ただ、ベアトリクスの中で『一緒に行った方が良い』という予感がしたのだ。

　だが、それを説明せよと言われても、うまく言葉で表現できる自信がなかった。

（ああ、私っていつもこう……）

　もう少し理路整然と理由を話せたのなら、きっとベアトリクスを奇異姫だと馬鹿にする者は少なかっただろう。

　しかし、いつもベアトリクスは人に説明する前に行動してしまう。しかもそれは、ベアトリクス自身は納得した上での行動だが、他者には理解できないことの方が多い。

　今とて、「どうして」とシモンに聞かれたというのに、ベアトリクスはそれをうまく言葉で説明できない。

　そんな自分を至らなく思いうつむいてしまうと――

「ベアトリクス！」

　シモンに強く名前を呼ばれた。ベアトリクスはハッと我に返る。

　シモンはベアトリクスと視線が合うと、ホッと表情を和らげた。

「し、シモン様……」

　ふにゃっと顔を歪めて泣きそうになると、シモンも眉を下げて、

「ベアトリクス、ごめんね」

　と呟いた。

「僕が意地悪だったね」

「はい……意地悪です……」

　ずっと一緒に生きていたシモンなら、ベアトリクスの性格だって言いたいことだって、ほとんど理解してくれているはずなのに、今回ばかりは意地悪だと思った。

　まるで幼い頃に妃教育と称して意地悪してきた女性貴族のようだったとは思ったが、それは口にしない。言ったらシモンが悲しむからだ。

（シモン様は私のためにいろいろしてきてくれたもの……）

　ベアトリクスが困らないように、苦しくないように、大変にならないように。

　そうしていろんなものから守ってくれた。

『ベアトリクス様、あなたにそのお覚悟はございますか？』

　ふと、先ほどのフレールの言葉が脳裏を過った。

　シモンとの結婚は覚悟が必要なのだろうか。シモンと幸せに暮らしていくためには、何かを覚悟しなければいけないのだろうか。

（私は、私の足りないところを補わないと駄目なのかしら……？）

　そんなベアトリクスの迷いを見透かしたかのように、ふわっとシモンがベアトリクスの両頬を自分の手で包む。

　そして屈みながら、コツンとベアトリクスの額に自分の額を当てた。
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　銀光灯の柔らかな光は、まるで月光のようにベアトリクスとシモンを淡く照らす。

　そんな灯りの下で見るシモンはいつもよりずっと綺麗で、そしてどこか知らない男性のようにも見えた。

「僕は今のベアトリクスが好きだよ。できないことがあってもいい。言えないことがあってもいい。わからないことがあってもいい。君が僕の側で笑っていてくれるなら、僕はそれだけで十分なんだ」

「シモン様……」

「ごめんね、僕のわがままでベアトリクスを縛り付けてしまって」

　本当に、申し訳なさそうにシモンがそう言ったので、ベアトリクスは「いいえ」と小さく否定する。

「むしろシモン様のおかげで、私は私のままでいられるって、知っていますから」

　この小さな両手では、シモンの背負ったものを一緒に支えるにはまだまだ足りないけれど、それでももし、シモンが望むなら、いくらでもベアトリクスはその翼を広げようと思うのだ。

　ただし、それはシモンが望むのなら、だが。

　すっとシモンが額を離した。

　そして、影を作りながらゆっくりとその顔をベアトリクスに近づけてきた。

　二人の唇がやがて触れあいそうになった瞬間、ベアトリクスはぐっとその唇を両手で押した。

「べ、ベアト？」

「めっ。駄目ですよ、シモン様」

　ベアトリクスがぷくっと頬を膨らませて言った。

「暗いところでキスすると、子どもができてしまいますよ！」

　真顔でキッパリとそう断言する。その顔は真剣だ。

　ベアトリクスは自信満々にそう言っていた。

　何の間違いもないのだと信じきった顔だ。

　シモンは一瞬、黙りこくると、〝？〟をいっぱい顔に浮かべながらベアトリクスに問いかける。

「え～っ……と、ベアト、トゼーフ侯爵家で……その、結婚式に備えてお勉強とかはした？」

「はい、しました！」

　えへんとベアトリクスは胸を張る。

　公爵夫人になるためのアレコレはいろいろと教わったのだ。お茶会の開き方や、領土の運営の仕方、庭園の管理の仕方、屋敷の管理の仕方――もろもろ、あらかたのことはなんとか覚えきった。

「その……結婚式の夜のことは……？」

　シモンがベアトリクスの顔を窺いながら尋ねると、ベアトリクスはニッコリと笑って答える。

「セシリアと一緒に、お父さまから学びました！」

「え、トゼーフ侯爵から？」

「はい！『一年早く嫁に出すんだから、シモン殿下にご迷惑をかけないようにしっかり覚えようね』ってお父さまは仰ってました！」

「へ、へぇ……」

　シモンが顔を僅かに引き攣らせる。

「結婚式を早めたのをまだ根に持っていたのか……」

　ぼそっと呟いた声はベアトリクスには聞こえなかったが、そのままシモンは尋ねる。

「ちなみに、どんなことを聞いたの？」

「暗いところとベッドでキスをすると子どもができるから、公爵夫人の仕事がしっかりできるまではシモン様に待ってもらいなさいって！」

　どーんっと自信満々に答えたベアトリクスに対し、後方の護衛たちが必死に吹き出さないようにぷるぷると震えながらも堪える。

　そんな中、シモンだけは銀光灯を見上げながら、

「また、ずいぶん素晴らしい教育をトゼーフ侯爵はしてくださったね……」

　と、ぼやくのだった。
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　翌日、ゴラムが全員を集めて言う。

「せっかくシモン殿下も来られたのだから、ニーラ竜王国をフレールと一緒に視察するといい」

「ああ、ありがたくベアトリクスと一緒に視察させてもらおうかな」

　フレールとくっつけたがっているゴラムと、あくまでそれを突っぱねるシモンだったが、結局は全員でニーラ竜王国へ行くことが決定した。

　王城には伝令を送り、それなりの数の近衛兵などが準備されるそうで、出発は二日後になった。

　とりあえず、シモンに用意された部屋で、ベアトリクスたちは今後のことを話し合う。

「こんなにいきなり国外への移動が許可されることもあるんですね」

　セシリアがそう尋ねると、シモンは答える。

「もともとベアトとの新婚旅行用に人員を割いていたからね。本当なら北の領土に避暑も兼ねて行くはずだったのに、どうしてこうなったんだろうね」

　シモンの目が濁る。ここ最近、立て続けに起きた様々なことでかなり神経が逆立っているのは確かだった。

「ですが、ニーラ竜王国は今ごたついているという話も聞いたのですが……」

　セシリアが昨日、町中で聞いた話を出すと、シモンは知っていたらしくサラリと答える。

「それはガセだよ」

「ガセ、ですか？」

　セシリアが目を見開いた。

「ごたついているという話もない。けれど、確かにこの国にニーラ竜王国から人が流れてきてはいる。なぜか、ね」

「それはいったい……」

「実は、国王陛下からそのあたりの確認もするように勅命は受けているんだ。だから僕の肩書きはクゼオンダ国特使だ。もちろんベアトリクスが婚約者で、セシリアは秘書として随行許可も得ている。フレール令嬢はいっさい関係ないのに、勝手についてきているから、彼女はゴラム殿下の客人扱いだろう」

「そうですか……」

「いろいろ調べてみたが、フレールの母親とゴラム殿下の母親が姉妹らしく、二人は従姉弟の関係らしい」

「従姉弟」

　セシリアが唇に親指を押しつけて考え込む。

「お互いの利益のために共闘したのかも知れませんね」

「そうだとは考えているが、ゴラムの理由がわからない……」

　シモンは深くため息を吐いた。

「何が目的でこの国に干渉してくるのか……戦争を理由に挙げていたが本当にそれだけではないと僕は考えている」

「わかりました。なるべくベアトリクス様に関わらせないように気をつけます」

「ああ、そうしてくれ」

「よし、できたー！」

　二人がそうやって話のすりあわせをしている中、ベアトリクスは一人黙々と準備をしていた。

　鏡の前でパタパタ、あっちこっちをウロウロとしていたベアトリクスを、シモンもセシリアも目の端には認めていたのだが、なるべく触れないようにしていたのだ。

　何故か――

「ベアト、またその格好なのか……？」

　シモンが渋々といった感じでそう言ったのは、ベアトリクスがまた馬番の格好をしていたからだ。

「出発は明日なら、今日はお休みでしょう？」

　好奇心一杯で、目をキラキラと輝かせてベアトリクスはそう言った。

「だから〝良いこと〟しましょう！」

「良いこと、ですか？」

　恐る恐るセシリアが尋ねると、ニコッとベアトリクスは微笑んで言う。

「街を探検しましょう！」







＊＊＊








「で、なんで僕がこんな格好を……！」

「だって、同じだとバレてしまいますよ！」

「そういう問題ではないだろう！」

「あら、お、お嬢様。似合ってらっしゃいますよ。ぶふっ」

　セシリアが吹き出す。

　それも無理はない。今回、変装したのはベアトリクスとシモンだけで、セシリアは侍女然とした格好だ。ベアトリクスは馬番のような少年の格好。そしてシモンはといえば、女性の格好をさせられていた。

　目深に貴族令嬢の帽子を被っているが、それでもシモンの綺麗な美貌は人目をひく。

「シモン様は変装しても目立ってしまいますから、いっそ見せびらかすようにした方がいいと思ったんだ！」

「ベア、さすがです！」

「本当に君たちはいつの間にか息がぴったりになって……」

　ベアトリクスとセシリアの息の合い様に、シモンはため息を吐いたが、ベアトリクスはニコニコとしてシモンを見上げる。

「でも、お嬢様も嬉しいでしょ？　だって誰もお嬢様が誰かわからない！」

　無邪気に、だが、はっきりとそう宣言された言葉にシモンがハッとする。

「お嬢様はいっぱい頑張っているから、ご褒美に一日ぐらい、他の誰かになっても良いと思うよ！」

　少年のような格好をしているが、ベアトリクスはいつもと変わらない笑顔だ。

　シモンは昔から大切に守ってきたその笑顔に、一瞬だけ眩しそうにベアトリクスを見つめる。

「ベア……」

「さあ、いっぱい食べましょう！」

「ん？」

「昨日、食べ損ねたものがいっぱいあるんです！　この街って美味しいものがたくさんあるって聞いたので、お嬢様のお金でいっぱい食べましょう！」

　じゅるっと涎を垂らしそうなベアトリクスを見ながら、シモンは苦笑いを浮かべつつも、

「好きにしたらいいよ。いくらでも買ってあげる」

　と嬉しそうに言った。

　最初に回ったのはたくさんのチョコレートが並んだカフェだった。

「ここ、王都にあったカフェドルーリエの支店らしいんだ！　チョコオレンジムース、マーガレットに買っていきたかったけど、今からニーラ竜王国に行くから難しいよね」

「そうだな、どうせ王都に戻るんだからそのとき買えば良いだろう」

「あ――！」

　突如ベアトリクスが声を上げた。シモンが不思議そうにベアトリクスを見れば、彼女はチチチと指を立てて可愛らしく舌打ちする。

「お嬢様、言葉遣いがおかしいですよ！」

「っな――！」

「ぶふっ」

　赤くなるシモンの横で、セシリアが吹き出す。

　それでもベアトリクスはにこにことしながら、

「お嬢様らしい言葉遣いをしてください」

　と言った。

　シモンは口ごもったが、ベアトリクスはじっとシモンを見つめてくる。その視線の強さに、ついにシモンは折れて、極めて令嬢らしく振る舞いながら言う。

「それでは、中に入って食べませんか？　そして……マーガレットには雰囲気を伝えてあげたら良いのでは？」

「そうだね、そうしよう！」

　ベアトリクスは満面の笑みで同意した。シモンは横で震えるセシリアを睨みながらも、ベアトリクスを連れてカフェに入った。

　チョコオレンジムース、ラズベリーチョコケーキ、ティラミスを頼む。

「ベア、少し分けてあげる……わ」

「ベア、ぷっくくくく……私も分けてあげます」

　シモンとセシリアに少しずつケーキを食べさせてもらって、ベアトリクスはパアっと顔をほころばせる。

「すごく美味しい！」

「そうね、確かに美味しい」

　シモンも珍しく感心しながらティラミスを食べる。

「こうしていると初めて会った頃を思い出しますね」

　セシリアが嬉しそうに昔を思い返す。

「あの時はベアを膝に抱っこするお嬢様がド変態に思えましたが、やはりド変態でしたね」

「ん？　最初から最後まで私のことを貶めているのかしら？」

「ホホホ。お嬢様のことを貶めてはいませんよ。丁寧なお言葉がとてもお似合いです」

「相変わらず二人はとっても仲良しだよね」

　ベアトリクスはそんな二人を見て、ニコニコと微笑む。

　一通り食べ終えると、次は遊戯場へと向かった。

　それはとても大きな巨大テントだった。室内型の遊戯場らしく、中から子どもたちの楽しそうな声が聞こえてくる。

「こんなのが街の中に」

「ここは子ども向けの遊戯場らしいんです」

「ベア、いったいどこでこんな場所のこと聞いたんだい？」

　シモンが不思議そうにベアトリクスに尋ねた。ベアトリクスはニコニコしながら答える。「昨日の酒場です！」

「え、あの短時間にですか？」

　セシリアも一緒にいたのだが、そんな話をしていたのか覚えがない。

「後ろの席の人がそんな話をしていたのが聞こえたんだ！　子どもたちがここに入り浸っているって」

「ベアは本当に耳が聡いですよね」

　しみじみとセシリアが感心する。

「あ、もしかしてこの場所がわかったのも、昨日言っていた上から鳥が見下ろしたという話で？」

「そう、そのイメージできたから、このあたりだと思ったんだ！」

　ベアトリクスはシモンの手を引っ張ると、中に入っていく。

「一人、６００Ｇだよ」

　入り口では受付の男が立っており、どうやら中に入るのにお金を取るようだった。高くはないが安くもない金額だ。シモンが全員分を払って中に入ると、その広さに目を見張る。

「これはなかなか……」

「すごいねぇ！」

　子どもが楽しく遊べるものがたくさん集められており、大人同士が交流する場所もある。

「主人、この遊戯場は王都では見たことがないのですが、どちらの地域発祥なのかしら？」

　シモンがそう尋ねると、受付の男はシモンの美しさに一瞬ぽおっとしていたが、すぐに我に返り説明してくれる。

「これはニーラ竜王国発祥だと言われています」

「ニーラ竜王国……」

「ここはニーラ竜王国のものがよく入ってくるんです。あちらは冬がこっちより厳しい。だからこうして子どもたちが遊べる屋内遊戯場もあるらしくて」

「なるほど……」

　シモンが周囲をよく見回していると、奥の方で「わあっ！」と歓声が上がる。

「あちらは？」

「ああ、戦戯盤せんぎばんで遊んでいるんでしょう」

「戦戯盤？」

「行ってみてください。係の者が説明してくれますから」

「ベア、セシリア、行ってみましょうか」

「はい！」

　ベアトリクスが率先してその声の方へと行く。すると子どもたちがマス目上の色とりどりの正方形が敷き詰められたスペースで遊んでいる。頭に王冠を被って長槍を持っている子、魔法使いのように杖ワンドを持っている子、一番よく動いている子は長剣を持っていた。

「おじさーん、これ、どんな遊びなんですか？」

　ベアトリクスが尋ねると、おじさんは簡単に説明してくれる。

「ああ、三人一組で相手と対戦して、より多く相手の陣地をとるゲームだよ」

「このマス目は何か意味がありますか？」

「白色がどこの領地でもない場所、赤が右側、青が左側の領地だ。ここではマスの色を変えて行われているが、マスに木型を全部配置して、それを奪い合うタイプの戦戯盤もある」

「なるほど」

　木型を用意するより、色を変えるタイプの方が管理や輸送もしやすいのだろうし、戦い方によっては木型の方が良い場合もあるのだろう。

　ずいぶん自由度の高いゲームだとベアトリクスは思う。

「勝利条件は二つある。領地を多く獲得するか、相手のキングを倒すか、だ」

「へぇ、オセロとチェスが合体したようなゲームなんですね」

　ベアトリクスは感心しながらゲームを目で追う。

「キングがあの王冠の子で、白い剣の子は？」

「ナイトで、領土を一マス奪とれる」

「あ、その役割でとれる領土の数も違うんですね！」

「そうなんだ。キングは三マス、ナイトが一マス、クイーンが五マス、一度に領地が奪れる」

「あれ、それじゃクイーンが一番強いんですか？」

　ベアトリクスがそう尋ねると、おじさんはニヤリと笑った。

「ところがどっこい。これは戦闘力も関係してくる」

「はあ……」

　ちょっとわからなくて首を傾げると、おじさんは戦戯盤の中を指さす。

「あの一番動いている子はナイトだ」

「剣を持ってますね」

　突如、王冠を被ったキングがナイトに長槍を振り下ろした。

「わっ！」

　驚いて声を上げると、ナイトがすかさず後ろに下がった。

「え、あんなのもありなんですか！」

「移動は一ターンにつき一マス。移動できるのは、ナイトが五方向移動、キングが三方向移動、クイーンが一方向移動だ。キングやクイーンが方向を変えたい場合は一ターン、待たなければならない。今のはナイトだから後ろに下がれたけど、他のキャラでは無理だな」

「へえ！」

　目前では、ナイトが杖を持ったクイーンに向かっていく。クイーンは移動できる方向が限られているので、斜めにも動けるナイトにあっという間に追いつかれてしまった。

　ガキン！　と音がして、ナイトの長剣をクイーンが杖で受けたが、そこから攻撃に転じることができない。

「見てりゃわかるだろうけど、役割によって持っている武器が違うんだ。ナイトは長剣、クイーンは杖、キングは長槍を装備している。たとえ領土を奪っていくことが難しくとも、腕に覚えがある奴ならそれだけでのし上がれる場合もある。まあ、武器を落としたら負けということになっているので、それほど激しくは戦わないよ」

　クイーンは何度も長剣を受けるうちに、腕が疲れてしまったのか杖を落としてしまった。「せっかく領土を持っていても、負けて盤上から退けば、その領地は相手のものになる」

「ああ、ちょうどバランスがよくできているんですね」

　ベアトリクスは感心してしまう。多方向に移動できるナイトは領土を広げる力が少ない。一方で領土を広げる力のあるクイーンは移動力が足りず、どちらも秀でているのはキングだが、彼を倒されると、ゲームが終了してしまう。

「ちょっとやってみたいかも！」

「ハハハ。子どもの遊びだけど、地形も選べて、地形ごとにペナルティも発生するからね。意外に奥が深いから、子どもたちも夢中でやっているよ」

（先に領土を奪ってから戦っても良いし、戦いながら領土を奪っていいんだ）

「これはなかなか頭を使いそうですね」

　セシリアも感心しながら、盤を眺めている。自分ならどう駒を動かすか考えているのだろう。もちろん、好奇心旺盛なベアトリクスにとってもそれは同じことで――

「面白そうですね！」

　ぐいぐいとシモンの袖を引っ張って彼の顔を見上げて、ベアトリクスはピタリと固まった。

　シモンが心配そうな顔でベアトリクスを見つめていたからだ。

「シモン様、大丈夫ですよ」

　ニコッとベアトリクスが微笑めば、シモンはハッと我に返り、「ああ」と曖昧な返事をする。

「すまない……確かに面白そうだけど、私は別のものが見たいかな……」

「そうですか、じゃあ、あちらの方へ行きましょう！　セシリアも一緒に行きましょう！」「はい、お供いたしますね」

　三人で今度はおとなしそうな遊びの方へと向かう。

　一見して輪投げのようだが、輪投げではなく五つほどの円盤が、大きい円盤から小さい円盤へ順に円錐のように杭に入っている。

「ああ、ハノイの塔か」

　シモンはすぐにこれが何なのかわかったらしい。

「これはこの十枚の円盤をすべて一番奥の赤い杭に移動させればいいんだ」

「こうですか？」

　ベアトリクスが全部持ち上げようとしたが、それをシモンは止める。

「一回につき一個ずつなんだよ」

「ああ、なるほど」

「しかも小さい円盤の上に、大きい円盤はのせられないからね」

「なかなか難しいですね」

　セシリアも悩んでいる。

「これ、時間がかかりそうだから止めましょう！」

　真っ先に音をあげたのはベアトリクスだった。

「三枚とかならすぐに終わりそうですけど、十枚だと多分、半刻くらいかかりそうなので」

「え、そんなにかかりますかね？」

　すでに何枚か移動させていたセシリアが驚いた目でこちらを見るので、ベアトリクスはにこっと笑って答える。

「急げばもっと早くできると思うけど、せっかく三人でいるのにパズルで時間を使うのはもったいないよ」

「それもそうですね」

　セシリアは円盤を元に戻した。ベアトリクスはシモンの腕を掴むと、ぐいっと引っ張る。

「ほら、シモン様。せっかく遊べるんだから遊びましょう！」

「そうだね……」

　シモンははにかんだ笑みを浮かべる。

「ねぇ、ベア……」

「はい？」

「本当は……もっと」

　シモンが言いづらそうに言葉を濁す。

「何ですか、シモン様」

「あ、ベアト様、あそこで風船を配っています！」

　セシリアが着ぐるみを着た広場のウサギを指さした。

「わあ！　もらってこようか！」

　ベアトリクスの気もそちらに逸れてしまう。

「あ、なんですか、シモン様？」

「いや、大丈夫。行っておいで」

　シモンは二人をウサギのもとへと行かせる。ベアトリクスとセシリアは楽しそうにウサギの方へと駆け寄っていく。もう成人した女性なのに、ベアトリクスは少年の姿をしているせいか子どもっぽいし、セシリアとてこんなときはまだ幼いのだと感じてしまう。

　そんな二人を眺めながら、先程言えなかった一言を、ポツリとシモンは零した。

「ベアトリクス、僕の鳥かごは君には狭い……？」

　尋ねたかった本人には届かない言葉は、広場の喧噪にすぐに消されてしまった。
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　その日、ベアトリクスたちはゴラムたちと一緒の晩餐だった。

（あらら、この席順って……）

　しかし案内された席順があからさますぎて、ベアトリクスは何とも言えない顔になる。

　主の席とも言える長テーブルの一番端は、ゴラム。

　その右列に座らされているのは、席が近い順にシモン、フレールだ。

　ベアトリクスはシモンと向かい合わせに、左側のゴラムに近い場所になっており、その隣にセシリアの席が用意されていた。

　本来、これだけ大きな長テーブルの場合、夫婦や婚約者が隣同士になる。向かい合わせということはない。

　つまりフレールの席が本来ならベアトリクスの席であるべきだった。

　シモンはあからさまに不機嫌を隠さず、

「席を取り替えなければ出て行くが」

　と言ったが、ゴラムは笑ってそれを無視した。

「ディナーの席ぐらいでとやかく言うな」

「しかし、これは私の婚約者を馬鹿にしている」

「あら、婚約者は私になるのですもの、かまわないのでは？」

　フレールがシモンの隣で、さも当然といった顔で言った。

　彼女は竜王国の血を引いているせいか、雰囲気のある美しさを持っている。正統派のシモンと並ぶと、確かにお似合いだと言えなくもない。

　だが、それはベアトリクスといえども面白いものではなかった。

（シモン様の婚約者は私なのに、な……）

　結婚式だって挙げていたはずなのだ。

「なんだ、ベアトリクス侯爵令嬢は不満か？」

　ゴラムがベアトリクスの表情の変化をめざとく見つけ、揶揄からかうような声色で尋ねてくる。

「不満……かもしれません」

　素直にベアトリクスが答えると、シモンが少しだけホッとした顔になる。きっとベアトリクスの答えがもっとそっけないものとでも予想していたのだろう。

「不満にもなります。ベアト様はシモン殿下の正式な婚約者ですから」

　セシリアがわざとそう言ってフレールを睨みつけたが、フレールはまったく動じてはいない様子だった。

「そういえば……」

　フレールがゆっくりと口を開く。

「ニーラ竜王国でもついこの前、結婚式が行われるはずだったんです」

　ポツリと彼女がそう言った。

「結婚式？　王族のか？」

　シモンが訝しげな顔になる。そんな話は聞いていなかったからだろう。

「ええ、第二王子と婚約者のご令嬢の結婚式です。ですが結婚式当日に、第二王子が男爵令嬢と駆け落ちされてしまったようです」

「そんな話、聞いていないが……」

　他国のことであっても王族の話なら、こちらの国にも聞こえてきたはずだ。もちろんベアトリクスにも届くはずだったが、ニーラ竜王国のそのような醜聞など聞いたことがなかった。

「ニーラ竜王国はすべてをなかったことにしたそうですよ」

「すべてをなかったことに……？」

「ええ」

「フレール」

　ゴラムが思わずといった様子で口を挟んだ。きっと彼にとってもあまり言ってほしくなかったことなのだろう。

　しかし、フレールはゴラムの言うことは聞かずに、はっきりと事の顛末をシモンたちに告げる。

「駆け落ちした第二王子と令嬢は、王位継承権並びに貴族の地位を剥奪し、身分を平民に落としました。そして婚約者だった女性も、存在しないことにしたんです」

「存在……しない？」

　意味がわからなかった。ベアトリクスがフレールを見つめると、敢えてフレールはベアトリクスと目を合わせて言う。

「彼女自身も貴族の地位を奪われ、辺境に追いやられ、平民にされたそうです」

「そんな……何の罪もないのに」

　セシリアが柳眉をひそめる。ベアトリクスも同じ気持ちだ。

　婚約者を奪われた上に、追い出され平民に落とされるのはあまりにも可哀想な処分と思えた。

「でも仕方ないんです」

　サラリと、そして淡々とフレールは断言する。

「その婚約者の令嬢は、何の取り柄もなかったのですから。良かったのはただ家柄だけで、彼女自身には何の魅力も能力もありませんでした」

（何の魅力も、能力もない……）

　フレールはニコリと美しく微笑む。普段は清楚な雰囲気の彼女がそうやって口角だけを上げた笑みを浮かべると、どこか怪しげな妖艶さが表情に乗る。

　そしてその挑むような表情のまま、フレールはさらにベアトリクスを挑発する。

「ねえ、ベアトリクス様はシモン様の婚約者として、何ができますの？　可愛らしい妖精姫様。このまま、王都に戻られた方が良いのではありませんか？」

　昨日よりずっと悪意のある問いかけだった。

　ベアトリクスには家柄以外、何の魅力も能力もないのだから、王都に戻れと言いたいのだろう。

　しんっ、と食卓が静まりかえる。

　次の瞬間、ほぼ同時にテーブルにフォークを叩きつけようとしたのは、シモンとセシリアだ。

　自分の前と、右側で、そうしてベアトリクスのために怒ってくれようとしている者たちを見て、ベアトリクスはにこっと笑った。

「あら？　私の家柄をそんなに褒めてくださるんですか？」

　ピタリと二人の手が、フォークを叩きつける前に止まったことを確認して、ベアトリクスはフレールを見ながら言う。

「ありがとうございます、フレール様。トゼーフ侯爵家は、お祖母さまの代でとても偉大な功績を上げましたので、シモン様の婚約者としては申し分ないと聞いております」

　ベアトリクスとしては、他意はない。

（まあ、私の魅力や能力は、フレール様に及ばないのはわかっているし……）

　家柄こそは真実、申し分ないのだ。トゼーフ侯爵家というのは。

　だがなぜか、そうベアトリクスが言ったあとで、カアッとフレールの頬が赤くなった。

　ベアトリクスがその変化にキョトンとしていると、フレールの横にいたシモンがクスクスととても愉しげに笑った。

「確かに家柄なら、リテルシア辺境伯より申し分ないだろうね」

「え？」

　比べたつもりはないのでベアトリクスは困惑するが、シモンはさらに説明する。

「先の戦争でリテルシア辺境伯はかなりの窮地に陥ったんだ。しかもそれは相手国が強かったからではなく、当時のリテルシア辺境伯の失策によるものだった。あわや辺境伯領をニーラ竜王国に奪われそうになった」

　そこでシモンはチラリとゴラムを見た。ゴラムはワインを口にしながらシモンの話を面白そうに聞いている。

「そこに、颯爽と現れたのが、ベアトリーチェ・トゼーフだ。彼女の軍が、起死回生の奇策で竜王国軍を押し返したんだよね。そんなこんなで、国の英雄の孫と、失態を犯した辺境伯では、どちらが王子の婚約者として相応しいか、家柄だけを挙げるのならばいうまでもないという話だ」

（えー……！）

　ベアトリクスは思わず口を押さえてしまう。自分の祖母のことだというのに、そんな偉大な功績をベアトリクスはまったく知らなかったからだ。

　トゼーフ侯爵家とリテルシア辺境伯の間で、そのような確執があったことも初めて知った。セシリアも同じようで、目を見開いて驚いている。

（シモン様はどうしてご存じなのかしら……？）

　一般には知られていなくともシモンが知っていたとするならば、それはシモンが王族だからだろう。

（あら、でもどうしてお祖母さまがそんなに偉大な人なら、歴史書に残っていないの……？）

　理由がわからず、一人で首を右に左にコテンコテンと傾げながら考えていると、

「くくくく。ハハハハハハ！」

　ゴラムが突如、大口を開けて笑った。

「フレール、お前の負けだな。底意地の悪さで威嚇したが、どうやらベアトリクス嬢の方が一枚上手だったようだな」

　斜め右のフレールをみれば、シモンの横で恥ずかしさと屈辱で顔を真っ赤にしながらプルプルと震えて目を伏せていた。

　その顔からは、彼女がトゼーフ侯爵家とリテルシア辺境伯の確執を知っていたのかはわからない。だが、シモンにああまで言われては、言い返すこともできないのだろう。

「ベアトリクス様、さすがです！」

　ベアトリクスの横では、セシリアがテーブルの下でぐっと拳を握りしめて喜んでいる。よほどフレールをやり込めたことが嬉しかったらしい。

　しかし一方でベアトリクスは、自分でしたことがそんな風に転がるとは思ってもいなかったので、ただただ居心地が悪い。

「私、少し体調が悪くなりましたので、下がらせていただきます」

　フレールは堪えきれなくなったのか、ガタリと椅子を引いて立ち上がると、そのまま部屋を出ていった。

「なかなかやるな、ベアトリクス侯爵令嬢」

　ゴラムがニヤリと笑って金色の瞳を細めた。

「そなたの祖母であるベアトリーチェは、ニーラ竜王国ではかなり有名だ。ベアトリーチェがいたから竜王国はクゼオンダ国を侵略できなかったと言わしめるほどに……」

　そのゴラムの口ぶりから五十年経った今でもまだ記憶に残るほどなのだとわかった。

　クゼオンダ国では、ほとんど知られることのなかった祖母の名声が、他国ではまだ逸話が残っていることに驚く。

　ゴラムの自分を見つめる金色の瞳が、キラリと意味深に光ったので、そのことを少しだけ、ベアトリクスは不穏に思うのだった。
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　ニーラ竜王国へは翌日、シモンの近衛隊が到着するとすぐ出発した。

　王からの親書も近衛隊は持っており、国の特使としてシモンとフレールを任命する旨が書かれていた。

　婚約者として随行させるとシモンは言っていたが、ベアトリクスについては一切書かれていない。

　親書を見たとき、シモンはその一文がないことをひどく激昂したが、戻っている暇もないので渋々、その親書を預かった。

（まあ、それも無理はないのよね）

　ベアトリクスは王城の中の塔に、現在もなお幽閉中ということになっている。

　今、同行しているベアトリクスとセシリアのことを国王も把握はしているはずだが、それはお目こぼしということなのだろう。

　事実、

『くれぐれもシモンの秘書官たちには礼儀を尽くすように』

　と、一筆添えられていた。

　秘書――それはセシリアのことだが、「たち」と複数形にしたのだから、ベアトリクスのことも含まれているはずだった。

「はぁ……退屈ぅ」

　あくまで秘書という扱いなので、シモンたちとは別の馬車で、ベアトリクスとセシリアはニーラ竜王国へと向かっていた。

　実は馬車に関しては一悶着があった。

　シモンは自分の乗ってきた馬車にベアトリクスたちも乗せようとしたのだが、ゴラムが王からの親書を逆手に取って、

「仮にも一国の王子が、秘書たちと同じ馬車なのか」

　と言ってきたのだ。

　確かに一国の王子が、秘書官と、しかも女性の秘書官たちと同じ馬車というのはあまり外聞が良いものでもない。しかも、ゴラムは続けて、

「ここは婚約者であるリテルシア辺境伯令嬢と一緒の馬車の方が良いだろう」

　とも言った。

　これにはシモンもスウッと真顔になった。

「僕の婚約者は今も昔もベアトリクスだけだ」

　一種触発の緊迫した空気に、ポン、と手を叩いたのはベアトリクスだ。

「私、〝良いこと〟を思いつきました！　ゴラム殿下とシモン様が一緒の馬車に乗られたらよろしいのではないですか？　それでフレール様にはシモン様の乗ってきた馬車に一人でゆっくり座られたら良いと思います！」

「え、ベアト……？」

　まさかの提案にシモンの顔が引き攣る。

「お互いの国のこともお話しできますし、騎士たちの警備も楽になると思います！」

　まさに名案だと得意げなベアトリクスの顔に、シモンはそれ以上何も言えなくなり、ゴラムもゴラムで少しだけ嫌そうな顔になったが、観念したようだった。

　ということで、シモンとゴラムの二人が同じ馬車になったのだ。

　シモンは、ゴラムとの二人旅は思った以上に疲れるらしく、休憩のたびにベアトリクスの馬車にやってきては膝に乗せてぎゅうぎゅうと抱きしめた。

　セシリアもシモンの心労はわかったらしく、そのときばかりは馬車から降りて目を逸らしてくれた。

「ベアト、もう帰ろうか？」

　この休憩のあとには、もうニーラ竜王国に着くだけというのに、シモンがそう言った。

　膝上のベアトリクスの髪に顔を埋めて、随分と弱々しい声だった。

「シモン様がお嫌なら私はかまいませんよ」

　ベアトリクスは柔らかな声でそう言った。シモンは顔を上げるとベアトリクスと目を合わせる。身体を反らしてシモンを見上げる形になったベアトリクスは、いつもと変わらない笑みをにこりと浮かべたが、シモンは眉を顰める。

「ごめん、君にそんな作り笑いなんてさせてしまって」

（ああ、シモン様にはやっぱり敵わないなあ……）

　いつもと同じように笑ったつもりなのに、ベアトリクスのことは何でもお見通しなのだ。

　コツンとベアトリクスの額に自分の額を当てると、シモンは言う。

「……もう逃げてしまおうか」

「え？」

「王族も国も何だか面倒になってきた。君と結婚したくて僕はこんなに頑張っているのに、やっとのところでこんな風に邪魔されて、変な女までやってきて、僕はちっとも楽しくない。君と結婚できないなら、僕は王族でなくたっていい。平民だっていいんだ」

　珍しくシモンが弱音を吐く。いつもベアトリクスの前では、彼女を守るように強くあろうとした彼が、こんなに弱っているのを見ると、なんだかベアトリクスは腹立たしくなってきた。

「シモン様、私はシモン様がたくさん私のために頑張ってきてくださったことを知っています」

　そっとその両頬に手を当てる。労るようにこちらを見下ろす柔らかい薄茶色の瞳に、ベアトリクスはまた微笑む。今度は作り笑いではなく、「あなたのことが大好きですよ」という気持ちをいっぱい込めて微笑んだ。

　シモンはコツンとベアトリクスの額に自分の額をあてて、きゅうっと強く抱きしめてくる。お互いの吐息さえ感じられる距離で、互いの額の温かさを感じながら、ベアトリクスは目前の優しくて強い人に語りかける。

「逃げたいなら別に私は逃げてもいいですよ？　シモン様と一緒ならどこでだってなんでだって楽しいと思います」

（それにシモン様なら、平民になってもきっとうまくやっていけるはず）

　そう思う反面、でも――とベアトリクスは思う。

「……ちょっと惜しいですね。シモン様が頑張ってきたことは、絶対これからの国のためには良いことなので、シモン様がこのまま頑張ってくださったら、私たちの子どもの時代にはとても良い国になっていると思うのです」

　自分たちの幸せだけなら、何とかできるかもしれない。

　しかし、シモンなら自分たちだけでなく、国ごと豊かにできる力がある。

　シモン以外でも同じことはできるだろうが、きっとシモンならベアトリクスたちの子どもが大人になる前に、素敵な未来に導いてくれる気がするのだ。

　シモンはベアトリクスと額を合わせながら、口元をやんわりと緩めて微笑む。

「そんなことを言われたら、僕は頑張るしかないよなあ」

「はい、頑張ってください」

　にこっとベアトリクスも微笑む。

「僕たちの子どものためになら頑張らないとな……けれど、僕の一番はベアトだ。やっぱり君のためだから頑張るんだよ」

「私のためですか？」

「そう、君のため。君が君のままでいられるように、僕はどこまでも頑丈で広い鳥かごを用意するから」

　何だか結婚式がご破算になってから、やけにシモンは鳥かごに執着している気がした。

　ベアトリクスが逃げてしまうと思っているのだろうか。

（まあ、国外追放もいいかな、と思ってしまったから、シモン様の気持ちもわからなくないけど……）

「シモン様、ベアト様、そろそろ出発のようです」

　ベアトリクスが返事をする前に、外からセシリアが呼びかける声がして、二人は額を離した。

「それじゃ、またあとでね、ベアト」

「はい」

　シモンが馬車の扉をあけると、セシリアが心配そうに立っていた。

「大丈夫ですか、ベアト様！」

　真っ先にそう尋ねられ、ベアトリクスはキョトンとしてしまう。

「そこでベアトの心配とか、つくづく秘書官殿は僕を信用していないようだな」

　呆れたようなシモンに、セシリアは冷ややかな視線を向ける。

「婚約者だからって、馬車の中に二人きりですから～」

「一応、僕は王子なんだけどね」

「はい、存じております」

　しれっと返事をするセシリアに、シモンは苦笑いを浮かべると、「ああ、そうだ」と口を開く。

「セシリア、ニーラ竜王国では今まで以上にベアトリクスの周囲を警戒するように。あちらがどんな思惑を持っているかわかったものではないからね」

「かしこまりました」

　しっかりとベアトリクスの身の安全を頼まれたセシリアは表情を引き締めた。

　シモンが馬車を降りていくと、入れ替わり、セシリアが中に入った。

　馬車の周囲が騒がしくなる。出立の準備だろう。

　セシリアは馬車の扉を閉めると、

「大丈夫ですか、ベアト様」

　ともう一度尋ねてくる。

「大丈夫よ」

　頬杖をつきながら、ベアトリクスは窓の外を眺めた。

　国境付近なので、景色はベアトリクスの知るクゼオンダ国でありながらも、だいぶ異国めいた雰囲気があった。

　シモンは鳥かごの心配をしていたが、その鳥かごの効力はクゼオンダ国内に限るだろう。

　ニーラ竜王国へ入ってしまったら、シモンはあくまで客分として遇されてしまう。

　馬車が出発して、数刻後、セシリアが窓の外を見て声を上げた。

「見てください、ベアト様！」

「どうしたの？　あら、山の形が低くて丸い！」

　クゼオンダ国ではほとんど見ることのない低くて丸い山々が視界に飛び込んでくる。

「ニーラ竜王国に入ります！」

　御者からそんな声がする。

　視界に広がる山々には、薄い靄もやのようなものが絡まっており、空気も少しひんやりとする。

「国外追放……ではないけど、国外に出てしまいましたね」

　セシリアが緊張した面持ちでそう言ったので、ベアトリクスはニコッと笑いかける。

（ま、深く考えても仕方ないわよね！）

　鳥かご云々だと言うシモンも、他国だと警戒するセシリアの気持ちも、ベアトリクスにはわかる。しかし、それはそれ、これはこれ、だ――

「セシリア、国外追放じゃないからまた帰れるのよ！　クゼオンダ国のみんなに一杯お土産を買って帰りましょうね！」

　真夏の海さえもここまで眩しくならないだろうと思うほどの、はち切れんばかりの好奇心を隠さない笑顔でベアトリクスは言った。

　不安も過っていたらしいセシリアは一瞬ポカンとした顔になったが、すぐに表情を崩した。

「そうですね……帰りましょうね！」

　何か一人で決意したような雰囲気のセシリアに、ベアトリクスも大きく肯いて、

「ええ、帰るのよ。みんなが心配しているから」

　と、当たり前のように言った。
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「ようこそ、いらっしゃいました。私は第一王子のデキストです」

　淡い白に近い薄紫の髪に、穏やかな金茶色の瞳をした青年が、ニーラ竜王国の第一王子だった。彼はわざわざシモンたちの出迎えに現れた。

　デキストはシモンと同じくらいの年齢に見えた。すでに成人はしているだろう。

　皇太子と名乗らなかったので、やはりニーラ竜王国では皇太子がまだ決まってないのだと思えた。

「初めまして、クゼオンダ国のシモン・フォン・オレンデセウです。このたびは突然の訪問にもかかわらず手厚く迎えていただきありがとうございます」

　ニーラ竜王国では握手が友好的な挨拶だ。シモンが手を差し出すと、快くデキストは受け入れてくれる。

（ゴラム王子と違って話しやすそうな人なのね）

　ベアトリクスはシモンの後ろにセシリアと控えて、デキストを観察する。

　こちらに向ける微笑みはとても優しげで、好戦的な人が多いと言われている竜王国では珍しいタイプだろうと思えた。

「それで、私の後ろにおりますのが――」

　シモンがベアトリクスたちを紹介しようとしたときだった。

「兄上、ただいま帰りました！」

　ゴラムが意気揚々とシモンたちの会話を切って声を上げた。デキストは弟に視線を向けると、苦笑いを浮かべながら、

「ああ、おかえり」

　と返す。

「相変わらず兄上はトロくさそうですね。あとで俺と戦戯盤でお手合わせ願えませんか？」

「いや、私はあまり得意ではないからいいよ」

「そんなこと言わずに、シモン殿下たちに見せてあげましょう。我が竜王国の力を」

　戦戯盤というのは、この前、子どもたちの遊び場で見かけた遊戯だろう。どうやらこちらではわざわざ来賓に見せるようなものでもあるようだった。

　ずいぶん乗り気なゴラムに対し、デキストは消極的だ。

「お前が力を見せつけたいのはわかった。だが、それはシモン殿下たちに現在のニーラ竜王国をしっかりと見てもらってからだ」

「ふっ……兄上は私に負ける無様な姿を彼らに見せるのが嫌なのですね」

（うわぁ……）

　実の兄だというのに蔑んだ目で見るゴラムに、ベアトリクスは軽く引いた。

　どちらが皇太子かわからないが、こんなに傍若無人なゴラムが王になっては、国の治安は悪くなりそうだ。

「まあ、いいです。それでは俺は部屋に戻ります。兄上は外交官らしくシモン殿下たちをもてなしてください」

「言われなくともそうするつもりだ」

　好戦的なゴラムの言葉をしっかりと受け止めると、デキストはニコッと笑ってそれに返事をした。ゴラムは鼻白むとこちらには目もくれずそのまま王城の中に入っていってしまう。

「すまない、うちの弟はそちらの国でも迷惑をかけてないだろうか」

「そうですね、私の結婚式を妨害しました」

「は？」

　サラリとシモンが言った言葉に、デキストが思わず聞き返す。シモンは軽く説明する。

「こちらのフレール令嬢と画策して、私の結婚式を妨害しました。今回はその抗議も含めてこちらに参りました。詳しくはこちらの書面に。国王からの書信です」

「そ、そうですか。すぐに確認しましたのち、改めてご連絡します」

　シモンたちの来訪は、デキストにまったく違う内容で伝わっていたのだろう。

　シモンから書信を受け取ると、ベアトリクスたちの後ろに控えていたフレールに目を向ける。

　フレールは小さく会釈をした。

「フレール令嬢、あとで時間を作って私の部屋に来ていただきたい」

「で、ですが私は……」

「他国のご令嬢ではあるが、あなたは我が国との縁も深い。早急に荷物を片付けたあとに来てください。きちんとした説明をあなたの口からも聞きたい」

　言い方は丁寧だが、有無を言わせぬ強さでもってそう言うと、フレールが渋々肯いた。

「フレールのご母堂の生家、カーレンツ伯爵家に連絡を。至急登城するように伝えてくれ」

　デキストは控えていた外交官にテキパキとそう告げる。

「それでは私はこの書信を陛下に届けて参りますので、あとはこの外交官たちが案内します」

　デキストの後ろに並んでいた数人が恭しく頭を下げてきた。どうやらベアトリクスたちの出迎え役はしっかり決まっているようだった。

（う～ん……）

　傲慢で偉ぶっているゴラムと、優しげで友好的なデキスト。

　どちらが皇太子に相応しいかといえば、明らかにデキストのはずだが、周囲の反応はどこか違っていた。

　ゴラムの無作法に顔をしかめる官吏も確かにいたが、半分ほどはゴラムの態度を悪いものだと思ってはいないようだったのだ。

「セシリア、あとでこの国について少し調べてみましょう？」

　ベアトリクスが小声でそう言うと、勘の良い秘書官もそう感じていたらしく、

「はい、すぐに図書館の場所を確認しますね」

　と言ってくれた。

　そのまま、外交官たちによって、各々の部屋に案内される。

　シモンの部屋は同じ階の向かい側で、ベアトリクスの部屋はセシリアと隣同士だった。自称婚約者のつもりで来たフレールの部屋は、最初は同じ階だったが、デキストの指示により別の階に移動させられたようだった。

「図書館に案内していただけるようです」

　ベアトリクスが部屋で身支度を整え直していると、セシリアがやってきてそう告げた。

「ありがとう、セシリア。すごいわね、他国の図書館を閲覧できる権利を、すぐもぎ取ってくるなんて」

「閉架図書室は無理ですが、貴族に開放されている方の図書館なら大丈夫だと言われました」

「あら、この国にも城内に貴族用の図書館があるのね」

「はい。デキスト殿下のご指示でできたようです。まだ五年ほどだそうで」

「まあ。まるでシモン様みたいね」

　シモンも教育分野に力を注いでいるが、デキストもそうらしい。

　護衛についてもらって、セシリアと二人で図書館へと向かう。

　シモンもついてきたいと言ってはいたのだが、ゴラムの件ですぐにデキストから呼び出しがきてしまい、そちらへ行ってしまった。

　図書館は、王城のすぐ脇に建てられた新しい建物だった。城壁の内側にあるので平民は利用不可らしいが、首都内にも平民向けの図書館を建設予定なのだと引率の外交官に聞いた。

「デキスト殿下は、シモン殿下と似たような考えの方かもしれませんね」

　セシリアがそう言った。

「それならきっと、二国はこれからも仲良しでいられるわね」

　もめ事など起きずに幸せに暮らせるのなら、それがいい。

　そんな未来を思い描きながら図書館に入ったのに、キラキラした気持ちは中にいた人物を見てしぼんでしまう。

「あら、ベアトリクス様、ごきげんよう」

　そこにはフレールがいた。

「ごきげんよう、フレール様」

「何かお探しに来られたのですか？」

　フレールが問いかける。

「ニーラ竜王国について知りたいなと思いまして」

　そう答えると、フレールは「それでしたら……」と言って立ち上がり、図書館の中を歩き始める。どうやら本を紹介してくれるらしい。

「フレール様はこちらの図書館に詳しいの？」

「ええ、毎年、夏はこちらの国に避暑に来ておりますので」

「そうですか」

　今回は、たまたまリテルシア領は通らなかったが、あちら経由でもニーラ竜王国へは行くことができる。きっと母君の故郷ということでよく遊びにくるのだろう。

「こちらとこちらは、最近のニーラ竜王国について詳しく書いてあると思います」

「ありがとうございます」

　セシリアがベアトリクスの代わりに本を受け取った。

「よろしければ、口頭でもお答えできますが、何か疑問に思ったことなどございますか？」

「そうねぇ……」

　フレールは、今日はどこかしらとげとげしさも減っているので、ベアトリクスは考える。

「ゴラム殿下の仰っていた、戦戯盤について知りたいです」

　真っ先に思いついたことを尋ねると、一瞬、予想外だったのかキョトンと目を大きく見開いたフレールは、すぐに「いいですよ」と言った。

「それでしたら、こちらでゲームをしながらお話ししませんか？」

　フレールが案内してくれたのは、図書館の端にある閲覧場所だが、その奥に大きなテーブルがあった。

「これは？」

「簡易戦戯盤の練習場ですね」

「え、図書館よね？」

　まさかゲームができる場所もあるとは思わず尋ねると、フレールはやんわりと苦笑いを浮かべる。

「この国では、戦戯盤はいろんなことで用いられます。国王陛下が私闘禁止令を出されていますから、もめ事が起こると戦戯盤で決めることが多いんですよ」

「まあ、そうなの！」

　話し合いよりもゲームで決めるというところに、ニーラ竜王国の風土を見た気がした。

「簡単にゲームの説明をしますね」

　フレールがしてくれた説明は、国境付近の町の子ども遊技場で見た戦戯盤の内容に近かった。ただ、この簡易戦戯盤はチェスのように黒い線の引かれたマスの上に、駒とチップを置いて行われるタイプだった。駒はやはり三つで、チップが全マスに配置されている。

「このチップを多く集めるか、先に相手のキングを倒した人の勝ちです」

「そうなのね」

「よろしければ何か賭けませんか？」

「賭け、ですか？」

「ええ、普通のゲームでもニーラ竜王国では、いろいろと賭けられるんですよ」

　ニコッとフレールが微笑む。相変わらずずいぶんと綺麗な微笑みを浮かべる。その表情は無垢な少女そのもので、この前のこちらに敵対するようなまなざしは見られない。

「それでは私にやらせてください」

　手を上げたのはセシリアだ。

「あら、あなたですか？」

「私ではご不満ですか？」

「いいえ。ですが、賭けはしていただきますよ？」

「私にできることであれば」

　セシリアが表情を強ばらせながら言う。

　ベアトリクスを対戦させなかったのは、無謀な要求をさせないためだろう。

　セシリアも「自分にできること」に限定しているので、シモンとベアトリクスに関係することはできないはずだ。

　フレールはそういうセシリアの意図もわかっていただろうに、「かまいません」と答えた。

「私の方が経験者ですので、最初にこちらの陣地のチップはすべてセシリアさんに譲りますね」

　王を倒せなかった場合、チップの数で争うにもかかわらず、そう言って半分のチップをセシリアに渡してくる。

　セシリアは少しだけ悔しそうな顔をしたが、初めてなのだからそのあたりのハンデはあっても良いだろう。

「それでは参ります。オープンセット！」

　フレールが声を張り上げると、図書館にピィンと緊張の糸が走った。

　二人は張り詰めた表情で各々の駒を動かしていく。

「そういえば、ベアトリクス様」

　横でその勝負を眺めていたベアトリクスに、フレールが尋ねる。

「なあに？」

「この国の王子たちをどう思いますか？」

「ん？」

　駒を動かしながら、突如そんな質問をしてきたフレールに、ベアトリクスは目を瞬かせた。

「デキスト様は、この図書館を作られ、教育に力を入れておられます。シモン殿下と思想的に似かようところも多い方です。ですが、この国では『より強い者』を求める傾向がございます」

「まあ、そうなの？」

　何となくそうなのかなとは思っていた。先ほどのデキストとゴラムのやり取りだけでも、二人の関係が未だ拮抗していることはわかった。

　つまり、まだ正式な皇太子は決定していないのだ。

「平民落ちされてしまった第二王子は、その点では申し分のない方で、大変お強い方でした。騎士としての腕前は王子の中で一番だったと聞きます。ですが、デキスト様との仲がとてもよろしくて、ご自身は王位を兄へと思われて後押しされていました」

　第二王子はデキストを皇太子にしたかったのだとわかる。知力ではデキストだが、武力では第二王子。その上、その第二王子がデキストを王として推していたのであれば、今までならほぼ皇太子はデキストと確定していたことだろう。

（だけど――）

　第二王子は失脚して平民落ちしてしまった。デキストだけでは心許ないと思う者たちは次なる『強い者』を求めたのではないだろうか。

　フレールもそういう話運びにしたかったらしく、次いでゴラムについて語り始めた。

「一方でゴラム殿下は、ご母堂が私の伯母で、ゴラム殿下を出産されてすぐに儚くなってしまわれて……そのうえ、皇后ではなく皇妃から生まれた第三王子であるせいか、あまり皆様に注目されることも多くありませんでした。しかし、第二王子が失脚した今、この国は戦戯盤に見られるように、元々好戦的な方が多いので。いつも交渉で解決されようとするデキスト殿下よりは、力を示そうとするゴラム殿下を好ましいと思う方々が増えました」

　力の均衡が崩れた結果、新たな『強い者』としてゴラムに光があたった。しかも、ゴラムには兄を支える気持ちよりも自らが王となる気持ちの方が強かった。

（なんだか鬱屈してそう）

　ゴラムがやたらと偉ぶってみせるのにも、そのあたりが絡んでいるような気がした。

「ねえ、ベアトリクス様。ベアトリクス様はデキスト殿下とゴラム殿下、どちらがこの国の王に相応しいと思われますか？」

「えっ」

　思わず声を上げてしまった。

　それくらいその質問は、今、この場ではまずい気がしたからだ。

　事実、ベアトリクスの背後で外交官が息を呑む気配がした。

　いくら従姉妹であると言っても、他国の皇位継承問題について軽々しく話題にするのはまずいだろう。

　しかし、フレールはしっかりとベアトリクスを見つめて答えを待っていた。

　その手は淡々と駒を動かしているにもかかわらず。

　チラリとセシリアの方を見ると、セシリアは額にじんわりと汗を浮かべていた。

　話しながらベアトリクスも戦戯盤の流れを見ていたが、確かにセシリアの方が不利な展開であった。チップをとる必要がないにもかかわらず、防戦一方だ。

　それだけフレールは強かった。

　その遠慮のない手に、セシリアは王を守るので精一杯なのだろう。

「ベアトリクス様、女同士のおしゃべりですもの。どう話されても大丈夫ですよ」

　クスリとフレールが笑う。

　なんだかこの国に入って、フレールは少し雰囲気が変わった気がした。どこがとは言えないが、険の強さが減っている気がする。

　そんな彼女の微笑みは、ふわりと清楚な白百合が香るような静謐さに包まれていた。

　ベアトリクスは一度外交官の方を見た。

　外交官はベアトリクスから視線を逸らす。どうやらここでの会話は聞かなかったことにしてくれるようだ。

（それなら……）

「私はデキスト殿下の方が相応しいと思うわ」

　はっきりと自分の考えを述べると、フレールはまるでわかっていたと言わんばかりに、

「そうですか」

　と答えた。

「それではベアトリクス様から見て、ゴラム殿下には何が王として足りないと思われますか？」

（もう、なんでこんな面倒な質問ばかりしてくるのかしら）

　ベアトリクスはもう一度、外交官の方へ視線を送る。この話も彼は聞かないようにしてくれるらしい。少しだけベアトリクスは安堵するが、できるだけ両国に摩擦が生じないよう慎重に言葉を選ぶ。

「足りないというよりは……」

　ベアトリクスは首を傾げる。

　紫の髪に金の瞳の少年を思い浮かべる。ギラギラと野心の強そうな瞳は、確かに王となり得る素質はあるかも知れない。

　けれど、それはベアトリクスが欲しい未来の瞳ではない。

「これからの時代、他国へ戦争を仕掛けそうな人間が、隣国の王では困るわ」

　キッパリとそう告げると、一瞬、ぴたりとフレールの手が止まった。

　王の駒にまさに今、手をかけたところで。

「そうですか……ベアトリクス様からみたゴラム殿下はそう見えますか……」

　目を伏せたフレールはどこか寂しげに見えたが、すぐに表情を戻すと、タンッと王の駒を、セシリアの王の駒の前に置いた。

「フォールアップ」

　チェスでいうところの『チェックメイト』の宣言だ。

　セシリアはぐっと唇を噛みしめると、

「参りました」

　と言った。

「あら、惜しかったのね、セシリア」

　ベアトリクスがそう言った。それをフレールは鼻で笑う。

「私が圧倒的でしたのに、ベアトリクス様にはセシリアさんが拮抗していたように見えたのですか？　ふふふ。初めての方には戦戯盤は難しすぎましたね」

　フレールがどこか挑発めいた物言いをした。その目には先程の寂しさに似た感情はもう見えなくなっていた。

「フレール様！　その言い方はどうかと思われますが」

　セシリアが抗議するが、フレールは気にせず、「賭けは私の勝ちですね」と宣言する。

「それではセシリアさんには明日一日、私に付き合っていただきたいと思います」

「え」

「え！」

　セシリアもベアトリクスも思いもしなかったことを言われた。てっきりセシリアが対応できる範囲で、シモンに関する要求を突き付けてくると思っていたので、フレールが出した条件は想定していなかった。

「私……がですか？」

「ええ。せっかくなので首都を観光したいの。けれど、私も侍女がいませんでしょう？　だからセシリアさんを侍女として貸していただきたいの」

　フレールの言葉に、セシリアはベアトリクスを見た。どう答えるべきかさすがに彼女も迷っているのだろう。

「セシリア……一日、フレール様に付き合ってもらえる？」

　ベアトリクスがそう頼むと、セシリアはコクリと肯いた。

「負けたのは私です。私のことでしたら頑張らせていただきます」

　そうフレールに告げると、彼女は嬉しそうに微笑んだ。

「それでは明日、迎えを出すからよろしくね」

「はい、かしこまりました」

「いい勝負ができて良かったわ。では私は戻ります。ごきげんよう」

「また明日、フレール様……」

　フレールは役目を終えたと言わんばかりに軽やかに図書館から出ていった。

「すみません……まさか私に対する頼みごとだとは……」

　セシリアが頭を下げると、ベアトリクスはニコッと微笑んだ。

「いいのよ、大丈夫。私は、明日は一日、部屋にいるわね」

　シモンにもなるべくベアトリクスとセシリアは離れないように言われたばかりだ。

「そうしていただけますと助かります……」

　セシリアがひどく恐縮しながらそう言った。

　ベアトリクスは勝敗のついた戦戯盤を見て、女王の駒を手に摘まんでぷらぷらと動かす。

　この駒だけは残念ながらあまり行動力も機動力もないせいか、手垢もあまり付いておらず、他の駒と比べてピカピカだった。

「フレール様が選んだ本でも読んでいていただければ、用事が終わり次第すぐ戻って参りますので……」

　先程、フレールから預かった本を何気なくセシリアは目を向けて、眉をひそめた。

「これ、政治の本ではないですね」

「え？」

　ちょこんとベアトリクスは女王の駒を置き直す。

　それから、セシリアが眉をひそめた本に目を向けた。

　そこには、『ニーラ竜王国の風土婚』という題名が書かれていた。

「風土婚？」

　どうして結婚の本をと思ったし、そもそも風土婚とは？　と思った。大陸共通語で書かれているのでベアトリクスたちにも読めるが、何の本だろうと思いつつ頁をめくってみる。







　ニーラ竜王国には、他国と異なり忌まわしい風習がある。花嫁として気に入った女を攫って婚姻することが、この国では法律で認められている。そこに女性の意思は存在せず、ただ物として、もしくは価値のある宝として、取引されることがある。








「なんですか、これ……」

　冒頭を読んだだけでセシリアがそう言った。

「外交官さん、これ本当なの？」

　ベアトリクスも驚きながら外交官に尋ねると、外交官は汗を拭きながら、

「残念ながら存在します……」

　と答えた。

「しかし、今はほとんど廃れた風習です」

「でも、行われても非難はされないってこと？」

「……はい、そうです。この国では攫い婚も婚姻の一つとして認められています。結婚前の女性と一晩、宣言された部屋で過ごすと婚姻が認められます。その部屋はこの城の中にもあります」

「……！」

　セシリアと顔を見合わせてしまう。

「ですから、この国ではくれぐれも一人で行動なさらないようにしてください。万が一もないとは思いますが、我が国のその因習をまだ多くの人が認めておりますので……」

　外交官が苦々しい顔でそう言った。

　セシリアがぎゅっとベアトリクスの手を握ってくる。

　ベアトリクスもその手を気づけば握り返していた。









　図書館司書は閉館後、片付けをしていた。

　今日は異国の姫君たちが戦戯盤で遊んでいたことを思い出す。

　案の定というか、戦戯盤はそのまま試合結果を残した状態でそこに置いてあった。

「さてさて、今日はどちらが勝ったのかしら」

　興味津々にその盤をのぞき込んで、

「あら――」

　司書は意外そうな声を上げた。
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「ベアト様、絶対、部屋から出ないでくださいね！」

「大丈夫よ。シモン様が来たときしか開けないから」

「絶対そうしてください！」

　セシリアは、何度もそうベアトリクスに言い聞かせると、後ろ髪を引かれながら部屋から出ていった。

　ベアトリクスは一人になったのを良いことに、ベッドにぱふんとダイブして、そのふかふかの合間に埋まる。

（さてと、さすがに外に出るわけにはいかないわよね）

　セシリアとああして約束した上に、『攫い婚』などという物騒な話まで聞いたばかりなのだ。ベアトリクスといえども一人で外に出る気にはなれなかった。

（シモン様がいてくれたら良かったんだけど……）

　あいにくシモンはここ二日ほど、デキスト殿下との話し合いや国王陛下への謁見が続いているらしい。

　何について話しているのかわからないが、昨日、夕食後に会いに来てくれたときは、かなり疲れた顔をしていたことを思い出す。

『なるべくセシリアと一緒にいてね』

　シモンも『攫い婚』の話を聞いていたらしく、かなり念入りにそう言われてしまった。

（まあ、私はセシリアの方が心配なんだけど）

　ベアトリクスも侯爵令嬢なので十分すぎる地位はあるが、いかんせん、セシリアのような聡明さや美しさはまったく持ち合わせていない。

　シモンはそんなベアトリクスを、

「世界中の可愛いものをすべて集めて作ったのがベアトリクスだと思うくらい、ベアトリクスは可愛い」

　と言ってくれるが、それは婚約者の欲目だとベアトリクスもさすがにわかっている。

　ベアトリクスには、そこそこ普通の容姿しかない。

　人より秀でた能力など――

「私は、私の周りの人が幸せに笑ってくれたら、それでいいのにな」

　もし神様がいて、何かしらのギフトをもらえるのなら、自分が幸せになるための力よりは、周囲の人を幸せにできる力があれば良いなと思う。

　フレールが選んでくれたニーラ竜王国の本を一冊、ベッドまで引っ張り込む。それは、初心者にもわかりやすくニーラ竜王国について書いてある本だった。

　ゴラムの前ではあんなにとげとげしくベアトリクスに対して攻撃的だったにもかかわらず、図書館での彼女はどこか違うように思えた。

　彼女自身は、シモンが好きで結婚するというよりは、自分の領土のために結婚したがっているように、ベアトリクスには思えた。

（けど、そこまでしてシモン様と本当に結婚しなくちゃ駄目なのかしら？）

　辺境伯領を守るためとはいえども、シモンが力を注いでいるのは教育の分野であって、決して国防の分野ではない。国防に力を入れたいのであれば、シモンでない別の誰かと結婚した方が、影響は大きいように思えた。

（それでもシモン様でないと駄目な理由って……）

　やはりシモンの顔がいいからだろうかとも思う。

　シモンの美貌に惑わされる人は少なからずいるし、事実、それでベアトリクスに危害を与えようとしてきた者もいるので、フレールもその類いの可能性もあった。

（でも……）

　昨日のフレールを見るかぎりでは、そうではないような気もした。

「あーん、難しいことはわからないわ」

　特に人の心の機微は、ただでさえわかりにくいと思っているのだ。ベアトリクスには難しすぎた。

「別のことならもっと簡単にわかるのに……」

　感情を最大限そぎ落として、合理的に人を動かす方法ならば、きっともっと簡単に――と考えて、ぷるぷると首を横に振る。

「人間は、物ではないから、駄目よ」

　祖母であるベアトリーチェに何度も言い聞かせられたことを思い出して、ベアトリクスは己に言い聞かせると、パタンと本を頭の方に放り投げて、大の字になる。

　マーガレットがいたら「ベアト様！」と怒られそうだが、今はいない。

　それを良いことに、ベアトリクスはごろんごろんとベッドの上を右に左にと転がった。

「あー、思った以上に退屈だわ～！」

　本も読んでしまえば、あとは時間を持て余すばかりだ。

「ふあぁぁ……」

　そういえば昨日、セシリアとずいぶん遅くまで話し込んでしまったことを思い出す。

　扉で部屋同士が繋がっている隣部屋だったこともあって、ついつい嬉しくなっていろんな話をしたのだ。

　そのせいか、ベッドでこうして転がっていると眠くなってくる。

「はぁぁふぅ……」

　もう一度あくび。

　眠るのもどうかと思ったし、ドレスがしわになってしまうとも思ったが、気がついたらスコンとベアトリクスは夢の中に落ちてしまった。
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　セシリアはフレールとの買い物に複雑な思いで付き合っていた。

「ここは、髪飾りの店なのよ」

「そうですか」

　フレールはずいぶん楽しそうだ。時折見せる笑顔は年相応で、あの感じの悪い雰囲気はまったくない。

（どうしてベアトリクス様の結婚を邪魔されたのかしら……）

　シモンと結婚したかったのだと言われればそれまでなのだが、シモンがそこまでの男なのかと失礼ながらセシリアは思ってしまう。

　もちろん、自国の第二王子だ。しかも公爵位を叙爵されることも決まっている。

　将来に関しても申し分ないのは確かだ。

（けれど、あんな執着心の強い人、私なら嫌だわ）

　ベアトリクスは幼い頃から付き合っているせいか、それとも彼女本来の性格のせいか、シモンの拘束もあまり気にしていない様子だが、あの真綿で首を絞めるようなじわじわとした包囲網は、セシリアには到底理解できるものではなかった。

「セシリアさん、これなんてどうかしら？」

　そう言いながら、フレールは自分の髪に黄みの強い金のアクセサリーをつけてみせる。

　しかし、その色味は白く清らかそうなフレールの髪には少しきついように思えた。

「失礼ながらフレール様には、少々、お色が合わないと思われます」

「それならどんな髪色なら似合うと思う？」

　自分の髪色に似合うアクセサリーを、ではなく、その黄色の髪飾りが似合う髪色は何色だと問われ戸惑う。

　セシリアの鮮やかな水色の髪にも、その黄色は浮きすぎるし、ベアトリクスのピンク色の髪でも似合わないだろう。

　ふと、周囲を見渡して、

「あの、赤い髪なんて似合いそうだと思います」

　と、店のマネキンを指さした。

（そういえば、このお店、赤い髪のマネキンがやたら多いような……？）

　ニーラ竜王国の人は、特徴的な髪色だとベアトリクスに教えてもらったばかりだ。

　確かに周囲を見回すと、寒色や暗色系の髪色の人が多い気がした。寒色ならフレールのような白に近い色や水色。暗色系も王族が紫色の髪のせいか、紺色などが多い。

　だから、マネキンのような鮮やかな赤い髪の人など、一人も見なかった。

「あの、フレール様、こちらの国でも赤髪の方はいらっしゃるのですか？」

「いないわね。染めて赤髪にする人もいるけど、こんなマネキンみたいな赤髪の人はほとんど見ないわ」

　きっぱりとフレールは断言した。

　ニーラ竜王国の文化や流行は、思った以上に他国へ広まらない。

　子どもの遊技場で戦戯盤こそ見かけはしたが、それも珍しい方で、ほとんどは知られないことが多い。

　おそらく国民性によるものだろう。

　他国に対してこの国は異常なほど閉鎖的だった。

（なのに、国民にはいない赤髪が人気なの……？）

　赤い髪に似合いそうな真っ黄色の髪飾り。

　それは誰に向けられたものなのか。

（何か、見落としている気がする……）

　セシリアは得体の知れない胸騒ぎを覚え、フレールを見た。

　そして唖然とする。

　フレールはなんとも申し訳なさそうな、困惑した表情をフレールに向けていたからだ。

　そんな彼女の顔は初めてだった。

　ドクン、と心臓が嫌な音を立てる。

（赤い髪……）

　どこで聞いた？　誰の髪だった？

　そして、この国では、誰が崇められている――？

「フレール様……」

　震える声でセシリアはフレールの名を呼んだ。

「なあに？」

「この国では赤い髪のどなたか、国民に素晴らしく人気のある方でもいらっしゃるのですか……？」

　できればそうでなければ良いと思った。

　しかし、フレールはセシリアが導き出した答えに対して、苦しそうに笑みを浮かべる。

「そうね、この国は戦戯盤がとても流行っているのを見てもわかるとおり、誰かと戦うときにいかに犠牲を少なく、優位に立てるかで評価することが多いの。自国の王を決めるときに戦戯盤を使用することもあるのよ？」

「それは、自国の人間でなくても尊敬の対象になり得るということですか？」

「なり得るわね。それこそ、そんな英雄の血筋を引く人間がいて、その人間と婚姻関係を結んだら、それだけで皇位継承に優位に働くほどに……」

（ベアトリーチェ・トゼーフ!!）

　何度もフレールはヒントをセシリアたちに与えていた。

　図書館でわざわざ攫い婚の風習を選んだのは、部屋から出ないようにしろという警告にもとれるし、ベアトリクス自身が攫い婚の対象として考えられているとにおわせていたようにも見える。事実、ベアトリクスはその本を読んで今日は部屋から出ることをやめていた。

　セシリアとの戦戯盤の対戦中には、わざとこの国の皇太子問題に触れていた。外交官もいてかなり危険だったにもかかわらず、それでもゴラムの話に敢えて触れてはいたが、フレール自身は自分がゴラムを推しているとは決して言っていなかったことを思い出す。

　また、それより前は、さもセシリアたちが邪魔だと言わんばかりに敵対した態度で帰れと言っていた。

（そんなのわかるわけないじゃない！）

　シモンに近づいたのだから、シモンが狙いだと間違いなく思うだろう。

　事実、フレールはそのようにしか振る舞っていなかった。

　しかし、それさえも理由あってのことで、彼女の本意が別にあるのであれば、フレールはその結末に向かわないように、言葉には出せずとも精一杯あらがいたかったのだろう。

　まるで、今、セシリアにこうしてわざわざ興味もない髪飾りの話題を振る程度に。

「どうして私を誘ったんですか……」

「ゴラム殿下がそう仰ったから……　私はゴラム殿下に従うしか領地を守る術はないから……」

　くしゃりと顔を歪めたフレールは年相応の、幼い顔で、泣きそうにも見えた。

「私が一緒にいると邪魔だったからですね……」

「そうね。たぶんそう……」

「ベアトリーチェ・トゼーフの血筋が必要だったんですね……」

「王妃ではなく皇妃の息子として生まれたゴラム殿下が皇太子になるには、配偶者に箔をつける必要があったの……。でもだからって、攫い婚なんて野蛮な――」

　フレールの矜持として、『攫い婚』の風習だけはどうしても許しがたかったのだろう。ぐっと拳を握りしめた彼女は、とても悔しそうな顔をする。自分が加担した出来事を、彼女は自分で許せないと感じているのかも知れない。

「私にとっても、ベアトリーチェ様はとても素晴らしい方だった。何度もこちらの本を読んだわ。どうして私の国ではベアトリーチェ様についての本があんなにないのかわからなかった……」

　その言葉で、フレールにとっても、ベアトリクスの祖母、ベアトリーチェが尊敬にたる存在だったのだと知る。自分の大伯父であるリテルシア辺境伯はベアトリーチェと仲が悪かったようだが、この国に足繁く通っていたであろうフレールにとっては、とてもなじみ深い偉人だったのだろう。

「ごめんなさい……」

　最後にそう、ポツリとフレールは謝った。うつむいた顔からぽたりと涙が零れる。

　まだ彼女だって、たった十六歳の少女だったのだ。

「すみません、腹痛がするので城に戻ります！」

　セシリアはそれだけ言うと、急いで店を出る。

「すみません、護衛の方、体調が優れないので急いで城に戻してください……！」

　真っ青な顔のセシリアを見て、店の外にいた護衛たちがわずかに動揺したが、彼らは小さく首を横に振った。

「申し訳ありません、本日は夕方まで護衛をするように申しつけられています」

「だったら、私一人で戻ります！」

「なりません！」

　一人の護衛がセシリアの前を塞ぐ。

　彼にとって、セシリアは異国のか弱い令嬢としてのイメージしかなかった。

　しかし、セシリアは並々ならぬ努力で、不可能を可能にしていた。非力な女性が男性に勝つために、今、必要なことは、不意打ちだ。

　頭を下げ、護衛の脇腹に向かって突進する。

「わっ！」

　バランスを崩した男をそのまま地面にひっくり返す。護身術の一種だ。非力であっても転ばすことぐらいならできる。

　そしてくるりと鞘を回して、そこから剣を抜き取る。

　キラリと手入れの行き届いた刃が姿を現し、セシリアはそれを倒れた護衛の背中に当てて叫ぶ。

「私はベアトリクス・トゼーフ様の秘書兼護衛です。今すぐ私を城に戻しなさい！」

　無茶振りではあった。

　しかし、セシリアの声は朗々と周囲に響き渡り、貴族街のせいか貴族たちがざわめき始める。

「トゼーフってトゼーフ侯爵のことか……？」

「ベアトリクスって、ベアトリーチェと似た名前じゃないか」

　たったこれだけ、名前を出しただけでこんなにも影響があるなら、ベアトリーチェの血を引くベアトリクスはどれほど魅力的な存在だったのだろうとセシリアは思う。

　さも目的は別のところにあるように装って、他国の王族の結婚式さえも邪魔をして、奪うほどの価値が十二分にある。それでクゼオンダ国と戦争になってもかまわないと思ったのかも知れない。

　むしろ、ベアトリーチェのいない今、虎視眈々とその隙をついてベアトリクスを狙う者たちがいてもおかしくない。

　そんな国と国境を挟んで接しているリテルシアの領地では、きっと戦争に巻き込まれることを恐れたはずだ。真っ先に攻めこまれる場所だからこそ、それを避けられるなら、たとえ自国の不利になろうともと、血迷うこともあるだろう。

（ああ、もう、何でこんなに……！）

　自分の推測など外れてほしいと思ったが、フレールの様子や、周囲の人々の様子から、嫌な方に予感は当たるのだと思い知る。

「ベアトリクス様をこの国に嫁がせる気などさらさらありません！　今すぐ私を城へ連れて行きなさい！」

　セシリアの声は、その場で誰よりも強く、そして遠くまで響き渡った。
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　ベアトリクスは夢を見た。

　子どもの頃の夢だ。父に連れられ王城に遊びに行き、シモンの部屋で二人仲良く遊んでいる。

「ベアトは迷路が好きなの？」

「はい、楽しいです」

　今、彼女の手にあるのは迷路がたくさん描かれた絵本だ。ベアトリクスがたくさんやりたいと言ったので、父が与えてくれたものだ。

「でも、そんなペンで書いてしまったら、道を間違えたときと、どうするの？」

　シモンが心配するのも無理はなく、ベアトリクスは今日、書くものを忘れてしまったので、シモンから綺麗な万年筆を借りたのだ。

　黒いインクはとても滑りが良く迷路の線を書きやすい。

　ニコニコと満足げに線を書くベアトリクスを、シモンが心配する。

「おうちでも万年筆ですよ？」

　キョトンとしながら小首を傾げるベアトリクスに、シモンは子どもらしくなく苦笑いを浮かべた。

「道を間違えたときどうするの？」

　ベアトリクスは小首を傾げる。

「何を間違えるんですか？」

「何をって、そんなに細かいのに、そんなに早く書くんだもの。道を間違えるときだってあるでしょう？」

　ベアトリクスにはシモンの言っていることがわからなかった。

　道は見た瞬間にわかるというのに、どうして間違えるのか。

「わかるのに間違えませんよ？」

　無邪気に、さもそれが当たり前のようにベアトリクスは言うと、今書いている迷路の本をシモンに見せる。

　婚約者となったシモンは、ベアトリクスのことをとても大切にしてくれる。

　他の子より言葉足らずになったり、突拍子のないことをしたりしても、「そのままでいいよ」と言ってくれる彼が、ベアトリクスは大好きだった。

　だからこのときも、自分の大好きな人だからと、何の迷いもなくその迷路の本を渡してしまったのだ。

　父親に、『他の子に見せてはいけないよ』と言われていたにもかかわらず。

「ふふ、たくさん書いているんだね」

　最初の頁から丁寧にベアトリクスの痕跡を追ってくれるシモンは、とても優しい。

　だからニコニコとしながらベアトリクスはシモンを見ていた。

「ああ、すごいね。本当に……」

　シモンはゆっくりと頁をめくっていく。

　しかし、だんだんとその表情が困惑していくのがわかる。

「ねえ、ベアト」

　シモンがベアトリクスを呼んだ。

「なんですか、シモン様」

「この答えは全部、ベアトが書いたの？」

「はい」

「そうかあ……ベアトはすごい綺麗に書けるんだね。今やっていたこの頁も、やっているところを僕に見せてもらってもいい？」

　先程まで開いていた頁を見せられて、ベアトリクスはにこっと微笑んで迷路の続きの線を引いていく。

　ゴールまでの道筋は、いつも簡単だ。どんなに複雑そうな迷路であっても、その道は一本道でしかない。

「はい、できました！」

　シモンに渡されてすぐに迷路のゴールまでの道筋を書き終えると、シモンはベアトリクスの頭を優しく撫でてくれた。

「すごいね……ベアトは迷路がこんなに簡単にできるんだね」

「簡単かどうかはわからないけど、楽しいです」

　楽しいことが好きだ。だから素直にそう告げると、シモンはニコニコしながらベアトリクスに言う。

「明日、僕もちょっとした本を持ってくるから、そっちもやってみる？」

「うーん、楽しかったらやりますね」

　それからシモンの勉強の合間、ベアトリクスはシモンが持ってきた本を解くことが増えた。

　中には全然楽しく感じることのないものもあって、それはすぐに投げ出してしまったが、シモンは特に怒ることはなかった。

　シモンが持ってきた本には、言葉遊びの問題や、図形の問題、それからなぞなぞや間違い探しなど、様々な種類のものがあった。

　ある日、シモンがベアトリクスに尋ねる。

「ベアトリクスは将来、何になりたい……？」

　いつもと違って笑み一つ浮かべず、とても真剣な顔でベアトリクスに尋ねてきたので、ベアトリクスは迷わず答えた。

「シモン様のお嫁さんです！」

　婚約者というのは将来、その相手と結婚すると聞いた。

　ならばベアトリクスはシモンと結婚するのだろう。

　シモンはベアトリクスが言うことを馬鹿にしない。ベアトリクスが間違えたことをしても、怒らず丁寧に理由を教えてくれる。

　駄目なことは駄目、良いことは良いときちんと自分に教えてくれるシモンが、ベアトリクスは大好きになっていた。

　だから、彼の花嫁になることは、ベアトリクスにとって当然の未来になりつつあった。

　シモンはくしゃりと顔を歪めて、それからぎゅっとベアトリクスを抱きしめる。

「そう。ベアトリクスは人と争うことは好き？」

「それは嫌いです。誰かが泣くことは絶対に嫌」

　シモンが悲しそうな顔をするのは見たくないし、他の誰だって悲しい顔を見たくはない。

　それはベアトリクスが両親や祖母から強く聞かされてきたことだ。

「そう……それならベアト、僕の鳥かごに入ってくれる？」

「鳥かご……ですか？」

「そう、鳥かご」

　ベアトリクスの肩に手を置いたまま、身体を離したシモンは、その幼い少年の顔に、強い決意をにじませてベアトリクスに言う。

「僕が絶対に君を守るから。君に〝怖いこと〟が起こらないように、君が戦争になんて関わらなくて済むように、僕がこの国を平和にし続けていくから……君は僕の鳥かごの中にいてくれる？」

「せんそう……？」

　どうしてそんな言葉が出てくるのかベアトリクスにはわからなかったが、それでもシモンが用意してくれる鳥かごの中にいれば幸せになれるのなら、それが一番良いことに、ベアトリクスには思えた。

「いいですよ、私、鳥かごの中にいます」

　ぎゅっとシモンに抱きつくと、シモンはまたベアトリクスを抱きしめる。

「約束だよ。君が僕の鳥かごの中にいてくれるなら、僕は君がその才能を開花させなくても済む未来を必ず作ってあげるから――」

（その才能……？）

　才能とは何のことだろうと思った。

　自分にそんな何か才能と呼ばれるだけのものがあるのだろうか。

　果たしてそれは、すばらしいものなのか――

（きっとそれは私にとっては、いらないものなんだろうな）

　シモンが言う〝怖いこと〟が起こるかもしれない才能とは、たぶん、ベアトリクスにとっては必要がないものなのだろうと思った。

　もし、それが他の人より秀でて、自分の特技として抜きん出ていると言われても、それが誰かを悲しませるものならば、ベアトリクスはいらないな、と素直に思えた。






「悲しませるなら……私、いらない……」






　手を伸ばして、うっすらと目を開けた。

　見覚えのある天蓋付きのベッドのはずが、見上げた天井はまったく違うもので、ガバリとベアトリクスは飛び起きる。

「え？」

　周囲を見渡すが、そこはベアトリクスとセシリアが寝泊まりをしているはずの部屋ではなかった。

「ここ、どこ？」

「よお、よく寝ていたな」

　背後から声が聞こえて、バッと振り向くと、そこにはゴラムがソファで本を読んでいた。

「ゴラム殿下……？」

　状況がわからない。

　どうして自分がゴラムの側で寝ているのかわからなかった。

「ベアトリクス・トゼーフ。ベアトリーチェ・トゼーフの孫だな？」

「は、はい……」

　祖母の名前を出されて思わず肯いたが、どうして祖母の名前を出されるのかわからなかった。

「ニーラ竜王国では、わが国に対してほぼ一方的な勝利をおさめたベアトリーチェの武勇伝は、未だに語り継がれているんだ。あれほどの花嫁なら、この国はさらに強くなれるだろうとたくさんの国民が、ベアトリーチェに恋い焦がれた。戦後、ベアトリーチェにニーラ竜王国からたくさんの縁談が舞い込むほどに」

「そ、そうなんですか？」

　本を持ちながら、ベッドの上に座るベアトリクスにゴラムが近づいてくる。

　そしてバッと己の読んでいた本を見せつける。

「これ、お前の祖母だろう？」

　そこにはベアトリーチェ・トゼーフに関する紹介が書かれていた。

　ベアトリクスが持っている歴史の本より数段詳しく書かれているその本には、ベアトリーチェが関わった戦争の内容まで事細かに書かれていた。

「この戦法を応用した戦戯盤用の戦略も考えられているが、彼女ほど綺麗に戦争を進められる傑物は、彼女以降まだ現れていない。この国が平和になってふぬけたせいもあるだろう」

（何だろう……）

　何だかとても怖い、とベアトリクスは思った。

「俺はこの国をもっと強くしたい。お前の国のようにくだらない教育などに力を入れるのほほんとした国や、隣の国のように貴族同士の馬鹿らしい色恋沙汰で揉める国よりも、俺の国がすべてを統べた方が、世界はもっとより良くなるはずだ」

「そうですか……？」

　ベアトリクスの小さな口が、ぱかっとあいてしまった。

（何を言っているのかしら？）

　ゴラムの言っていることがまったく理解できなかった。

　彼は過去の歴史を学んでこなかったのだろうか。戦争でたくさんの命が失われたこと、悪しき文化が蔓延はびこればいずれ衰退すること、そういった先人の戒めを何一つ学ばず、繰り返すことが正しいと疑わない考えに、ベアトリクスは呆れを通り越して呆然としてしまう。

「なんだそのアホ面は」

　ゴラムは鼻白んだ表情でベアトリクスを見た。

「せめてお前の髪が赤髪だったなら良かっただろうに」

「私はシモン様が可愛いと言ってくれるこのピンク色の自分の髪が好きですけど？」

「だが、それではこれからは困るんだ」

「なぜ？」

　ぽいっとゴラムは本を投げ捨てると、ぐっとベアトリクスの顎を掴んで上向かせる。

　その乱暴な行動にベアトリクスが顔をしかめても、ゴラムは気にする様子もなかった。

「なぜってそれは、お前が俺の花嫁になるからだ」

「は？」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

（誰が、誰の花嫁？）

　そのままぐっと肩を押されて、仰向けに押し倒される。ゴラムがベアトリクスの上にまたがり、その顔の横に手を置いて見下ろしてくる。

　自分より年下ではあったが、美しい少年は、傲慢な表情でベアトリクスを見下ろしながら言う。

「ここは求婚の間だ。ニーラ竜王国では、ここで一晩過ごした男女は、攫い婚の風習により、婚姻したと見なされる」

「――！」

　ベアトリクスは大きく目を見開いた。

　そして押し倒された状態ながら、周囲を視線だけで確認する。

　ベアトリクスが寝ていた部屋とはまったく違う家具。壁の装飾画。

　ここは彼女に用意された部屋ではなかった。

（私、いつこの部屋に……？）

　いつの間にか移動させられた部屋。そして攫い婚という言葉に、自分の身に何が起ころうとしているのか悟った。

　そしてそれと同時に、容赦なくゴラムはベアトリクスが望まない未来を突きつけた。

「ベアトリクス・トゼーフ。お前は俺が国王になるための駒となるんだ」

　鳥かごの中にいたはずの自分が、無理矢理外に連れ出されたことに、その時になってようやくベアトリクスは気づいた。
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　シモンはデキストと静かに応接室で向かい合っていた。

「今回はすまなかったね……」

　申し訳なさそうなデキストの顔に、シモンもいつものような愛想笑いはできない。

　ここ二日、シモンはこの国の現状と、クゼオンダ国で今起きていることに翻弄されていた。

　自分たちを追いかけるようにクゼオンダ国から寄越された手紙には、

『リテルシア辺境伯に老年性の妄想の気配あり。国王より医師への受診を命じ、辺境伯位を一時留保させることにした。彼の縁戚の娘であるフレールの保護をしておくように』

　というとんでもない内容だった。

　おかしいとは思ったが、まさかそういう事情があったとは思いもしなかった。

　王都では、息子である子爵を呼び寄せて、速やかに辺境伯位の譲位を促している最中で、本人たちの事情を守るべく表立たないように行うようだった。

　そしてニーラ竜王国の現状というのは……

「どうにも私を皇太子にしたくない輩がいてね……」

　というデキストの嘆きだった。

　皇太子はデキストで本決まりであり、来月には拝命式も行われる予定だという。

　しかし、それを快く思わない連中がひそかにゴラムを皇太子に担ぎ上げようとしているらしい。

「シモン王子も接してわかったと思うが、ゴラムはあの通り、まだまだ未熟で……」

　それでも弟に家族としての情もあるらしく、デキストは何ともいえない顔になる。

「まあ、欠点が補えるうちは大丈夫だと思いますので……」

　シモンも兄のことを思うと頭が痛いことがあるのでそう言うと、デキストは苦笑する。

「私もそう思いたいです」

　そして、シモンにとっては初耳の言葉を彼が口にした。

「しかし、まさか本当に預言書のとおりに事が起こるとは思わなかった」

「……」

（預言書？）

　何だそれは、と思った。しかしデキストはこちらも知っているかの様子で話を進める。

「ベアトリーチェ様がどれほどの天才であったのか、日々、思い知らされています」

（ベアトリーチェ様……！）

　ゾクリとした。

　ベアトリクスの祖母であるベアトリーチェは、五十年前の戦争で大きな武勲を残した偉大なる存在だ。

　晩年は静かに隠居生活を送っていたが、ベアトリクスにも受け継がれたエメラルドグリーンの瞳は、晩年であってもいつもキラキラと光り輝いていたことをシモンは今でも覚えている。

　彼女が亡くなったのは今から五年前……

　確かあの直前、彼女はシモンに変なことを言わなかったか。

『シモン殿下。あなたはベアトリクスをとても愛してくれているけれど、結婚式は少し大変かもしれないわ』

　申し訳なさそうな、どこかおかしそうな、不思議な笑みを浮かべたベアトリーチェのことを、今のこの瞬間まで、すっかりシモンは忘れていた。

（『僕とベアトリクスの結婚式』とわざと言ったのか……！）

　あのときはなぜそんなことをベアトリーチェが言うのかわからなかったが、もしこの発端が結婚式であったのならば……

　そこまで考えたからこそゾッとする。

　彼女は稀代の戦略家だった。

　そして未来を見通すかのように戦略を練った彼女は、最初の一押しでタンッとドミノのように全てを倒していくのだと。

「その預言書は、ベアトリーチェ様がニーラ竜王国に託されたものですね……」

　さも知っているかのように装いながらシモンがそう言うと、デキストは強く肯く。

「その通りです。まるで未来を見越したかのような戦略は、ドミノ倒しのごとくですね。亡くなったあとでもこうなることに私は驚きを隠せません」

　興奮したようなデキストの言葉に、シモンは自国にも間違いなく『預言書』があると確信する。

（だから父上は何も驚かなかったのか！）

　結婚式で何か起こるとわかっていたから、淡々とシモンたちをニーラ竜王国に向かわせたのかと考える。

（だが、結婚式だけでこのように物事が立て続けに起こるか？）

　結婚式と同時に別のドミノもベアトリーチェなら用意しただろう。

　クゼオンダ国のドミノの起点がシモンの結婚式であるならば、ニーラ竜王国のドミノの起点もあったはずだ。

　そこまで考えてハッと気づく。

「第二王子の失脚……」

　シモンの言葉に、デキストは静かに微笑むだけだった。まだその先は言葉にできないのだろう。

　クゼオンダ国のドミノの起点はシモンの結婚式。

　ニーラ竜王国のドミノの起点は第二王子の廃嫡だ。

　そうすることにより、各々の国が内々に抱えていた『皇太子問題』が、面白いくらい簡単に巻き起こる。

　そうしてこの二つをぶつけてひとつのドミノにして、その行く先は――

「反発派の一掃……」

　そんなことができるのかと思ったが、事実、クゼオンダ国ではリテルシア辺境伯の譲位が速やかに行われようとしている。

「まだもう一つ、こちら側の仕上げのお手伝いをお願いすることになってしまいますが、本当に大丈夫なのでしょうか？」

　デキストはシモンが知っていると思っているので、そう尋ねてくるが、シモン自身は何が起こるのかわからない。

　それでも平常心を装い、

「大丈夫です」

　と言った。

　心の内では急ぎで国に書信を送ることに決める。確認だけに何日を要するのかわからないが、早急に自分も預言書の中身を確認したかった。

（いったい、ベアトリーチェ様は、この国で僕たちに何をさせるつもりなんだ）

　セシリアのことは知らないだろうから、シモンかベアトリクスに何かを任せるつもりなのだとわかる。

　しかし、駒として自分はきちんと動けるのか、やや自信はない。

　いや、それさえも織り込み済みで彼女はドミノを倒しているのだろうから、シモンはシモンらしく振る舞えば良いのだろうが、いったい何をすれば良いのか、内心は混乱極まっていた。

　すると、デキストはシモンに図らずもヒントのような言葉を零す。

「シモン王子ならさもありなんなのですが、ベアトリクス令嬢にまさか――」

（え――）

　ベアトリクスの何を？　と思わずシモンが腰を浮かせたときだった。

「ベアト様はどこです！」

　廊下の奥の方から響き渡る大きな声が聞こえた。

　聞き慣れた声は、ベアトリクスの声ではない。だが彼女と関わる大切な存在の声だとすぐにわかった。

「ちょっと失礼します。どうやらうちの秘書官のようです」

　セシリアだとわかってシモンが席を立つ。

　扉を開けてもらい外に出ると、何人かの騎士と言い争うセシリアの姿が見えた。

「セシリア、どうしたんだい？」

　シモンがそう尋ねると、セシリアは珍しく気の動転した声で叫んだ。

「ベアトリクス様が攫われました！」

「は？」

　どうして王城の中にいて攫われるのかと思った。

　セシリアがフレールと外出する旨は聞いていたが、ベアトリクスは部屋に残っていたはずだ。いくら彼女といえども一人でその部屋を抜け出すはずはない。

「ゴラム殿下が攫い婚という風土婚で、ベアト様と結婚するつもりなんです！」

「まさか！」

　叫んだのは後から出てきたデキストの方だった。

「あんな不名誉な結婚を断行するつもりか！　そんなことは預言書になかったぞ！」

　動揺するデキストに、彼もこの事態は想定していなかったことを知る。

　五年前と言えばゴラムはまだ十歳だ。

　ベアトリーチェも十歳の子どものことまでは考えが及ばなかったのか……

　もしくはそれさえも孫たちはなんとかなし得ると考えていたのか。

　どちらにせよ、まだ時間はそれほど経っていないはずだ。

　最悪の事態を想定しつつも、シモンは静かにデキストに向き合い尋ねる。

「攫い婚の話は聞いたことがあります。それで、ベアトリクスはどこに？」

　ニコリと微笑んでみせたが、まったく笑っていない顔だったのだろう。

　デキストはひどく青ざめて、すぐに答える。

「それ専用の部屋が王城にあります……おそらく護衛もいるでしょう……ま、まだ時間が経っていなければ何も……」

「何があろうが、ベアトリクスと結婚するのは僕ですけどね」

　後にこのときの情景を横で見ていたセシリアが静かに証言する。

「あのときのシモン殿下を見て、ゴラム王子は死んだなと思いました」
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　攫い婚専用に誂あつらえられた部屋の中。

　押し倒されたベアトリクスの身に何かが起こる――

　わけもなく。

「――と言っても、あいにく、お前は俺の好みじゃ、全然ないんだよなあ！」

　ベアトリクスの上に覆い被さっていたゴラムはそう叫ぶと、ごろっとベアトリクスの横に転がって仰向けに寝る。

　怯えて固まっていたベアトリクスは、横にころんと寝たゴラムを見て、唖然とする。

　そろそろとまた上半身を起こすと、ゴラムは横で仰向けに寝たまま、ムスリと不愉快そうな顔をした。

「お前がベアトリーチェのような赤髪で、ずば抜けて素晴らしい頭脳の持ち主だったら惚れたかも知れないが、ポンコツだもんなあ！」

「ポ、ポンコツ……」

　確かにセシリアのように頭脳明晰でもなければ、フレールのように清廉な色気がある女性でもない。

　だからといって、ゴラムに貶められるほどでもないとは思ったが。

「まあ、あと六年くらいしたらマシにはなるだろう。そうしたら子どもを作れば良いし。今はお前がベアトリーチェの孫ということが重要なんだ」

「そんなに私のお祖母さまってこの国ではすごいんですか？」

「惚れ惚れするほどにな」

　きっぱりとゴラムは断言した。

「ベアトリーチェが発案して、戦地で行われた作戦のほとんどは、かなりの奇策だったが、どれも最小限の犠牲で済んだ。自軍の駒を減らすことなく敵軍を葬るにはよほどの力量の差がなければなしとげられない」

「へぇ……」

「お前の国は、本当にあの戦果を低く評価しすぎだ。ベアトリーチェ自ら望んでそうしたと聞くが、俺にはまったく理解できない」

「お祖母さまが……」

　自らのなしたことをなるべく自国で広まらないようにしたというなら、それはどうしてだろうと思った。

　だがすぐに想像がついた。

（お祖母さまは優しい人だったから……）

　きっとたくさんの人が死んだ戦争で、どんなに称賛を得ても、嬉しくは思えなかったのだろう。

「私のお祖母さまは仰っていました。『戦争で得るものは何もなく、失うものだけしかない』って。だから自分のなしてきたことを英雄のように褒めたたえられることを良しとはしなかったんだと思います」

「ハッ。馬鹿馬鹿しい。この国では強さこそが正義だ。幸いにして俺には優れた力がある。次兄がくだらない色恋で失脚してくれたおかげで、俺にようやく光が当たった。俺は俺の力で、この国に、この世界に、名前を残すんだ」

「それで誰かが死んでもいいんですか？」

「大義の前にはささいなことだろう？」

（あ、駄目だ、この人）

　わかり合えない、とベアトリクスは思った。

　ゴラムは野心が強すぎた。それで他者が傷つくことを厭わない彼を、ベアトリクスは好きになれる気はしなかった。

「誰かを大切にできない人に、この国の王様は相応しくないと思います」

「はあ？」

　ゴラムがベアトリクスを睨んでくる。

「国はあなたの玩具おもちゃじゃない。あなたの名前を知らしめる道具でもないです」

「綺麗事しか言えなくて、何にも力のない奴が俺は一番嫌いだ！」

　ガバリと起き上がると、ゴラムはまたベアトリクスを押し倒した。

　ぐっと肩を押さえつけられ、ベアトリクスは顔をしかめる。

「ベアトリクス・トゼーフ。お前にベアトリーチェの孫であること以外に何の価値がある？」

　真上から忌々しげにそう問われても、ベアトリクスは折れなかった。

　真っ直ぐにゴラムを睨みつけ答える。

「価値って何ですか？　才能って何ですか？　何かを成し遂げたいという気持ちは大切だと思うけど、私は私以外の何かになりたいなんて、一度も思ったことはありません！」

　シモンとセシリアはいつもベアトリクスのそのままを愛してくれる。

　自分が自分のままでいさせてくれた彼たちのことを、だからこそベアトリクスは守りたいと思った。

（だからこんなところで、こんな風に、私はされていちゃ駄目なんだ！）

「あんまり私のこと、馬鹿にしないでくださあああい!!」

　ぐっとゴラムの首元を引っ張った。

「うおっ」

　油断したゴラムが体勢を崩して倒れてくる。

　その顔に向かって、自分の額を勢いよく突き出す。

　ゴカッ。

　強い音がして、ゴラムの鼻にベアトリクスの額が当たる。

「ぐあっ！」

　鼻を押さえてもだえるゴラムの下からベアトリクスは逃げると、そのままベッドを降りて扉の方へと駆ける。

　ガッと扉を引っ張ったが、鍵がかかっているらしく、びくともしなかった。

「お前！　ふざけるなよ！」

　怒りに震えながら、ぼたぼたと鼻血を垂らしてゴラムが叫ぶ。

　シーツにしたたり落ちる鮮血に、自分のしたことなのに痛そうだとベアトリクスは思ってしまった。

　しかし、今はここから逃げることの方が大切だ。

　ベアトリクスは掃き出し窓の方へと駆け寄る。

　バルコニーへと出られるその窓を開いて、外へ飛び出したが、そこはとても高い場所だった。

　飛び降りたら間違いなく死ぬと思われる高さだ。

「王子である俺に鼻血を出させるなんて、お前は躾が必要なようだな」

　鼻を押さえながら、ゴラムがゆらゆらとこちらへ歩いてくる。

　ベアトリクスはじりじりとバルコニーの欄干に追いやられる。

（どうしよう……）

　さすがにこの高さを飛び降りるわけにもいかないのは重々承知だ。

　だが、もう一度、ゴラムに奇襲が掛けられるとも思えなかった。彼は年下ではあるが男性だ。力では到底適わない。

「来ないでください！」

　ベアトリクスはあらんばかりの声で叫んだ。

　どうかこの声が誰かに届きますように、と願いながら。

「こんな高いところの声が下に届くと思うなよ」

　最後の悪あがきかとゴラムが鼻血まみれの顔で笑うのが不気味だ。

　しかし、ベアトリクスは最後まで諦めるつもりはない。

　必死に声を張り上げて、叫ぶ。

「私はベアトリクス・トゼーフです。クゼオンダ国、第二王子・シモン様の婚約者です！　私はあなたの花嫁になるつもりはありません!!」

「そのとおり、彼女は僕の婚約者だ」

　ふわっと風が舞い降りた。

　スタッと横に誰かが現れる。

　下の階から欄干をよじ登ってきたのだと気づいたのはずっとあとのことで、そのときはまるで魔法のようだと思った。

　ベアトリクスが見ると、隣にはシモンが立っていた。

　涼しげな顔をしたシモンは、冷ややかな目をゴラムに向けて、そのままベアトリクスの肩を抱き寄せる。

「ゴラム殿下、よくも僕の婚約者を攫ってくれたね？」

「この国では攫い婚は合法だ」

「そんなのは無効です！」

　バアンッと先ほどまで開かなかった部屋の扉が開いた。

　そしてそこに現れたのは、セシリアとデキスト殿下だった。

「フレール、しくじったか」

　ゴラムがチッと舌打ちした。

「君はクゼオンダ国とニーラ竜王国の友好関係を崩したいようだな」

　シモンがそう言うと、ゴラムはハッと鼻で笑った。

「俺より弱い国を虐げて何が悪い」

「そうか、ならば我が国は――」

「待って！」

　思わずベアトリクスは叫んでいた。

「ベアト？」

　シモンがパチパチと瞬きをしながらベアトリクスを見つめる。

　ベアトリクスはダラダラと汗をかきながら、考える。

（どうしよう、このままじゃ戦争になっちゃう……！）

　そうすぐに開戦ということにはならないだろうが、この国には、ゴラムを支持する人々も少なからずいるのだ。

　デキストがそれを制しないかぎり、きっといつかこの国はクゼオンダ国と争うことを是とするかもしれない。

（それは絶対に嫌！）

　そんな未来は望んでいない。

　それならばどうすればよいのか。何をすればこの国はクゼオンダ国と争うことをしなくなるのか。

（もっと、平和的で、誰も傷つかない何か――）

　その瞬間、ベアトリクスの脳裏に閃くものがあった。

「……ばん」

「え？」

　セシリアが耳聡くベアトリクスの声を拾い上げる。

　ベアトリクスは、ゴラムを睨むと叫ぶ。

「戦戯盤で勝負をつけましょう！　私たちとゴラム殿下で勝負しましょう！」
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「なぜあんなことを言ったんですか！」

　珍しくセシリアがベアトリクスに対して怒っている。

「うっ……」

「そうだね。僕も油断しすぎていたことは反省している」

　ベアトリクスを膝に抱きかかえてシモンもそう言った。

　今、三人はシモンの部屋にいる。

　ベアトクリスとセシリアの部屋であんなことが起きてしまったため、シモンが隣続きの部屋を用意させたのだ。

　テーブルを囲んではいるが、ベアトリクスはシモンの膝の上だ。

　それに対して、今日ばかりはセシリアも黙認しているようで、二人がどれほどベアトリクスのことを心配していたのかわかった。

「セシリアが血相変えてやってきたときの僕の気持ち、わかる？」

「う……はい……すみません……」

「私こそ、ベアトリクス様を一人にしてしまって申し訳ありませんでした……」

　セシリアはとても責任を感じているらしく、顔色が青白い。その顔を見るとベアトリクスはとても申し訳なく感じた。

「変な話、僕が狙いだと思っていたから、ベアトリクスが本命だと気づかなかった僕も悪かったけど、君たちだけで異国に出すことは、もう二度とないからそう思って」

　シモンの容赦ない宣告も、この場合、もっともだと思った。

　もし、シモンも一緒にニーラ竜王国へ来ることになっていなかったら、きっと今頃、ベアトリクスは勝手にゴラムの花嫁にされていただろう。

　そして、それはもしかすると、二国間の火種にもなり得たのだ。

「ニーラ竜王国が、こんなに他国への侵略を考えているなんて思いもしませんでした……」

　セシリアが言った。

「現国王と、デキスト殿下に関しては、侵略よりは友好派だからね。ただ、一部の貴族にはゴラムのような攻撃的な思想の者もいる……戦争が終わってから五十年という年月は、僕たちにとっては本当に過去になってしまったけど、この国の人にとっては負けたということもあって、まだなお続いている話なんだろう……」

　だからこそ、ひっそりと他の国に伝わらず、閉鎖的に浸透しているものがこの国にはまだ多いのかもしれない。

　トントンとノックの音がして、側仕えがその応対にあたる。

「フレール辺境伯令嬢です」

「通してくれていいよ」

　シモンがそう言うと、侍女をともなったフレールが青白い顔で中に入ってくる。

「やあ」

　シモンは軽くそう言った。

「このたびは大変申し訳ありませんでした……」

　深くフレールが頭を下げて謝罪する。しかし、シモンはそれに対して、

「それで？」

　と、冷たく返事をするだけだった。

「シモン様……」

　ベアトリクスがオロオロしながらシモンを見たが、シモンは冷ややかな目でフレールを睨みつける。

「わざわざベアトリクスをこの国に連れてくるために僕たちの結婚式を壊して、君はいったい何がしたかったの？」

「……」

　フレールはギュッと自分のドレスの裾を掴むと、キッと顔を上げて言う。

「私の実父はリテルシア辺境伯領内でもニーラ竜王国とのまさに境にある地方領主です。隣国との本当に境目なので、互いにとても活発にやり取りをしています。だから、ニーラ竜王国に親戚がいる人はとても多いです」

　そういえば、彼女はリテルシア辺境伯に養女として迎え入れられていた。当然ながら実の両親もいたはずだ。どうしてリテルシア辺境伯の娘にならざるを得なかったのだろうか。

「もし……もし今、ニーラ竜王国とクゼオンダ国が戦争になったら、真っ先に攻めこまれるのは私たちの町です――」

「！」

　ベアトリクスは息を呑む。どれほど仲良くしていようとも、国同士が争えばその境界は敵同士になる。そうなれば、血の繋がった者同士が争う可能性もあるのだ。

「だったら、何故ゴラム殿下に協力したんだい？　どう考えても彼は戦争推進派だろう」

　確かにその通りだ。ゴラムは極めて好戦的で危うい。

　フレールはぐっと唇を噛みしめ目を伏せた。叱られてもそれに納得がいかない子どものような顔に、彼女は必死に何かに堪えていることが窺えた。

　しかし、シモンは更に追い打ちを掛ける。

「その結果、両国が戦争になったら、君の家の領地は真っ先に戦地となるんじゃないかな？」

　そんな未来が嫌で協力したはずの彼女は、いやいやするように首を横に振る。

　そして、漏らされた小さな言い訳。

「だって……ゴラム殿下が絶対にそうさせないと言ったから……」

（ああ、この子は見た目よりずっと幼いんだ……）

　もっとしっかりしている子だと思っていた。もっといろんなことを判断できる子だとも思っていた。

　けれど、セシリアのように聡明な子はそんなにいない。

　攫い婚なんて風習のあるニーラ竜王国などと比べて、グゼオンダ国では女性の教育に力を入れてきているが、その中でもセシリアの聡明さは別格なのだ。

　そのセシリアだって、最初は彼女の見目の良さに釣られた誰かの愛人に宛がわれる運命だった。

　セシリアにせよ、ベアトリクスにせよ、たまたま良き人と出会い、環境に恵まれたから、人よりも少しだけ広い知見を得られたに過ぎない。幸運に恵まれただけに過ぎない。

　それを改めて実感する。

「戦争になった場合、リテルシア辺境伯領はどう頑張っても戦地になる。仮にニーラ竜王国側で手を出さなくとも、我が国で裏切り者のそなたの領地をそのまま何もしないはずがない」

「そんな……」

　信じていた世界が思った以上に狭くて浅はかだったことを、今さらフレールは噛みしめているのだろう。

「そなたの養父であるリテルシア辺境伯に対しては、今頃、蟄居が命じられているはずだ。国王陛下が子爵であるそなたの従伯父いとこおじを呼びつけているからな」

「え？」

　ベアトリクスは驚いた目でシモンを見る。

　シモンはため息を吐くと言う。

「今回の件で、リテルシア辺境伯は伯爵位を息子である子爵に譲ることになった」

　まさかそんなことになっているとは思わなかった。

　目を丸くしてシモンを見つめていると、シモンはぽんっとベアトリクスの頭を優しく撫でて言う。

「ベアトリクスが思っている以上に、僕たちの結婚は重要なんだよ？」

「そう、なんですか……？」

「君が人より劣っていると言われていることも、それを甘んじてくれていることも、僕は十分知っている。本当の君はそうでないことも。だけどごめんね、僕はベアトと一緒に生きたいから、君は僕の側にいるときは妖精姫でいてもらわないと困るんだ」

　それをとても申し訳なくシモンが思っていることがわかった。

「私はいつも……私の思うままに行動させてもらっています……から……」

「皮肉なものだよね。君は誰よりも大きく羽ばたけるのに、僕が一緒にいたいと願ってしまったから、羽ばたけない」

「そんなことありません！」

　ベアトリクスは弱気になったシモンの額をぺちっと叩いた。

「私はどこにいたって私です。何があっても何をしても、私は私のしたいことだけをします！　だから、私がシモン様のせいで何もできないと思わないでくださいね！」

　そう宣言すると、ベアトリクスはシモンの膝から降りて、フレールの元へと駆け寄る。

　そしてその両手をとって、にっこりと微笑んだ。

「大丈夫。私が何とかする」

「何とかって……」

　フレールは不安そうにベアトリクスを見ている。

　ベアトリクスたちが、明日、何をするか知っているからだ。

「戦戯盤は、この国では戦争のために作られた遊戯とも言われています。ただの遊びだと軽んじていたらきっと負けてしまいます……。それに、戦戯盤だけなら、ゴラム殿下はデキスト殿下や第二王子殿下よりも強かったんです……！」

　不安に揺らぐフレールの瞳に、うっすらと涙が浮かぶ。

　ベアトリクスが攫い婚をされそうになったとき、すんでのところで彼女はベアトリクスが助かるように動いたそうだ。自分の領地のことが一番大切だろうに、それでもベアトリクスのことを助けてくれたのだ。

　ゴラムの手前、自分から動くことはできなかったであろう彼女の精一杯の働きかけが、セシリアと一緒に行った髪飾りの店だったと、セシリアから聞いた。祖母、ベアトリーチェを想起させる赤髪のマネキンで、ニーラ竜王国にとっていかにベアトリーチェの血を引くベアトリクスが有用な駒になり得るか、それで知らせようとしたのだと。

　あとで言い逃れをできるかどうかギリギリの場で、それでも自領とベアトリクスと、どちらも助けられないか模索していただろう彼女は、最後の最後にベアトリクスを助ける方向へ舵を切ってくれたのだ。

　その勇気ある小さな手を、きゅっとベアトリクスは握りしめる。

「私のことを助けてくれてありがとう」

「お礼を言われるようなことはしていません……でも……」

　そこまで言ってフレールは言葉を詰まらせる。

「ごめんなさい……ベアトリクス様に怖い思いをさせてしまって」

　本当は優しい女の子なのだと、その涙声でわかったから、ギュッとベアトリクスはフレールを抱きしめた。

「ベアトは本当に、誰に対しても優しすぎる……」

　シモンが困ったようにぼやくと、セシリアがクスリと笑った。

「あら、それがベアト様ですもの」

　ベアトリクスはどこにいたって、何をしたってベアトリクスなのだ。

　シモンとセシリアはそんなベアトリクスがたまらなく好きなのだと、改めて認識した。
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　翌日、城内の特別遊戯場で、クゼオンダ国と、ニーラ竜王国の親善遊戯が行われることになった。

　突然の告知にもかかわらず、遊技場には大勢の高位貴族たちが集まった。

　中にはゴラム派の貴族もたくさんいるようで、「あれがベアトリーチェの孫だと……？」と、畏敬とは異なる視線も送られた。どこかしら憎しみさえ感じる視線に、この国での祖母ベアトリーチェの存在は、なかなかに複雑なのだと知る。自国を鮮やかに破ったのだから、当然と言えば当然なのかも知れないが、強い視線はどこか居心地が悪い。

『今回は女性が参加するということで、ニーラ竜王国側もハンデとして、ゴラム殿下の従姉であられるフレール辺境伯令嬢がクイーンを務めます』

　司会進行は外務省の役人らしく、額に緊張からか汗をにじませながら説明していく。

　戦戯盤のルールは、以前、屋内遊技場で見たものと同じだった。

　12×12の巨大なマスに配置されるのは、キング・ナイト・クイーンの三つの駒。

　キングは三マス、ナイトが一マス、クイーンが五マス、一度に領地がとれる。

　移動は一マスずつではあるが、進める方向が駒によって異なる。ナイトが五方向移動、キングが三方向移動、クイーンが一方向移動だ。キングやクイーンが方向を変えたい場合は、一ターン、待たなければならない。

　屋内遊技場では子どもの遊びだったので、キングだけが旗印としての王冠を被っていたが、今回は城内で開催されるとあって各自の衣装もかなり凝ったものだった。

　キングには王冠と、王族らしい衣装。ナイトには騎士に相応しい軽鎧。そしてクイーンは女王らしい豪奢なドレスと冠が用意されていた。少し気になってベアトリクスは聞いたのだが、男性がクイーンだった場合は魔法使いのようなローブに代わるのだと言われた。

　武器は、キングは長槍、ナイトは長剣、クイーンは杖ワンドだ。

　毎ターン、各々自由に動くことはできるが、三人が互いの意思を理解して動いていないと、すぐに倒される。だから、指揮をとる人物の采配で大きく戦況が変わる可能性は高い。

　ゴラム陣営は、キングがゴラム。ナイトがデキスト。クイーンがフレールだ。

　一方、シモンの陣営が遊技場に姿を現すと、観客席がざわつく。

　旗印としての王冠を被っているのがセシリアだからだ。彼女はキングらしく長槍を携えていた。その背後には、長剣を持つシモンと、杖を持つベアトリクスがいた。

　つまり、ナイトがシモンで、ベアトリクスがクイーンだ。

「女性が二人だと……」

「しかも、キングが女……?!」

　最初、そのオーダーをベアトリクスが決めたとき、セシリアはひどく驚いていた。

「キングが奪られたら負けてしまうのに、私ですか!?」

「一番動けるのがシモン様の方が良いの」

「ですが……」

「私は自分を守れる力はないから。セシリアなら自分の身を自分で守れるでしょう？」

　ベアトリクスがそう言うと、セシリアはひどく戸惑ったあと、それでもまなざしを強くして、「わかりました」と言った。

「ベアト様を信じます」

「うん、ありがとう、セシリア」

　そうして盤の上に立ち、この戦戯盤がかなりこの国では重要な役割を担っていることを悟る。

　遊技場の造りが本格的だ。城内に観客席まで設置しているところを見ると、何か大切なことを決めるときにも、話し合いではなく戦戯盤で決めていたこともありそうだと思えた。

『クイーンであるベアトリクス・トゼーフ侯爵令嬢は、かの有名なベアトリーチェ様の孫娘です！』

　司会の言葉に、観客席が「おおおおお」とうなり声を上げる。

「本当にこの国ではお祖母さまの人気が高いのね……」

「ベアトリーチェ様も、他国まではご自分の名声を抑えることはできなかったのだろう」

　シモンがそう言ってくれたが、クゼオンダ国でも、もしかするとこういう光景があった可能性を考えてしまう。

　それはどこか嬉しくもあり、だが恐ろしいとも思えた。

　きっとベアトリクスを見るクゼオンダ国の人々の目は、今以上に偏見に満ちたものであったろうから。

『今回の領地は小鳥の木型を用意しております。領地を獲得する場合は、小鳥を自軍の鳥かごに入れてください。鳥かごを持つ人は誰でも構いません』

　全てのマスに敷き詰められた領地の代わりの木型をベアトリクスは確認する。

　木型が小鳥なのはたまたまか、それとも何かの因果なのか。

　戦うときには邪魔になるであろう鳥かごは、迷わずクイーンであるベアトリクスが持つことにした。相手の陣営もクイーンのフレールが持つようだった。

「ベアトリクス、大丈夫？」

　シモンが不安そうにベアトリクスに確認するので、ベアトリクスはいつもと変わらぬ笑みを浮かべた。

「大丈夫です。みなさんは自分の思うままに好きに動いてください」

「え、それでいいのですか？」

　セシリアが不安そうな顔をしたが、

「私がセシリアのしようとしていることを邪魔することは絶対にないわ」

　と断言した。

「もちろん、シモン様のお力も全面的に信じていますので」

「ああ、ありがとう。僕もベアトリクスを信じている」

　恭しくシモンがベアトリクスの手の甲にキスをする。

『さあ、それでは遊戯盤を始めましょう。各自、定位置についてください！』

　三人が盤上に逆三角形の形で陣取る。

　一番後ろはセシリアだ。

　長槍を持ち、キングを象徴する豪奢な衣装に、金の冠を被ったセシリアは、凜として美しかった。

　また、長剣を持ち騎士姿のシモンも文句なく格好良かった。物語の中でなくとも彼はいつだって、どこでだって。ベアトリクスを守ってくれる騎士だ。

　クイーンである自分ばかりは、欲目で見て小国の王女にしか見えなかったが、それもご愛敬だろう。

　トントンと杖で自分の立っているマスを確認する。

　一度目を閉じて、頭の中でマス目をイメージする。

『さあ、始めてください。オールプレイ！』

　司会のかけ声とともに、遊戯盤が始まった。
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　ゴラムはこの展開に狂喜していた。

　すべてが自分の思い通りに進んでいたからだ。

　竜を冠する国の名は、他国に敵がいないほど強いという意味から名付けられたという。それだけの大国にもかかわらず、この国はベアトリーチェに完敗を喫している。

　ほとんど犠牲者がいなかったこと、また戦後の処理で不利益があまりなかったことから、ベアトリーチェを偉人と讃える者が多いが、ゴラムの内心はやりきれないものがくすぶっていた。

（ニーラ竜王国こそ、最強であるべきだ）

　この国は戦戯盤の結果を重視する。

　そんな戦戯盤発祥の国であるこの国を相手に、愚かにもグゼオンダ国が戦戯盤での勝負を挑んできた。

　今、ここでベアトリーチェの孫娘を完膚なきまでに叩きのめせば、再びニーラ竜王国が最強である証となるのではないか。そして、この国の次期王としては、日和見主義の長兄ではなく、武運に優れたゴラムこそが相応しいと思われるはずだ。

　誂えたように用意された自分の舞台に、ゴラムは喜びしかない。

（俺の代で再びこの国を大きく羽ばたかせてみせる！）

「さあ、シモン王子！　手合わせ願おうではないか！」

　キングであるゴラムが真っ先に敵領に走って行く様に、デキストが、

「ゴラム、焦ってはいけない」

　と背後から叫んだが、何一つ焦っているつもりはない。

「兄上たちは領地を広げることに専念してくれれば良い」

　そう叫びながら、ゴラムは真っ先にシモンに向かっていく。

　シモンさえ倒せば、あとは女二人だ。どうとでもなると思った。

　案の定、視界の端に捕らえたベアトリクスは、ちょこちょこと小さくしか動かないし、なぜかキングになったセシリアという女も、定石通りの動きしかしない。

　ゴラムはジグザグに領地の証となる小鳥の木型を長槍で拾い上げて、それを後方へと投げつける。

　フレールがきっとそれを拾っているだろう。

「さあ、戦え！」

　シモンも真っ直ぐこちらに向かってきたので、簡単に互いの刃がぶつかり合う。

　刃を潰してあるとは言え、これは本当の長槍と剣だ。

　少しは武の心得もあるらしいシモンが、ゴラムの長槍を剣で躱す。

「どうした、シモン殿下。全然攻撃に転じてないぞ！」

　長槍を振り回しながらそう叫ぶ。

　シモンはなんとかゴラムの長槍を凌ぐことで精一杯なようで、顔をしかめながら二歩、三歩と後退る。

「ハハハ、そんなものか！」

　周囲からゴラムに対する歓声が聞こえる。

　きっと皆もクゼオンダ国が大したことのない国だとわかったのだろう。

「さすがゴラム殿下！」

「すばらしい！」

　賞賛する声に酔いしれる。

　視界の端で、小さな小鳥が不可思議な動きをしていても、ゴラムはそれに気づけなかった。
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　六人しか配置されない盤は、マスもほどよく大きいので、そこをどのように各駒になった人間が動くのかは、各々自身で考えていくしかない。

　てん、てん、てん、とまるで水たまりを踏んでいくかのように、小さな小鳥が飛び跳ねる。

　それはどこか遊んでいるかのように見えるが、着実に小鳥は、自らの領地を広げていく。

　デキストはひたひたと歩み寄る静かな足音に、ゾッとした。

　曾祖父の戦記を読んだことがある。ニーラ竜王国の王として、この国の領土を広げようとした曾祖父は、二十歳を過ぎたかわからないほどの若い女に、完膚なきまでに叩き潰されたという。

　それはまさに『魔法』のようだと言っていた。

　ゴラムがまったく視界にも入れない他国のクイーンを、慎重にデキストは見ていた。

　何か仕掛けてきたらすぐに逃げられるように、もしくはすぐに戦えるように、慎重に布陣を読みながら、歩んでいたはずなのに――

（どうしてこうなった……？）

「敗退スリップです」

　そうデキストに宣告したのは、相手国のキングだった。

　セシリアという女性が、突如デキストの前に現れた、その長槍でデキストの剣を払い落とし、デキストを屈服させたのだ。

　女だと舐めたつもりはない。

　なのに、いつのまに視界の端にいた彼女は、いきなり間合いを詰めたデキストの剣を使えなくさせた。

（彼女のことも頭にはきちんと配置していたのに……）

　デキストは戦戯盤が得意ではなかったが、苦手でもなかった。とくに自分は動かずとも相手を倒す戦法に長けていた。

（この少女が強かったのか……？）

　そう思ったが、彼女がこちらまで歩いてきた棋譜は定石通りで、油断もしていなかったのだ。

（そうだ、油断などしていなかった……）

　していなかったのに、背後で声がしたのだ。

「デキスト殿下、背後がお留守です」

　軽やかな可愛らしい声だった。

　そしていつの間にそこにいたのか、クイーンが杖を突きつけて、デキストに詰め寄っていたのだ。

（ゴラム……お前はとんでもない間違いをしていたようだ……）

　観客席を見上げる。

　ゴラムばかり見ている者たちは、今、何が起こったのかわかっていなかったようだが、盤をすべて見ていた者たちは、皆、青ざめた顔をしている。

　おそらく彼らは確信したのだろう。

　自国の敗北を。

　しかもそれはシモン殿下やセシリアというこの女性によってではなく、まったく予想の付かない動きをしていたこのクイーンの手によってもたらされていたことに、ゾッとする。

　彼女の鳥かごには……ほとんどの領地の木型が入っていた。

　完膚なきまでの完敗だ。

「ベアトリクス・トゼーフ……か」

　なるほど、彼女は間違いなくあのベアトリーチェ・トゼーフの孫娘なのだと思い知った。
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（え……）

　フレールは目の前で静かに繰り広げられている出来事に呆然としていた。

　自分と同じクイーンであるベアトリクスの動きが、信じられなかった。

　彼女の動きは、一見して何の考えもないように見えた。不規則にわざと一ターン消費して後ろに下がったり、かと思えば横に行ったり。

　一人で何を遊んでいるのだろうと思った。

　しかし、彼女が動いた後のマスにゴラムが入る。シモンが逸れる。

　それはまったく先を予測した動きで、ただ自軍の安全なところでのんびりと木型を集めようとしたフレールとはまったく異なる動きだった。

　ベアトリクスが動く位置に合わせて、シモンも動く。それを追うゴラム。

　そしてそことは反対側に動くセシリアに対しては、声でなく指ですっと線を描いて、ベアトリクスは指示をする。

　戦戯盤は声で指示することもできるのだが、そうすれば敵側にも情報は筒抜けだ。だから、あらかじめ動きを決めてから各々が勝手に動くことが多く、戦戯盤の最中に指示が出ることは珍しい。まして、指で指示したところで、本当にその通り相手が動けるかも、実のところはかなり難しいはずだった。

　にもかかわらず、セシリアはベアトリクスの指の動きだけでその意図を正確に組んでいたし、また何の指示もされていないシモンに至っては、ベアトリクスが何をしたいのかわかっているかのように彼女と寄り添って動いている。

　三人が各々勝手に動いているこちらの陣営が、とてもまとまりなく見える。

　ベアトリクスの指示通りにセシリアが動くと、その対角線上にデキストがいた。

「デキスト殿下、危ない！」

　そう叫んだときには遅かった。

　いつのまにかデキストは盤から消えてしまった。

「何をしているんだ、兄上！」

　デキストの敗退スリップを知ったゴラムが不愉快そうにそう叫んだが、彼はそうなった理由までは気づかない。

　デキストはそれなりにうまく動いていたのだ。

　決して人を近寄らせず、きちんと逃げ道を用意して。

　しかし、その逃げ道はいつの間にかベアトリクスによって封じられ、デキストはセシリアに倒されるしかなかった。

「フレールさん、敗退スリップしていただけますか？」

　そして、今、ほんの数ターンだ。デキストが倒されて。

　逃げるように後退したフレールのすぐ脇から、ベアトリクスが杖を突きつけていた。

　戦うことができないのは、フレールもベアトリクスも同じだ。

　もし仮に戦ったとしても、キングがフレールの反対側にいた。

「ゴラム様！」

　フレールが叫んだが、ゴラムは『キング』だ。

　キングの駒は後退できない。王は撤退してはならないからだ。後ろに戻るには一ターン消費して向きを変えなければならない。

（そんなことわかりきっていたはずなのに！）

　いつの間にか、シモンが受け流すマスに誘導されていた。

　しかし、そのマスの誘導はシモンが考えたことではない。

　その証拠に、彼の踏んだマスには領地の木型はとっくになくなっていた。

　すべてを綺麗に拾い上げたクイーンがいるからだ。

「あ、あなた、なんなの……？」

　フレールが青ざめた顔で問いかけると、ベアトリクスはキョトンとした顔で首を傾げた。

「ベアトリクス・トゼーフです」

　自国の、何にも知らないただ可愛いだけのお姫様。

　そう言われていた少女だった。

　飛び抜けて秀でたところはなく、ただシモンの寵愛のみをひたすら受ける綿菓子のような少女。

　時折、意味不明なことをするせいで、それが奇異に映るから、『奇異姫』だと陰で言われることもあった令嬢だ。

　しかし、フレールはベアトリーチェの伝記を、ニーラ竜王国で読んだことを思い出す。

　稀代の策士もまた、普段は常人に理解し得ぬ突飛なことをする人であったと。

　――彼かの人には翼があり、常人にはわからぬ世界を見ているのだ。ベアトリーチェ・トゼーフという女性は、赤い髪を持つただの女ではない。彼女はそのペン一つで、地図に最善の道を示す。彼女こそが真の天才なのだ。

　どうしてそこまで讃えられるような人物が、自国ではあまり名前が残らなかったのか、不思議で仕方なかったが、今ならわかる気がした。

　残らなかったのではなく、残さなかったのだ。

　自分とあまりにも似すぎてしまった後継に、戦地などという血なまぐさい場所を踏ませないために――

「敗退スリップ」

　ベアトリクスの宣言とともに、盤上からフレールは退場した。
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　頭の中は空を描く。

　空から見下ろした戦戯盤では、単調に各々の駒が動いていく。

　しかし、その駒には自分でさえ気づかない法則性があるのだと、ベアトリクスにはわかっていた。

　人間は、ある程度のルールが決まっていると、それに無意識に従った行動を起こす。

　特にこのようなガチガチのルールで決められた戦戯盤などでは、それはとても顕著だろう。

（もっと地形変化とかあったなら、難しかったんだろうけど）

　残念ながらというべきか、ありがたくというべきか、ゴラムは戦戯盤に地形変化などの特殊条件は付けなかった。

　それだけベアトリクスたちを舐めていたのだろう。

「ふざけるな！」

　ゴラムが叫んで、シモンを追い詰める。

　そしてシモンの長剣を長槍で強引に払った。

「敗退スリップだ！」

　叫んだのはゴラムだ。

　シモンがベアトリクスを見ながら『ごめんね』と小さく口を動かしたが、十分だとベアトリクスは思った。

　本来なら、シモンはもう少し早く退場していてもおかしくなかった。

　それが今まで盤上にいられたのは、彼の力量が素晴らしかったからだ。

「大丈夫ですよ、シモン様」

　ニコリとベアトリクスが微笑むと、シモンはなんとも言えない微妙な表情で盤上から降りていった。

　盤上には、ベアトリクスとセシリア。ゴラムしか残らない。

　そして、ベアトリクスの手には、ほとんどの領地の木型を収めた鳥かごだ。

　ここで、ゴラムが勝つためにはキングのセシリアを先に倒せば良い。

　キングを討った方が勝ちだからだ。

　しかし、ゴラムは祖母・ベアトリーチェに対して、複雑な感情を抱いているようだった。それは自国を敗北させた相手だという意識。ならばこの少年は、セシリアという勝利へ向かうのではなく、自分のプライド――ひいては自国の誇りの方へと舵を切るだろうことは容易に想定できた。

（セシリアの方へ行ったならば、それはそれで戦うことに向いている人だとは思うんだけど……）

「ふざけるな、この馬鹿女！」

　ゴラムが狙いを定めたのは、ベアトリクスの方だった。

（ああ、この人は……）

　ベアトリクスはセシリアの方に向けて、すっと指を示す。

　こんなわかりやすく彼女の位置を示しても、きっとゴラムはそこまで考えられないのだろう。

　セシリアはコクリと小さく肯くと、何ターンかかけてベアトリクスが指示したマスに移動して、そこから動かなくなった。

「お前、何様のつもりだ！」

　ゴラムがベアトリクスの方へと、一ターンを無駄にして前と後ろの向きを直して、駆け込んでくる。

　彼がナイトだったならば、ベアトリクスはすぐに負けてしまっただろうが、あいにく彼はキングだ。動けるマスの差はたったの二マス。

　ゴラムがキングとして動けないマスを即座にベアトリクスは計算する。

　彼が移動していく道筋を考え、そこにぶつからないようにそっと動く。

　たとえ移動できる方向が限られているのだとしても、ゴラムの動きを予測すれば彼に追いつかれることはまずない。

「うろちょろしやがって！　いいかげん、諦めろ！」

「何を諦める必要が？」

「どうせお前は俺に敗退スリップさせられるんだ。お前たちの負けだ！」

　自分の勝ちを信じて疑わない。頭に血は上ってはいるが、最速でベアトリクスのところへたどり着くように、足取りは正確だ。

　しかしそれは最善手という意味で、むしろわかりやすかった。

　そんな動きでは、ベアトリクスでなくとも簡単に逃げられるだろう。

　ベアトリクスの頭の中には、このゲームの最後まで見えていた。

　あと一ターン。

　頭の中で赤く染まったそのマスに立ったとき、

「これでお前もおしまいだ！」

　と叫んだゴラムがベアトリクスの前に立ち塞がったが、それは悪手だ。

　ベアトリクスは呆れたようにゴラムを見ながら言う。

「あなた、王様に向いてないわ」

「なっ！」

　ゴラムが苛立ちながら長槍を振り上げた瞬間――

　ガツンッ！　カアン……

　甲高い音とともに、ゴラムの長槍が弾かれた。

　背後からだ。

　長槍が飛んでしまったゴラムは唖然として背後を振り向く。

「そんな……馬鹿な……」

　信じられないものを見たような目で彼は己の背後を見た。

「いつだ？　いつ、そこに？」

　背後からゴラムの長槍を弾いたのは、同じく長槍を持ったクゼオンダ国のキング――セシリアだった。

「ずっと道はできていましたよ。ゴラム殿下は私の前に立つべきではなかったんです」

「は……？　何を……」

　ゴラムは何が起こったのか、まだ理解できていないようだった。

　おそらく盤上に立った者たちは、ベアトリクス以外、ほとんどの人間は、どのような棋譜ができあがったのかわからなかっただろう。

　不規則で不安定。

　ただ、戯れに歩いているだけの少女が、誰よりも正確に盤上を歩いていたということは、ここよりしばらく後、棋譜を研究したニーラ竜王国の戦戯盤研究家によって解明されるのだが、今はただ、ゴラムは呆然と己に起こったことを処理できずに立ち尽くすしかなかった。

「武器を奪われれば、キングはただの人ですね。フォールアップ」

　キングを倒したと宣言するときだけ許される単語を告げて、ゴラムの胸をポンっと自分の杖でベアトリクスは小突いた。
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　しんっ……と恐ろしいほど、遊戯場が静まりかえる。

　観客席から歓声は一つも起こらない。今、自分たちが見たことを理解できないからだ。

「審判官、判定は？」

　ベアトリクスが小首を傾げて審判官に尋ねると、ようやく彼は我に返り、大きな声で叫んだ。

『き……キングが敗れたことにより、クゼオンダ国の勝利です！』

　審判官がそう叫んだ後も、遊戯場は静まりかえったままで、ただ、ベアトリクスだけがパチパチパチと無邪気に拍手をして、自軍の勝利を祝った。
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　戦戯盤の試合が終わったあとは、ニーラ竜王国王主催の晩餐会が開かれた。

「どういうつもりで晩餐会を準備していたのだか……」

　シモンはいろいろと考えて不愉快そうだが、ベアトリクスは異国の料理に舌鼓を打つ。

「此度はとても興味深いものを見させてもらった」

　国王がとても満足そうにそう言った。席次はメインテーブルに国王、王妃、デキストとゴラム、そしてシモンとベアトリクスがいた。

　メインテーブルに対して垂直に何列か長テーブルが用意されており、今日、戦戯盤を観戦した高位貴族たちが食事をしている。

　高位貴族たちは国王の言葉に、食事も取らずに粛々と耳を傾けていた。

「我が国は、クゼオンダ国との間に友好な関係を築いてきた。それは次代においても変わらないものだと思っているが、今日の試合を観戦して、皆、よくわかっただろう。我が国はまた戦時中と同じような過ちを繰り返すところであったと」

　しんと静まりかえるテーブル。誰も食事に手をつけないのは、王の言葉が重いからだろう。

　結果として、自国が国技に近い扱いをしている戦戯盤で破れてしまったのだ。

　しかも相手は女性が二人も交じった面子の、他国の人間だ。

　それだけならまだしも、その立役者となったのが、ニーラ竜王国軍に辛酸をなめさせたベアトリーチェ・トゼーフの孫娘なのだから、古参の者ほど忸怩たる思いは大きい。

「ベアトリクス令嬢の見事な棋譜。大変眼福ものであった」

　国王直々にベアトリクスを褒めるので、ベアトリクスはにこっと邪気のない笑みを国王に返す。

「できれば我が国に嫁いでもらいたいくらいであるが、シモン王子との結婚が決まっているそうだから、残念だ」

「そうですね。来月には改めて結婚式を挙げられると思います」

　ニコッとシモンが微笑んで言う。言外にゴラムにはもう邪魔をさせないと匂わせながら。

「ああ、こちらからも祝いの品を贈ろう。ただ、ゴラムはしばらく国外ではなく内政の勉強をさせねばならぬので別の者を使いに送る」

「！」

　知らなかったであろうゴラムが大きく目を見開いた。

　王は静かな目をゴラムに向けると、はっきりと言う。

「どうして我々が平和の道を歩もうとしているのか、お前たちはしっかりと学びなおしなさい。不勉強がすぎるから他国に戦戯盤で負けるのだ」

「ぐっ」

　心底悔しそうな顔をしているが、本来なら次兄と同じように平民に落とされてもおかしくはなかったはずだ。それくらい国賓であるベアトリクスに対して攫い婚を働こうとしたことは、少なくとも王族にとっては恥ずべきものだった。

　しかし、そうしなかったのには、理由があったのだと、次の瞬間にベアトリクスは理解する。

　突然、バアンと広間の扉が開かれる。

　警戒する貴族たちに対し、現れたのはゴラムより濃い闇色に近い紫の髪をした騎士の鎧の男だ。

「モルギ、ただいま帰りました！」

　朗々とした声で男がそう宣誓する。

「ああ、よく帰ってきたね」

　席を立ったのはデキストだ。そのままモルギという男のもとへと歩いていく。

「で、討伐は済んだのかい？」

「はい、兄上」

（兄上……？）

　小首を傾げるベアトリクスに、シモンが説明してくれる。

「あの方は、ニーラ竜王国の第二王子、モルギ殿下だ」

「えっ。平民落ちしたんじゃないんですか？」

　他の貴族たちもそう聞いていたのだろう。半分ほど、動揺している者がいる。

「そういう風に情報を操作したんだよ……」

　シモンが小声でベアトリクスにそう言った。

「ど、どういうことですか？」

「ゴラムを推している戦争推進派の人間を一掃するためだ。表だって他国に知らしめるのではなく、秘密裏に始末してきたんだろうね」

「ええ、そんなことできるんですか？」

「できるだろうね。僕たち、賓客が来てそちらにほとんどの貴族は夢中だったからね。本当にあまりにも鮮やかすぎるよ。こんなことを死んだ人間ができるなんて天才すぎる……」

　貴族たちの手前、ニコニコと顔は笑顔だが、シモンはどこか悔しそうに呟いている。

　その顔に、誰かに対する懐かしさを感じ、一瞬だけ過ったのはなぜか赤い髪の祖母だった。

（お祖母さま……？）

　自分でもなぜ、ベアトリーチェのことが過ったのかわからない。

　不思議に思っているうちにも、話は進んでいたらしく、第二王子のモルギは国王の前に近寄っていた。

「父上、ただいま戻りました」

「おお、ご苦労。そなたの婚約者であるナーニアは息災か？」

　再び貴族がざわつく。

　ベアトリクスは聞いたことがない名前に、きょとんとしながら小首を傾げた。そんな彼女を愛おしそうに見つめながら、シモンが囁き声で説明してくれる。

「ナーニアというのは、第二王子の元婚約者で平民落ちされたという令嬢らしいよ」

「え、その方は第二王子に捨てられたのではなかったのですか？」

　ベアトリクスは何が起こったのかわからず、ただただ、目を丸くする。

（確か第二王子は、男爵令嬢と駆け落ちしたのよね？）

　では、第二王子が心変わりしたはずの男爵令嬢はどうなったのか。

　その答えは、モルギ王子が満面の笑みで国王に答えてくれた。

「はい。おかげさまで。私の婚約者に対する暗殺疑惑で、私と駆け落ちするとの噂をばらまいていたクンオン男爵家の当主と令嬢はすでに捕縛済みです」

　ベアトリクスは口に手を当てて驚いたので、声をあげずに済んだが、周囲の貴族たちはあまりのことに動揺が隠せないようだった。

　第二王子の婚約者は平民落ちになったわけではなく、命を狙われていたから隠されていたということ。

　暗殺しようとした男爵家は、すでに捕まっていると言うこと。

　ざわめきの中で真実が伝播されていくと、何やら顔色が悪くなった者もチラホラいるようで――。

　この国はこの国で、いろいろ裏で動いていたのだなと、ぼんやりベアトリクスは思った。

（なんだか難しそうなことが起こっていたみたいだけど……）

「シモン様、シモン様」

「なんだい、ベアトリクス」

「結局、クゼオンダ国とニーラ竜王国はこれからも仲良しってことですよね？」

　それは本当に会話の隙間だった。

　モルギ王子が自分の武勲を説明する合間。デキスト皇太子がそれを労う直前。

　ベアトリクスの声が、高く朗々と広間に響き渡ってしまった。

　全員の目が再びベアトリクスに向けられる。

「あ、あわわわ」

　意図せず注目を浴びて、思わずシモンの服の裾を掴む。

　すると、ニーラ国王がハハハハハと闊達に笑った。

「そのとおりだ、ベアトリクス令嬢。我が国とクゼオンダ国はこれからも幾久しく、末永く、仲良く頼もう！」






　こうして、二国を巡る陰謀があったことなどまるでベアトリクスは理解することもなく、すべては丸く収まった。
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　晩餐会が終わり、ベアトリクスたちが自分の部屋に戻ろうとしたとき、

「おい！」

　ゴラムが無遠慮にもベアトリクスを呼んだ。

　すぐにシモンがベアトリクスの肩を抱き、セシリアが前に立ってベアトリクスを守ろうとする。

「ベアトリクス令嬢、どうしてそんな力があるのに、お前はそれを隠しているんだ」

　ゴラムが険しい顔で問いかけてくる。

「そんな力、ですか？」

　ベアトリクスがキョトンとする。

「そうだ。お前、戦戯盤でなくとも、戦場でも相手の動きがわかるはずだ！」

「いや、私、戦争に出たことないので」

「だが、参謀役として訓練を積めばベアトリーチェ・トゼーフと同じくらい強くなるだろう。今日の戦戯盤を見てニーラ竜王国の貴族はみな、そう思った。なのにどうして自国ではあんな風に愚かな姫を装う？」

　悔しそうな顔に、ベアトリクスはなんと答えれば良いのか迷う。

　すると、グッとシモンがベアトリクスの肩を掴む手に力を込めた。まるでベアトリクスが逃げるのを止めるかのように。

「ベアトリクスは愚かじゃない。彼女の才能は、彼女のものだが、これから平和を続けていく上では必要ないから知らしめないだけだ」

　シモンが凜とした声でそう言った。

「もし彼女の才能を自国の者たちが知ったなら、彼女をベアトリーチェ様の再臨と崇める者も出るだろう。けれど、それがベアトリクスの幸せに繋がるわけでない。参謀の女神と崇められたなら彼女は皇太子の側室として召し上げられた可能性も高く、結婚した後もなお、血なまぐさい場所にその身を置くことになる」

　戦争はなくとも、小さな争いはやはり起きる。そんなとき、そこで軍を指揮する指揮官として名を馳せる者たちもやはりいる。

　その中にベアトリクスもいたかもしれない未来に、ベアトリクス自身がゾッとした。

（え、無理。嫌すぎる）

　そんな未来、ベアトリクスは望んでいない。

　しかし、ゴラムにはそれが理解できないようで、叫ぶ。

「自分の才能を伸ばさないなんて、それこそ無駄じゃないか！　他に何もできないお前が何の役に立つんだ！」

　ベアトリクスを否定するような言葉に、言い返したのはセシリアだった。

「そんなにその才能って、必要ですか？」

「なっ」

「戦争がうまくできるとか、いらないでしょう。これからの世界、平和にしようと向かっているのに、どうしてそんな才能を伸ばす必要があるんですか？」

「万が一のためだ！」

「備えは必要です。けれど、それにベアトリクス様がその身を捧げる必要はないと思います。ベアトリクス様はそんなの望んでいませんから」

　きっぱりとセシリアは言い切った。

「自分のやりたくないことをやらせようとする国ほど、未熟な国はありません。もしゴラム王子がその考えを持ち続けるのであれば、あなたはその考えを恥ずべきです」

「貴様……！」

　顔を真っ赤にしたゴラムがセシリアに食ってかかろうとした瞬間、

「はい、そこまでー」

　と、背後から体格の良い青年がゴラムを押さえた。第二王子のモルギだ。

「うちの末っ子は、戦争ごっこしか知らないから駄目なんだよなあ。すまないね、いろいろと迷惑を掛けたみたいで」

　モルギはシモンに頭を下げる。

「いえ、しっかり矯正していただければそれでいいです。ところで一つ、お聞きしても良いですか？　この企みはいつから決まっていたのですか？」

　シモンがきつくモルギを睨みつけると、モルギはゴラムとはまた違った人なつっこい笑みを浮かべて答える。

「半年前、シモン殿下たちの結婚式の招待状が我が国に届いたときかな。本当は来年のはずだよね、結婚式。それが早まったからてっきり俺みたいに子どもができたのかと思ったけど、違ったからどうしたのかなと思ったんだよね」

「え、子ども？」

　ベアトリクスが驚いて目を見開くと、モルギはニカッと人なつっこい笑みをベアトリクスに向けた。

「そう。ちょっと順番を間違えてしまってね！」

「すごいな、その手があったのか……」

　シモンがさも名案を聞いたかのように感心したが、すかさずセシリアが話を戻す。

「ちょっとお待ちください。シモン殿下の結婚式は来年だったのですか？」

「ああ。来年のはずだった。それについてクゼオンダ国に問い合わせたら、クゼオンダ国王から『わがままを言うシモンを懲らしめるついでに、そっちの第三王子ゴラムも躾し直しますか？　指南書もありますし』ってふざけた内容の手紙が届いてね」

「指南書……？」

　ベアトリクスとセシリアには何のことだろうとわからなかったが、シモンにはわかったらしい。ひどく苦々しい顔をして、

「わがまま……」

　と、自分が言われた言葉を噛みしめていた。モルギはそれを鼻で笑う。

「トゼーフ侯爵家でも一年、待つように言ったらしい結婚式を強引に動かそうとするから、シモン殿下のもとに強い権力が集まりそうになったんだよ」

「……！」

　シモンがハッとした顔になった。

「有能すぎるのも大変だねえ。うちみたいに長男様が有能だったら安泰なのに。だから、どっちの反対勢力もまとめて潰しましょうって話になったんだよ、今回の話は」

「そういうことですか……」

　ガクリとシモンが項垂れた。

「急いては事をし損じるって勉強になったんじゃない？」

「よく、肝に銘じておきます」

　モルギが追い打ちを掛けると、シモンが心底悔しそうにそう答えた。

　そして、モルギは仕上げとばかりにゴラムの首を太い腕で締め上げる。

　ぐえっとゴラムはカエルのような声を上げたが、強く抵抗はしない。いや、出来ないのだろう。軍人としてしっかり鍛えられたモルギの腕は、どうやってもゴラムには外せそうにない。

「さあて、俺が留守になったくらいで自分が王様になれると思っちゃう残念王子は、しっかりお勉強し直そうな？　大丈夫、お前はまだ十五歳だ。いくらでも変われる」

　ベアトリクスはその目に、弟であるゴラムに対するモルギの愛情を見た気がした。

（あ、そういうことなのね……）

　きっと普通に謀反を起こされては、ゴラムは首謀者として担ぎ上げられて死刑を免れなかっただろう。

（ああ、なんて優しいんだろう）

　大人はすごいとベアトリクスは改めて思った。

　シモンも成人はしているが、そのシモンでさえこうして転がされるほどに、いろんなことを誰もが傷つかないようにしてしまえるのだから、その力に圧倒される。

「ちなみにこの案を考えたのは誰なんですか？」

　ベアトリクスが尋ねるとモルギは苦笑いを浮かべながら言う。

「君のお祖母さまだよ。生前、彼女はこのことを予見していて、俺たちの国と君の国の王に指南書やら預言書を託していたんだ。いまからちょうど五年前に、ね」

「お祖母さまが……」

　五年前といえば、ベアトリクスはまだ十二歳だ。ゴラムだって十歳だったはずだ。

　この国をベアトリーチェがいつ訪れていたのかは知らないが、おそらく二国の後継者たちを見て、起こりうる可能性を考えたのだろう。

「お祖母さま、すごい……」

「ベアトリーチェ様では、何も言えないな」

　がくりとシモンも肩を落とした。

「それじゃ、邪魔したね」

　ゴラムの首を掴むと、モルギはそのまま戻っていった。

　ベアトリクスたちは少しばかり興奮しながら自分たちの部屋に戻る。

「ベアトリーチェ様、本当に素晴らしい方だったのですね」

　セシリアが感嘆の声を上げる。

「それなのに私、まったく知らなかったことをとても後悔します！」

「お祖母さまのご意向だったんだと思うわ」

　ベアトリクスがベアトリーチェの名前に潰されないように、祖母は自分を守ってくれていたのだろう。

「僕の未来の思考までしっかり予想していることは、完敗でしかないし、これじゃ戻っても文句もいえないじゃないか」

　シモンもぐったりしているがそれが面白くも可愛らしく見えた。

「ねえ、シモン様」

「なんだい、ベアト」

「結婚式、来年なら来年の方が良くないですか？」

「それは駄目！　絶対に式は今年中！　むしろ必ず来月にはするから！」

　シモンが断固反対する。

「僕は君を囲む鳥かごをもっと頑丈で強いものにしたいんだ。君のことがニーラ竜王国に知られた以上、絶対に結婚式は来月だ」

「こわ……」

　セシリアが隣でドン引いていたが、シモンは頑として譲らなかった。

　だが――

「ベアト……」

　不意にシモンの瞳が揺らぐ。そしてその口が開いて、彼らしくない弱々しい声でベアトリクスに問いかける。

「僕の鳥かごは、君には狭い？」

　シモンはベアトリクスならもっといろんなところへ飛び立てることを知っている。自分のわがままで彼女の才能の芽を摘んでいることも十分承知の上で、それでもベアトリクスがベアトリクスのまま、自然にそこでいられる場所を与えたいのだと、彼の目がベアトリクスに訴えていた。

　ベアトリクスは一瞬口元に指をつけて考え込んだあと、にっこりと微笑んだ。

　昔から変わらない全幅の信頼を委ねる相手にだけ見せる笑みだ。

「そんなことありません。これほど素晴らしい鳥かごを私は他に知りません。いつも私が私らしくいられるように、私のことを守ってくださってありがとうございます、シモン様」

「ベアト！」

　シモンがそのまま強くベアトリクスを抱きしめようとしたが、ガッと間にセシリアの腕が入ってくる。

「お二人はまだ夫婦ではございません。節度を持ったお付き合いをお願いしますね？」

　ニコッと微笑んだセシリアに、シモンはひくつきながら笑みを向け、ベアトリクスはあはははと軽やかに笑った。

















エピローグ　この佳き日にハッピーエンドを――！












　仕切り直した結婚式は、きっかり一ヶ月後に行われた。

　ベアトリクスたちが戻ったときには、前回の出来事はすっかりなかったことにされていた。

　リテルシア辺境伯は息子に爵位が譲られた。フレールも辺境伯との養子縁組は解消されて、シモンの婚約者候補だという噂は嘘のように消えていた。今は静かに学院で勉学にいそしんでいるという。

　一度、学院に遊びに行ったとき、ベアトリクスはフレールと言葉を交わしたが、そのとき彼女は、

「私、歴史学者になろうと思います」

　と言った。

「互いの国の歴史について、きちんと調べて後世に残す仕事がしたいんです。特に私の領地は両国に接しているので、互いの国の文化や歴史をしっかりと学んでおいて損はないと思うんです」

　そう言った彼女はとてもキラキラしていて、以前会ったときよりもずっといいと思えた。

「ベアトリクス様、お時間でございます」

　マーガレットがふるえる声でそう言った。

「今度こそうまくいきますように」

　ブツブツとそう呟く声がベアトリクスの耳にも届いてくる。

「大丈夫よ、マーガレット」

「ベアト様の大丈夫は大丈夫じゃないですよ」

　少しばかり涙目なのは、きっとこの前のことを思い出しているのかも知れない。

（あれはあれで楽しかったんだけどなあ）

　二度もウェディングドレスが着られるのだから、幸せだとベアトリクスは思う。

　しかも一ヶ月空いていた時間で、シモンはたくさんベアトリクスにかまってくれた。

　それは結婚式の準備を一人でされていたときよりはずっと楽しくて、幸せな時間だった。

「あ、マーガレット！」

「な、なんですか！」

　マーガレットが警戒する。ベアトリクスはそんなマーガレットに笑いながら言う。

「私、〝良いこと〟を思いついたわ」

「全然〝良いこと〟の気がしません！」

　全力でマーガレットがそれを否定した。

「あら、〝良いこと〟なのに……」

「そんなことは言わなくて良いですから。お願いですから今日こそは普通の花嫁でいてください」

　マーガレットはそう言いながら、ベアトリクスに仕上げのベールを被せた。

　長いベールで顔が見えなくなり、それからすぐに聖堂へ向かうよう促される。

「今度こそ、お嫁に行ってしまうんだね……」

　父が半泣きの顔で、ベアトリクスをまた出迎える。

　そんな父と、赤い絨毯の上を歩けることを、ベアトリクスは嬉しいと思うのだ。

　聖堂の奥では、シモンが相変わらず美しい顔でベアトリクスを待っていた。

　とろりとした薄茶色の瞳は相変わらず、ベアトリクスにしか向けられていない。

　彼の鳥かごはどこまでも広い。

　この聖堂の外、それこそこの国中全部、シモンの鳥かごと言ってもいいのではないだろうか。

　ベアトリクスがベアトリクスらしく。

　そう願われて、そう育てられてきた日々を、ベアトリクスは愛しく思う。

「私、お祖母さまみたいになるわ」

　ぽそりとマーガレットに言えなかったことを呟く。

　ベアトリーチェのように、優しく人々を助けられる人になりたい。

　きっとそのためには今以上にシモンの助けも必要だろうが、幸い彼は今日この日からベアトリクスの一生の伴侶になるし、一生の友であるセシリアもいる。

（ああ、私、今、とっても幸せかも！）

　ベールをあげられ、満面の笑みを浮かべたベアトリクスに、シモンが見蕩れるのはそれからすぐ後のこと。






　こうして、ベアトリクス・トゼーフはこの佳き日、シモンの妻となり、公爵夫人となった。










[image: ]















了










著者紹介




榎木　ユウ（えのき・ゆう）


２０１５年に書籍デビュー。

今年はたくさん小説を書きました。来年も頑張りたいです。
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